















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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はじめに




　今回は一ヶ月短たん縮しゆくされて、四ヶ月ぶりのご無ぶ沙さ汰たです。途と中ちゆう、富ふ士じ見み書しよ房ぼうさんとは別の出しゆつ版ぱん社しやさんから発売されたＴＲＰＧを作っていたり、そのリプレイの作業があったりしたはずなのですが……。なんで一ヶ月短くなったんだろう。う～ん、不思議、不思議（笑）。

　とゆーわけで、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』シリーズの最さい終しゆう巻かんを、とりあえずお届とどけいたします！　〝とりあえず〟ってどういうことだ？　と、いう声もありそうですが、そちらについては、あとがきで改めてお話しいたします。




　さて、本書『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス③　全力少女と純じゆん白ぱくの絆きずな』は、ＴＲＰＧ『アリアンロッド２Ｅ　ＲＰＧ』のリプレイで、ゲームデザイナーである菊きく池ちたけしが執しつ筆ぴつする『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』シリーズとのコラボレーション企き画かくの第三巻となります。

『ヴァイス』『シュヴァルツ』の各シリーズ、ＴＲＰＧやリプレイがどのようなものかについては、『ヴァイス』シリーズの第一巻にくわしく書かれています。本屋さんなどで本書を初めて手に取った方は、まずはそちらをご覧らんくださるようお願いいたします。

　なお、コラボレーションとはいえ、『ヴァイス』と『シュヴァルツ』の各シリーズは、それぞれ単たん独どくでもストーリーが分かるように書かれています。

　それでも『シュヴァルツ』シリーズが気になるという方は、『ヴァイス』の主人公プリミラ・ヘッジホッグが〝白き薔薇ばらの刻こく印いん〟、『シュヴァルツ』の主人公シェフィル・グラニーが〝黒き薔薇の刻印〟を持った〝薔薇の巫女みこ（神しん竜りゆうゾハールを奉ほうじる巫女のこと）〟であり、この刻印を持った者が複ふく数すう人存そん在ざいしていた場合、ゾハールの呪のろいのために一年で死んでしまう──これだけ、把は握あくしていればＯＫです。

　あ、あとエンターブレインから発売されている『アリアンロッド２Ｅ　ファンブック　ラヴィアンローズ』のヒロインであるミラ・アトラスが、〝蒼あおき薔薇の刻印〟を持っている巫女であることがあきらかになっています。

　この新たに出しゆつ現げんした〝薔薇の巫女〟であるミラ・アトラスのことも含ふくめて、基き本ほん的てきには本ほん編ぺん中で説明していますので、他のシリーズまで手を広げなくても大だい丈じよう夫ぶにはなっていますが、『シュヴァルツ』や『ファンブック』も合わせて読むことで、より面白さが倍ばい増ぞうすることも確たしかです。本書を読んで興きよう味みを持たれたのなら、ぜひ『シュヴァルツ』や『ラヴィアンローズ』も読んでいただけるとうれしいです。




　では、ざっと説明が終わったところで、本編の方へとさっそく参りましょう！







前ぜん巻かんまでのあらすじ




　怪け我がによって冒ぼう険けん者しやになることを諦あきらめていた少女プリム（プリミラ）。そんな彼かの女じよの許もとに冒険者の姉アメリアが率ひきいているギルド〝ヘッジホッグ〟が何者かに襲しゆう撃げきされ、そのまま行ゆく方え不明になったという報しらせがもたらされた。戸と惑まどうプリムに神しん殿でんはヘッジホッグのギルドマスターとなるよう要よう請せい、妹セシリーの説得もあってプリムはこれを引き受ける。

　冒険者となったプリムは、仲間たちと〝薔薇の武ぶ具ぐ〟のひとつ〝魔ま鎧がい〟ウィガールを発見するが、プリムがこの鎧よろいに触ふれた途と端たん、彼女の手に〝白き薔薇の刻印〟が浮うかび上あがる。さらに同じ刻印が妹セシリーの手にも現あらわれ、そのままセシリーは昏こん睡すい状じよう態たいに陥おちいってしまう。

〝薔薇の武具〟をすべてそろえれば、セシリーを助けることができるかもしれないと知ったプリムは、ふたつ目の武具〝銀の籠こ手て〟アガートラームを手に入れるべく、競きよう技ぎ大会に参加。さらにはダンジョンに挑いどみ、見事ふたつ目の〝薔薇の武具〟を手に入れる。

　だが、それを妨ぼう害がいしようとしていたゾハール教きよう団だんの刺し客かくオルタネイトの口から、新たな事実が告げられる。それは〝薔薇の刻印〟を持つ者が複数いる場合、神竜ゾハールの呪のろいによって一年後に死んでしまうこと。そして、すでにプリムとセシリー以外に〝薔薇の巫女〟が存在しているということだった……。
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ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆やってきました最終回




　さて、二巻かんで自分と妹のセシリーの命が、神しん竜りゆうゾハールの呪のろいによってあと一年であることを知ったプリムこと、プリミラ・ヘッジホッグ。

　この呪いは〝薔薇ばらの刻こく印いん〟を持つ者が複ふく数すう存そん在ざいしている時に発動するというもので、呪いを解とくためには〝薔薇の武ぶ具ぐ〟と呼よばれる魔ま法ほうのアイテムを集める必要がある。

『ヴァイス』二巻の時点で判はん明めいしている〝薔薇の刻印〟を持つ人物は三人──プリム、セシリー、そして『シュヴァルツ』のＰＣであるシェフィル・グラニーだ。そして、どうやらシェフィルも〝薔薇の武具〟を集めているらしい。

　しかし、もともと身体が弱かったためか、セシリーは〝薔薇の刻印〟によるゾハールの力に耐たえきれず、刻こく一いつ刻こくと衰すい弱じやくしていく。

　果たして、プリムはセシリーを助けることができるのだろうか……。




　とまぁ、そんな状じよう況きようから始まる『ヴァイス』三巻。

『シュヴァルツ』二巻のあとがきで菊きく池ちたけしが書いているように、『ヴァイス』『シュヴァルツ』の両シリーズは最初から短くまとめる方向で企き画かくしており、『ヴァイス』シリーズはこの三巻が最さい終しゆう巻かんとなる。

　ためらいがちだったプリムも、姉は行方不明、妹は危き篤とく状じよう態たいという事じ態たいに、みずからの意思で行動していくようになってきたし（なってきてるよね？）、姉のアメリアと知り合いだったキュリアはともかく、ジェイスとハヤトもなんだかんだ言いながらもプリムに協力してくれている。

　ならば、彼かれらの仲のよさを活かしたイベントを組くみ込こみ、そのほのぼのとした演えん出しゆつから急きゆう降こう下か的に事態が悪化するようなシナリオは面白いかもしれない。そんな感じでいろいろとシナリオで起こるイベントのネタを出していく。

　とはいえ、シナリオのとおりにならないのがＴＲＰＧの面白いところだ。

『シュヴァルツ』や『ファンブック』との兼かね合あいもあり、シナリオの大おお筋すじはだいたい決まっているものの、どうなるかはセッションしてみなけりゃ分からない。

　そんな不安と楽しみを抱いだきながら、ついに『ヴァイス』シリーズ最終回の収しゆう録ろく日びがやってきたのだった──。







◆Preplay02◆薔薇の武具が欲ほしいんです！




「ゆーらさん、今回が最終回って本当ですかっ!?」




〝うららかな春〟などという言葉とはうらはらに、寒い日が妙みように多いとある春の一日。

　セッションを行なうためにプレイヤーが集まったＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．（ファー・イースト・アミューズメント・リサーチ）の会議室に、声せい優ゆうの上村彩子うえむら・あやこさんの凜りんとした声が響ひびいた。

　そう、この日は『ヴァイス』シリーズの最終回。

　上村さんには、事前にメールでお知らせしていたのだが、




「え────最終回なんてー！！！！[image: ]」




　という「！」と顔文字が乱らん舞ぶするお返事をいただき、ちょっと心苦しく思ったりしていたのだが……続く一文が、その気持ちをすべて木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだいてくれた。




「是ぜ非ひ是非これからもプリムを強くさせて下さい（ぺこりぺこり）」




　そっちかい！

　思わず携けい帯たいにツッコミを入れたのは内ない緒しよだ！（笑）

　と、そんな微笑ほほえましいエピソードと共に、まずは参加者の紹しよう介かいをしておこう。




久保田悠羅くぼた・ゆうら

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所しよ属ぞくのゲームデザイナー。本リプレイのＧＭ兼けん著ちよ者しや。ファンタジーとロボットとミリタリーが合体したＴＲＰＧ『ドラゴンアームズ改　バハムートライジング』（エンターブレイン刊かん）のゲームデザイン、『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』のシステムデザインとワールドデザイン、『アリアンロッド』関連のリプレイの執しつ筆ぴつなどを行なっている。

　二巻発売時には無理だったが、これを書いている時点では某ぼうロボット物のオンラインゲームで少しよう佐さに昇しよう進しんした。ただし、ビームライフルは苦手。




上村彩子

　オフィス ワタナベ所属の女じよ性せい声優さん。ＡＫＢ48のチームＫに所属していたことがある。出しゆつ演えん作さくは『惡あくの華はな』の木下亜衣きのした・あい役、iPhone／Android用アプリ『乙おと女めぶれいく！』の早乙女乙芽さおとめ・おとめ役など。また、ＴＶ番組『絆きずな体感ＴＶ　機動戦士ガンダム　第07板倉小隊』の一期、二期にも出しゆつ演えんしていた。ゲームとチョコレートが好き。

　リプレイのプレイヤーは『ヴァイス』シリーズが初めてで、その初々しさが好感を得ている。ためらいつつも前向きに進む冒ぼう険けん者しやプリムことプリミラ・ヘッジホッグを演えんじる。




小こ島じまめぐみ

　オフィス ワタナベ所属の女性声優さん。声優事じ務む所しよ、ＴＲＰＧのプレイヤーとしても上村さんの先せん輩ぱいに当たる。出演作は『ふしぎ星の☆ふたご姫ひめ』のファイン役、『SKET DANCE』の真ま理り子こ役など。ＴＲＰＧのリプレイでプレイヤーを担たん当とうすると、何故なぜだか三下っぽくなってしまうという不思議な特とく徴ちようを持つ。

　本リプレイでは、タコの使い魔まを持つエルダナーン、キュリア・ルピレイを演じる。




菊きく池ちたけし

〝きくたけ〟でお馴な染じみＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．副社長。『アリアンロッドＲＰＧ　２Ｅ』や『セブン＝フォートレス』シリーズ（エンターブレイン刊）などを手がけてきたゲームデザイナー。リプレイの名手であり、これまで数々の名作を送り出してきた。また、この『ヴァイス』と対ついになる『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』シリーズのＧＭと著者を担当している。

　本リプレイでは、プリムたちを導みちびく先輩冒ぼう険けん者の神官ジェイス・ロウを演じる。




鈴吹太郞すずふき・たろう

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．代表取とり締しまり役やく社長。また『トーキョーＮ◎ＶＡ』シリーズ、『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズ（共にエンターブレイン刊）のデザイナーでもある。多た忙ぼうな社長業の傍かたわら、ゲームを遊ぶ機会を逃のがさないというゲームを深く愛する人物。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・イェーガー』など、リプレイもいくつか手がける。

　本リプレイでは、秘密結社ネオ・ダイナストカバルの怪かい人じんハサミカメレオン（人間名ハヤト・シザース）を演じる。




＊　　　＊　　　＊




上村：（残念そうに）それで、本当に終わっちゃうんですか？

久保田（以い降こう、ＧＭ）：うん。一いち応おう、『ヴァイス』は今回が最終回。

小島：最終回かぁ～。

上村：セシリー、助かるのかなぁ。〝薔薇の武具〟だって、まだふたつしか手に入れてないのに……。

小島：全部でいくつあるんでしたっけ？

ＧＭ：剣けんのカラドボルグ、鎧よろいのウィガール、籠こ手てのアガートラーム、冠かんむりのカフヴァール、本のマビノギオン、全部で五つ。ウィガールとアガートラームはキミたちがすでに入手済ずみで、カラドボルグは〝聖せい都と〟ディアスロンドにあることが分かっている。

きくたけ：ちなみに、カフヴァールは『シュヴァルツ』二巻でシェフィルが手に入れた。




シェフィル

　この『ヴァイス』と対となっている『シュヴァルツ』に登場するＰＣ。辺へん境きようの村で育った弓使いの少女で、声優の小暮英麻こぐれ・えまさんがプレイヤーを担当している。

　『ヴァイス』二巻では、〝水の街〟クラン＝ベルのモンスターコロシアムで、シェフィルとプリムがすれ違ちがう場面が演出された。

　ちなみにこのシーンは『シュヴァルツ』二巻でも描えがかれているが、その結果は大だい惨さん事じとなっている。興きよう味みのある方は、ぜひご覧らんいただきたい。
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小島：じゃあ、あと見つかっていないのはマビノギオンだけ？

ＧＭ：そうだね。

上村：ということは、シェフィルさんを倒たおさないと、カフヴァールを手に入れることはできないってことですね！




　倒たおすしか選せん択たく肢しがないようだ。




鈴吹：プリム姉ちゃん、戦う気満々だぜ！（一同笑）

上村：（きょとんとして）え？　違ちがうんですか？

一同：おいおい！（笑）

ＧＭ：いやまぁ、それはそれでひとつの選択だし、プリムがそういう決けつ断だんをしたらそうなる可か能のう性せいはある。

鈴吹：よし！　その時は協力するぜ。ハサミカメレオンの技わざで、シェフィルをうしろから刺さしてあげよう。さくっと！（笑）

上村：ありがとう、ハヤトくん！　（小島さんに）キュリアさんも手伝ってくれますよね？

小島：えぇ─────っ!?

上村：え？　手伝ってくれないんですか？

小島：え、えーっと。なんていうか、そのー。キュリアの中の人的に、英麻さまに逆さからうのは、絶ぜつ対たいに無理でやんす（一同笑）。




　なぜ、やんす？




鈴吹：小島さん、小暮さんに頭が上がらないからなぁ（笑）。

小島：そうなんですよ～。これが三下ゆえの悲しい性さがでやんす（一同笑）。

ＧＭ：とはいっても、実じつ際さいにはシェフィルたちがカフヴァールを見つけるのはまだ先──約四〇日後のことだから、キミたちはまだ知らない。

上村：（残念そうに）そうなんですか……。

きくたけ：本気で戦うつもりだったのかいっ！（一同笑）

鈴吹：そういえば、二巻でルードやジェイスと戦っている時も、一番うれしそうだったのは上村さんだったしな。

上村：そ、そんなこと……ないです！

ＧＭ：本当？

上村：……。

一同：……。

上村：……えっと、ちょっぴりは、あるかも（一同笑）。

ＧＭ：まぁ、さて、シェフィルとどうなるかについては、とりあえずおいとくとして、まずは今回予告を読み上げるよ。




●今回予告

〝薔薇の巫女みこ〟に課かせられた呪い───。

　それは、同じ時にふたり以上の巫女が存在した場合、

　一年でその命を絶たつというものだった。

　だが、その一年を待たずして、

　プリムの妹セシリーの命は刻一刻と削けずられているように見えた。

　このままでは、セシリーは……。




『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』

　　　　　──みっしょん３「偽いつわりの絆きずな、本当の絆」




　白の運命に導かれたひとりの少女の物語が終わり、そして───。




上村：ああっ、セシリーがっ！　セシリーがかわいそうなことに！

きくたけ：どんどん弱ってたからなー。

鈴吹：最終回だからなー。ひょっとしたら……（笑）。

上村：それじゃあ、今回は「さらばセシリー」みたいな話になっちゃうんですか？

ＧＭ：いや、そこまで言ってないから（一同笑）。

小島：そうですよ。ほら、前向きに前向きにっ！

鈴吹：でも、この状況じゃ前向きには考えられないんじゃ（笑）。

上村：た、確たしかに………（ぐったり）。

小島：な、なんてこと言うんですか、社長！　だ、大だい丈じよう夫ぶです。きっとセシリーちゃんは助かりますって！

上村：……そ、そうですよね。はい！　あたし、セシリーを助けます！

きくたけ：お、持ち直した（一同笑）。

ＧＭ：では、それぞれのシナリオハンドアウトを発表しよう。




▼プリミラ用シナリオハンドアウト

コネクション：？？？　　　関係：喪そう失しつ

　それはまだキミが冒険者を目指していた頃ころ。

　ロッククライミングの訓練をしている時に、キミは足を滑すべらせて大おお怪け我がをしてしまったことがある。妹のセシリーが泣きながらも必死にキミの名を呼よぶ声が聞こえていたのを、キミは今でも覚えている。

　そういえば、あの時からのような気がする。セシリーの身体が弱くなったのは──。

上村：え？　セシリーの身体が弱くなったのと、あたしの怪我が関係あるんですか？

きくたけ：これはプリミラの呪いだな。

上村：あたしの？

きくたけ：実はプリミラはもう死んでいるんだよ。

上村：え────っ!?

きくたけ：プリミラは、セシリーに崖がけから突つき落おとされて殺された。で、その恨うらみがセシリーの身体を蝕むしばんでいるのだ。「お姉ちゃん、死んで！」　ドン！（手で押おすまね）

上村：やめてぇぇぇっ、セシリイィィィィッ!?（一同笑）




　そんなわけあるかい。




小島：セシリーちゃんはそんなことしないですよ。

上村：そ、そうですよ。セシリーはそんな子じゃないです！

鈴吹：でも、コネクションの対象が「？？？」だな。いったい、何なんだろう？

上村：気になりますね～。

ＧＭ：それは、オープニングフェイズでのお楽しみということで。では、次のシナリオハンドアウトはキュリアだ。




▼キュリア用シナリオハンドアウト

コネクション：プリミラ　　　関係：家族

　あの日、アメリアやキミたちを襲おそったゾハール教きよう団だん。そのひとりがオルタネイトだった。

　オルタネイトを倒すことはできたが、彼は死ぬ間ま際ぎわにプリミラとセシリーに呪いが掛かかっており、このままだと一年以内にふたりは死ぬと告げた。

　いまだアメリアは行方不明のまま。

　ならばキミは───。




小島：「ならばキミは───」って、ものすごくわたしに語りかけてきますねー。

ＧＭ：ええ。今回はプリミラが大変な目に遭あうので、それに対してキュリアがどうするかという部分もクローズアップできればと思いまして。

小島：それで今回のコネクションはプリムちゃんなんですね。確かにわたしにとってはもう家族同然ですし。

上村：ありがとうございます！




▼ジェイス用シナリオハンドアウト

コネクション：ゾハール教団　　　関係：敵てき対たい

　神しん竜りゆうゾハールの復ふつ活かつを掲かかげているゾハール教団。

　神官としてはそのような企たくらみを、決して許ゆるすことなどできない。

　だが、彼らはなぜ〝薔薇の武具〟を狙ねらっているのだろうか？　復活したゾハールを再ふたたび倒されないようにするため、だけとは思えない。




きくたけ：おお、ちゃんと最終回っぽいな！

上村：それに〝薔薇の武具〟の秘ひ密みつも明らかになりそうな感じですよ。

鈴吹：ゾハール教団の陰いん謀ぼうも明らかになるかな？

ＧＭ：ならなかったら、菊池さんの『シュヴァルツ』に任まかせるので（笑）。

きくたけ：おいっ！（一同笑）




▼ハヤト用シナリオハンドアウト

コネクション：大だい首しゆ領りよう　　　関係：忠ちゆう誠せい

　地元密みつ着ちやく型がたの悪の秘密組そ織しきネオ・ダイナストカバル。

　キミはその名めい誉よある一員だ。

　そんなキミに、今日もネオ・ダイナストカバル大首領より命令が下される。

　ゾハール教団から薔薇の武具を守るべし！




上村：ハヤトくんはいつもどおりだね（笑）。

鈴吹：分かりやすくていい（笑）。

ＧＭ：では次は、キャラクターの成長に移うつりましょう！




●キャラクターの成長

　前回のセッションで取得した成長点を使い、プリム、キュリア、ハヤトの三人は６レベルにまで成長した。また、ひとり高いレベルでスタートしたジェイスは前回７レベルであったが、今回は８レベルまで成長している。




▼プリミラ・ヘッジホッグ（６レベル）の場合

ＧＭ：では、プリムからキャラクターの成長報ほう告こくをいってみよう。

上村（以降、プリム）：はーい、プリミラ・ヘッジホッグでーす。６レベルになりました。

きくたけ：６レベルかぁ。成長したなぁ。

鈴吹：冒険に出たこともなかった少女が、もうすっかり一人前の冒険者に（笑）。
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プリム：え～っ、まだまだですよ（笑）。

ＧＭ：そして、６レベルに成長したプリムさんは何ができるようになりましたか？

プリム：はい、まずこれを報告したいです！

ＧＭ：おお、どうぞ。何か気合い入っているなぁ。

プリム：はい、まず武ぶ器きを怪かい力りよく乱らん神しん剣に新調しました！




怪力乱神剣

　刀身に怪かい物ぶつのような不ふ可か思し議ぎな紋もん様ようが描かれた、魔法具の巨きよ大だい両手剣。振ふるう者の力を一時的に増ぞう幅ふくする能力を持つ。

　一シナリオに一回、武器攻こう撃げきのダメージロールに＋２Ｄする。




プリム：これで、ばっちり攻こう撃げき力りよくが上がりました～。

きくたけ：その……たくましくなったね（一同笑）。

ＧＭ：このリプレイが始まった時は、冒険者になるのを挫ざ折せつした、ためらい少女だったのに、今では重量19の巨大な剣を元気よく振ふり回まわす少女に（笑）。

小島：げ、元気になりましたね～。

プリム：装そう備び品ひんの重量制せい限げんに＋５される《イクイップリミット》があるから、何とか持てるんですよ～。あとはダンサーの《フェザータップ》を取りました。これで、ムーブアクションで飛行状態になりつつ移い動どうできます。

きくたけ：でかい剣を持って、飛ぶように駆かけ回るんだな（笑）。

プリム：それだけじゃないですよ。あと、《サマーソルト》も取りました。これで、《フェザータップ》を使って移動するときの移動距きよ離りをさらに＋10できます。

鈴吹：ついに、空飛ぶダンサーに（笑）。

プリム：あと、《スラッシュブロウ》を１レベル、《ウェポンルーラー》を２レベル上げて、武器の重量分のダメージを増やす《バイオレントアタック》も取りました。

きくたけ：うーむ、潔いさぎよいほど攻撃に特化したな。

プリム：以上、あたしの成長報告でした。




▼キュリア・ルピレイ（６レベル）の場合

小島（以後、キュリア）：はーい。キュリアです。キャラクターレベルが６になりました。そして、ついにターチュの時代が来ました！

ＧＭ：ついに来たか（笑）。

キュリア：ふっふっふっ。《ファミリアアタック》を２レベル上げて、５レベルにしたうえで、《ファミリアマスタリー》を取りました！




《ファミリアマスタリー》

《ファミリアアタック》で攻撃する際さいの命中判はん定ていに＋１Ｄするサモナーのスキル。




キュリア：さらに、《ファミリアコンビネーション》も取りました。これで一回のメジャーアクションで、《ファミリアアタック》と《サモン・フェンリル》の二回攻撃ができます。

一同：おお～！

プリム：本当にターチュの時代ですよ！

キュリア：頭の上のターチュも誇ほこらしげです。もうたこ焼きなんかにはさせませんよ！

鈴吹：キュリアの火力はこのヘッジホッグでも相当なものになったよね。

キュリア：今のところ、ターチュの攻撃力なんですけどね（笑）。

ＧＭ：他にも、何かスキルは取りましたか？

キュリア：はい、サモナーのスキルの《アニマルパクト》を取りました。これ、サモナーのスキルなら、「対象：場面（選択）」にできるんですよ。

きくたけ：つまり、《ファミリアアタック》を命じると、ターチュが巨大化して、シーン全体に攻撃するんだな（笑）。

キュリア：ターチュの触しよく手しゆがシーンを覆おおい尽つくします（笑）。

鈴吹：すごいな、ターチュ（笑）。
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キュリア：それと、メイジのスキルは《リゼントメント》を取りました。これで、シナリオ一回ですけど、魔法攻撃のダメージに＋60ですよ！

プリム：おおっ！　すごいですキュリアさん！

キュリア：でも、できることが増えたからＭＰの消費が大変になったんですよねー。

ＧＭ：まあ、メイジ／サモナーはそうなるね（笑）。

キュリア：あと、一いつ般ぱんスキルの《トレーニング：知力》を取って賢かしこくなりました（笑）。それと、補助防具のサーコートを前回手に入れたアガートラームに変えてます。
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ＧＭ：魔法ダメージを増加するアイテムだから、当然といえば当然か。

プリム：〝薔薇の武具〟で、あたしとおそろいです。

キュリア：はい、おそろいです！（笑）　以上で報告終わりです。




▼ジェイス・ロウ（８レベル）の場合

ＧＭ：では、ジェイスのレベルアップ報告をどうぞ。

きくたけ（以後、ジェイス）：ふふっ、私わたしは君たちと違ちがってレベル８なんだよ（笑）。

プリム：おおっ、ジェイスさんだけ高い!?

ジェイス：君たちのような下々と違ってね（笑）。

キュリア：なんだか偉えらそうですよ!?

ジェイス：実際、偉いのだよ。今回、バードのスキルである《バスカー》を取ってね。

プリム：何ですか、それ？

ジェイス：このスキル、取得するだけでプリプレイで【精せい神しん】×一〇〇Ｇを得られる。つまり、【精神】９の私は、毎回九〇〇Ｇの収しゆう入にゆうを得られるのだ！

プリム：おおっ、お金持ち～！

鈴吹：なんで最終回なのにそんなスキルを取ったんだよ！（一同笑）

ジェイス：いいじゃないか！　プリプレイに九〇〇Ｇもあるといろいろ買えるんだよ？

プリム：お金、大事です（笑）。

ジェイス：そのとおりだよ、プリミラくん。お金は大事だ。一Ｇを笑う者は、一Ｇに泣くことになるからな。あとは《ヘイスト》を１レベル上げて３レベルにした。これで、【行こう動どう値ち】を３Ｄ上げることができる。

プリム：一気に素す早ばやくなれるんですね。

ジェイス：それと、一般スキルの《フックダウン》を取った。クリンナッププロセスでポーションをひとつ使用できるようになっている。

キュリア：地味に便利そうですね（笑）。

ジェイス：スキルはこんなところで、あとはフェイトを６点に伸のばしている。

鈴吹：バードはフェイトを伸ばすようになるよね。

ジェイス：うん。《ディスコード》でダメージを増ふやすことが重要になるからなぁ。私の場合、【幸運】も６なので、一気にフェイトを６点まで使えたりするしね。

プリム：どんどんダメージが上がりますね！

ジェイス：うむ。期待してくれたまえ。あとは、胴どう部ぶの防ぼう具ぐがミスリルクロークからガードローブに替かわった。これも《バスカー》のおかげだな（笑）。

ＧＭ：では、報告は以上ということで。

ジェイス：うむ。あ、あとエレメンタルシールドは〈火〉を指定しておこう。
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▼ハヤト・シザース（６レベル）の場合

ＧＭ：最後に、ハヤトの自じ己こ紹しよう介かいをどうぞ！

鈴吹（以後、ハヤト）：ハヤトじゃなくてハサミカメレオン！（一同笑）

ＧＭ：……ここでは、仮かりの名であるハヤトで統とう一いつしますので（笑）。

ハヤト：じゃ、それで（笑）。もちろん、オレも６レベルになった。そして、ニンジャのスキル《イメージボディ》を２レベル取った！

ジェイス：おおっ、分身か！




《イメージボディ》

　セットアッププロセスに使用する。回かい避ひ判定の達たつ成せい値ちに＋［ＳＬ×２］する。この効こう果かはラウンド終しゆう了りようまで持続する。分身を作り出すことで、敵てきの狙ねらいを見出し、攻撃の命めい中ちゆう率りつを下げるニンジャのスキル。




ハヤト：そのうえで《バタフライダンス》や《ドッジムーブ》があるから、なんと回避は３Ｄ＋15で判定できる。

プリム：ハヤトくんすごーい！　それはもう避よけまくりですね。

ハヤト：そう、オレはもう、オレ自身に攻撃を当てることができないくらいに避けまくるぜ！（一同笑）

ジェイス：まあ、自分で自分を攻撃するような場面はないだろうがな（笑）。

ハヤト：そして、《カメレオンスキン》で姿すがたを隠かくして、四方八方から分身で攻撃するのだ！
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プリム：分身して攻撃っ!?

ジェイス：分身に攻撃力はないけどな（笑）。




　あくまでも、スキルの演出上の問題である。




ハヤト：格かつ好こうよければいいのだ（笑）。

ＧＭ：他には、何か取りました？

ハヤト：《ピアシングストライク》を１レベル上げて３レベルに。それと《サプライザル》を２レベル上げて、５レベルに。あと《サドンインパクト》を取ったよ。これで、シーン一回だけだけど、《サプライザル》で攻撃した時、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と【魔法防御力】を０にしてダメージを出せる。

プリム：すごーい。

ジェイス：うんうん、少年は成長するものだな。

ハヤト：それから《イクイップリミット》を取って、重量制限を＋５したよ。

プリム：あたしと同じですね（笑）。

ハヤト：いや～、プリム姉ちゃんみたいにでっかい剣振り回すわけじゃないし（笑）。

プリム：あっ、そうなんだ。

ハヤト：うん、オレのレザージャケットとガントレットを歪ゆがみの衣と俊しゆん足そくのブーツに替かえたから、今までのままだと重量オーバーになっちゃうんだよね。

プリム：なるほど～。

ハヤト：【筋きん力りよく基本値】は10しかないから、すぐにオーバーしちゃうんだよね。

ＧＭ：まあ、フィルボルだから仕方ない。

ハヤト：というわけで、装そう備びの変へん更こうはそんなところ。成長報告は、以上で終わり。

ＧＭ：あと、ギルドのレベルはひとつ上がって３レベルになった。とゆーわけで、ギルドサポートがひとつ取得できる。

プリム：わーい、やったー。

キュリア：今まで取ったギルドサポートは……《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》ですね。

ジェイス：うーん、定番だな。

ハヤト：じゃあ、《限げん界かい突とつ破ぱ》かな？

ジェイス：それも定番だな（笑）。

ハヤト：じゃあ、《ギルドシンボル》は？




《ギルドシンボル》

　ギルドのシンボルとなるアイテム（重量：０）をひとつ取得する。そのアイテムを所持しているキャラクターがシーンに登場している間、ギルドメンバー全員が行なう攻撃のダメージロールに＋２Ｄする。ただし、アイテムを所持しているキャラクターがシーンに登場していない、あるいは戦せん闘とう不ふ能のうの場合、攻撃のダメージロールにマイナス１Ｄする。




キュリア：ヘッジホッグのシンボルがもらえるんですね！

プリム：おお～っ、ぜひぜひ！

ＧＭ：じゃ、どういう形のシンボルにする？

プリム：やっぱり、ハリネズミですよ！（一同笑）

ハヤト：やっぱりそれか（笑）。

プリム：ほら、前回のシナリオでハリネズミの置物を手に入れたし！

ジェイス：ああっ、あれか！（一同笑）

ハヤト：あの、パーツを集めて完成させるヤツね。

ＧＭ：じゃあ、新しく取得するギルドサポートは《ギルドシンボル》ということでＯＫ？

プリム：はいっ！

ＧＭ：じゃあ、これでプリプレイは終了。さっそくオープニングフェイズへと移うつろう！







ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆回想──黒い影かげ




　プリミラは夢ゆめを見ていた。

　それは懐なつかしく、つらい記き憶おくの回想──。

　それは冒ぼう険けん者しやを諦あきらめるきっかけとなった事じ件けん──。

　崖がけから落ちて大おお怪け我がを負った時のことを、彼かの女じよは夢の中で追体験していた。




ＧＭ：それでは、オープニングフェイズを始めよう。シーンの演えん出しゆつをする前に、軽く前回までのおさらいをしておこう。

プリム＆キュリア：おさらーい（笑）。

ＧＭ：前回、キミたちはふたつめの〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟──〝銀の籠こ手て〟アガートラームを手に入れるために、クラン＝ベルで行なわれた冒険者競きよう技ぎ大会に参加した。

キュリア：そこでいろんなギルドの方々と競技をしたり、エキシビジョンマッチでルードさんと戦ったりしましたね。

プリム：そのあと、お姉ちゃんが使ってた秘ひ密みつの倉庫に行きました。

ＧＭ：そう。そこでキミたちは、アガートラームを手に入れたのだが、そこにゾハール教きよう団だんのオルタネイトが襲しゆう撃げきを仕し掛かけてきた。

ジェイス：うむ。撃げき退たいしてやったがな！

ＧＭ：しかし、敗北したオルタネイトは〝薔薇の巫女みこ〟がふたり以上覚かく醒せいしていた場合、神しん竜りゆうゾハールの呪のろいによって一年で巫女が死ぬことと、その巫女のひとりがシェフィルであることを告げて自決する。そして暗い気持ちのまま、キミたちはグランフェルデンへ帰き還かん。前回から数日が過すぎたところから、今回のシナリオは始まる。

ジェイス：時間はあまり経たってないんだな。

プリム：セシリー、大だい丈じよう夫ぶでしょうか。数日とはいえ離はなれてましたし、心配です。

ＧＭ：今のところは大丈夫だが、あまり芳かんばしくない。意い識しきを失ったり、戻もどったりを繰くり返かえしながら、徐じよ々じよに衰すい弱じやくしていく、といった感じだ。とゆーところで、最初のシーンのシーンプレイヤーはプリムだ。さきほども言ったとおり、場所はグランフェルデンで、クラン＝ベルから戻もどってから数日後。セシリーの看かん病びようで疲つかれてしまったのか、そのままセシリーのベッドの横でキミは眠ねむってしまう。

プリム：……セシリー。

ＧＭ：そして、その眠ねむりの中で、キミは過か去この出来事を夢で見ることになる。

プリム：過去の出来事？　あ、怪我した時のことですね。

ＧＭ：そのとおり。まだ母親が生きていて、冒険者を目指して訓練していた頃ころのことだ。キミは姉のアメリアと一いつ緒しよに登とう攀はんの訓練をしている。ちなみに妹のセシリーはまだ幼おさなく、訓練に参加しないで見学している。……あ、何なん歳さいくらいのことにしましょう？（笑）

プリム：えっと、今一五歳さいだから五年くらい前にします。

ＧＭ：了りよう解かい。では、ごつごつとした岩だらけの崖を、キミはロープを使って登っている。崖の下には「プリムお姉ちゃん、がんばれー！」とまだ七歳さいくらいのセシリーが、ぶんぶんと手を振ふりながら応おう援えんしている。

プリム：うん、お姉ちゃんがんばる！　セシリーに向かって手を振り返します。

ＧＭ：姉が手を振り返してくれたのがうれしかったのか、セシリーは手をさらに大きく振る。そんな妹の様子を微笑ほほえましく思いながら、さらに崖を登ろうとした時、足場の岩が何の前まえ触ぶれもなくガラっと崩くずれる！

プリム：ひゃっ！　ロープをぎゅっと握ります！

ＧＭ：だが、ロープを握にぎっていた手もすべり、キミはそのまま体たい勢せいを崩して落下する。頼たよりない浮ふ遊ゆう感を覚えたかと思った瞬しゆん間かん、とてつもない衝しよう撃げきを背せ中なかに受ける。身体の内側から掻かき乱みだされるような感覚がキミを襲おそう。

プリム：わわっ！　なんとか立ち上がろうとしますけど……。

ＧＭ：（首を振る）だが、まるで力は入らず、身体も動かない。視し界かいには自分の流した血で赤く染そまっていく地面と、泣きながら駆かけ寄よってくるセシリーの姿すがた。

プリム：セ、セシリー……。

ＧＭ：「プリムお姉ちゃん、だいじょうぶっ!?」動かないプリムにすがりついて、セシリーは必死に呼よびかける。

プリム：安心させてあげたいけど、動けないんですよね？

ＧＭ：まったく動かすことができない。事じ故こに気づいた母親とアメリアが、崖から降おりるために慌あわてて反対側の斜しや面めんへと向かう様子も見えるが、その間にも意識は遠のいていく。

プリム：その状じよう況きようだとしゃべるのも難むずかしいですよ。薄うすれていく意識の中で、みんなに謝あやまってます。ごめん、お母さん。お姉ちゃん、セシリー……あたしは──。




　朦もう朧ろうとする意識の中、いくつもの記憶が脳のう裏りに浮うかび上あがっては消えていく。

　あたしは死ぬんだ───走馬灯を眺ながめるプリムは、自分の死をぼんやりと意識した。




ＧＭ：そんな状じよう態たいの中、プリムは人ひと影かげが近ちか寄よってくるのをうっすらと感じる。

プリム：誰だれですか？

ＧＭ：足元しか見えないので、誰だれかは分からない。ただ、声から男だということは判はん別べつできる。彼かれは優やさしい声こわ音ねで「お姉さんを助けたいかい？」と、セシリーに話しかける。

プリム：あのー、嫌いやな予感がするんですけど……。セシリー、答えちゃだめっ！

ＧＭ：しかし、キミのその叫さけびは声にならない。謎なぞの男は、先ほどよりも強い口調で再さい度どセシリーに語りかけます。「お姉ちゃんを助けたいかい？」

プリム：すると？

ＧＭ：「うん」大きくうなずくセシリー。ゆっくりとセシリーの左手に手を伸のばす謎の男──。

プリム：セシリー！　もう一度セシリーの名前を呼よびます！

ＧＭ：今度は先ほどとは違ちがい、声を発することができる。

プリム：（大声で）セシリー、だめーっ！

ＧＭ：はい！　とゆーところでプリムは夢から目覚める。と、目の前には心配そうなセシリーの顔。どうやらプリムの叫さけび声ごえで目を覚ましたらしい。

プリム：わわっ、跳はね起おきます！　ご、ごめん、セシリー！

ＧＭ：「ううん、気にしないで。それよりもプリムお姉ちゃんこそ大丈夫？　なんだか、ひどくうなされていたみたいだけど……」

プリム：だ、大丈夫、大丈夫。何でもないから。自分が死にかけた時の夢とか、変に心配させそうだから、内ない緒しよにしておきます。

ＧＭ：「本当に？　なんかすごく疲れてるみたいだし、私わたしのために無理とか──」

プリム：無理とかしてないよ！　それよりもセシリーこそ大丈夫なの？

ＧＭ：「うん、私は大丈夫だよ」そう言って弱々しい笑顔を浮うかべるセシリー。

ジェイス：明らかに無理してるな、これ。

キュリア：プリムちゃんのことを気き遣づかっているんですよ。

プリム：つらいだろうけど、もうちょっと我が慢まんしてね。今、いろいろ調べてるんだけど、元気にする方法が見つかりそうなの！　いろんな人が手伝ってくれてるし！

ＧＭ：「ごめんなさい、プリムお姉ちゃん」嬉うれしさと申しわけなさが入いり混まじった、複ふく雑ざつな表ひよう情じようのセシリー。

プリム：ごめんなさいじゃないでしょ。だって、姉妹なんだから。ほら、それよりもゆっくりと身体を休めて、早く元気出して！

ＧＭ：「うん。ありがとう、プリムお姉ちゃん」




　照れくさそうにお礼を言うと、セシリーはゆっくりと目を閉とじ、静かに眠りにつく。

　そんな妹の様子を、プリムはじっと見守っていた。







◆Opening02◆新たな指令




　ネオ・ダイナストカバル、グランフェルデン支し部ぶ。

　怪かい人じんハサミカメレオン＝ハヤト・シザースは、さらなる強さを求めて、特訓に没ぼつ頭とうする。

　ゾハール教団の動きが活発化してきている中、大だい首しゆ領りようの期待に応こたえるには、さらなるレベルアップが必要なのだ。そう、すべては偉い大だいなる大首領のために！




ＧＭ：では、次はハヤトのオープニング。場所はネオ・ダイナストカバルのグランフェルデン支部となる。ファウスタ教きよう授じゆに呼よび出だされたキミは、いつもの鷲わしの石せき像ぞうが置かれている薄うす暗ぐらい部屋にやってきた。
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ハヤト：おう。ちなみにオレは特訓をしてる。音を超こえた速さで反はん復ぷく横よこ跳とびだ！

ジェイス：ソニックブームで周りが木こっ端ぱ微み塵じんになるわ！（笑）

プリム：す、すごい！

ハヤト：うおぉおおお！　もっと早く！　音速を超えて光速へ！　み、見えた!!　これぞニンジャの奥おう義ぎ、分身の術じゆつ！　こうしてオレは《イメージボディ》を会得したのだ（笑）。

ＧＭ：……。

ハヤト：あ、ファウスタ姉ちゃん。オレのことは気にしないで、話を進めてくれよ。

ＧＭ：「姉ちゃん？　いつも言ってるでしょ。私のことは教授と呼びなさい！」ファウスタ教授は、ビシッと指し揮き棒ぼうを突つき出だして言う。

ジェイス：そこには反はん応のうするんだ（笑）。

ハヤト：おっと、いっけね。ファウスタ教授、それでオレに何か用ですか？（一同笑）

ＧＭ：「ええ。あなたに大首領から新たな指令が届とどいています。訓練は一いつ旦たん終しゆう了りよう。静せい粛しゆくに聞くように！」そう言うと、鷲の石像の目がぴかーんと光る。

ハヤト：おお、大首領の指令か！　さすがこれは訓練しながらは聞けないな。反復横跳びをやめて、直立不動の姿し勢せいを取るぞ。

ＧＭ：ハヤトが動きを止めてしばらくしたのち、再ふたたび鷲の石像の目が光る。そして威い厳げんのある低く渋しぶい声が聞こえてくる。『ハサミカメレオンよ、前回の報ほう告こくは受け取った。よく働いてくれているようだな』

ハヤト：はい！　あ、そうだ。大首領、ネオ・ダイナストカバル印つきダイスポーチの発売、おめでとうございます！

キュリア：ダイスポーチ？

ハヤト：Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．二〇周年記念のグッズとして、ネオ・ダイナストカバル印のダイスポーチを作ったんで、ネタにしてみた（笑）。

ＧＭ：ちなみに実物はこちらに（ダイスポーチを見せる）。

プリム：おおー、本当にダイナストカバルのマークが入ってますね！




　ネオ・ダイナストカバル印のダイスポーチは、物ぶつ販ぱんスペースのあるＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．主催のイベントなどで取とり扱あつかっているので、興きよう味みがある方は、機会があれば手に取っていただきたい（売り切れの際はご了承くださいませ）。




ジェイス：『このダイスポーチの収しゆう入にゆうの売り上げで、我わがネオ・ダイナストカバルは再び資し金きんが潤じゆん沢たくになった』と、大首領もきっとご満まん悦えつだな。

ハヤト：本当かよ（笑）。

ＧＭ：真実は大首領のみが知るということで（笑）。『さて、ハサミカメレオンよ、前回はよくやった。これで五つの〝薔薇の武具〟のうち、三つまでが明らかになった。残るはふたつ──カフヴァールとマビノギオンである』

ハヤト：ちなみに、それらがどこにあるかは分かってたりしないんすか？

ＧＭ：『残念ながらどちらの所しよ在ざいも不明だ。ゾハール教団の動きが活発化している今、残るふたつの〝薔薇の武具〟の探たん索さくを急がねばならぬのだが、ままならぬものよ』

ジェイス：カフヴァールは四〇日後に、シェフィルたちが見つけるからなぁ。

ハヤト：プレイヤーは知っている。でも、今のオレたちには知るよしもないことだぜ。

ＧＭ：大首領は神しん妙みような声音で話を続けます。『嘆なげいていても状況は変わらぬ。ハサミカメレオンよ、カフヴァールとマビノギオンの情じよう報ほうを集め、一いつ刻こくも早く回かい収しゆうするのだ』

ハヤト：それ以外には命令ねえっすか？

ＧＭ：『現げん状じようない』

ハヤト：分かりました。じゃあ、プリム姉ちゃんのところに行ってきまーす。何か分かったら連れん絡らくするってことで！

ＧＭ：『待つのだ、ハサミカメレオン。出発前に、前回の活かつ躍やくの褒ほう賞しようを授さずけておこう』大首領が言うと、ファウスタ教授が俊しゆん足そくのブーツと歪ゆがみの衣を渡わたしてくれます。

ハヤト：新しん装そう備びの演出か。ありがとうございます、大首領！　早速、俊足のブーツと歪みの衣を装そう着ちやく。そして、新しい技を覚えたオレは反復横跳びをしながら部屋を出て行く（笑）。

プリム：なんか、カニっぽいですね（笑）。

ハヤト：オレはハサミカメレオン。実じつ際さい、半分カニだからな！（一同笑）

ＧＭ：それでは、ハヤトがジグザグに高速で動きながら支部を後にしたところで、シーンを終了しよう。







◆Opening03◆お金と神官




　グランフェルデン大だい神しん殿でんに用意された応おう接せつ室しつのひとつに、ジェイスはやってきていた。改めて依い頼らいしたいことがあると連絡があったからだ。

　いったいどのような仕事を持ってきたのか。ジェイスは不安半分、新たな儲もうけ口ぐちへの期待半分でギルバートと対たい峙じした。




ＧＭ：次はジェイスのシーン。場所はグランフェルデン大神殿の一室で、ギルバートと話をしているところだ。
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ジェイス：いい人なんか悪い人なんだか分からないギルバートさんか。

ハヤト：いやいや、前回でいい人だって分かったじゃん。

ジェイス：そういえばそうだった。すまん、すまん、お前はいい人だということが分かったよ（一同笑）。

ＧＭ：またずいぶんと投げやりだな。するとギルバートはため息をつく。「ジェイスさん、私を疑うたがっていたんですか？　まあ、誤ご解かいが解とけたようですからいいですけど……」

ジェイス：だが、いい人すぎるとやはり疑わしく見えてくるのだ！

ＧＭ：「じゃあ、どうすればいいんですか？」呆あきれたように言うギルバート。

ジェイス：まぁ、少なくとも私に害をなさなければそれでいい。

ＧＭ：「そんなことしませんって。それより、先日の競技大会はありがとうございました。おかげで大会も大変盛もり上あがり、ルードの中の人も喜んでました」

ジェイス：さらりとメタなことを（笑）。しかし、まさかこちらが負けるとはな。勝つ気満々でいたのに……。ハヤトめ、私が緻ち密みつに計算した期き待たい値ちを裏うら切ぎりおって（一同笑）。

ＧＭ：「それが戦いというもの。実力、運──その両方を伴ともなってこそ、一流の冒険者というわけです」

ジェイス：だが、次は絶ぜつ対たいに負けん！

ＧＭ：「ともかくジェイスさんとルードさんのおかげで競技大会は大成功でした。改めてお礼を言わせてください。ありがとうございました」ギルバートは深々と頭を下げる。

ジェイス：おお、つまりアレか。その盛り上がりの礼として何か私にくれるんだな？

ＧＭ：「はい？」

ジェイス：え？　お礼をしにきたんじゃないのか？

ＧＭ：「いや報ほう酬しゆうはすでに、みなさんの装そう備びに化けていますが……」

ジェイス：……。

ＧＭ：「…………」

ジェイス：………………あー、こほん。お礼の件けんはまぁいい。それよりも話を先に進めようじゃないか。

ハヤト：ごまかしたな。

ＧＭ：とゆーか、真面目に言ってたのか（笑）。

ジェイス：うん。そういえば、ガードローブとか買ってたわ。すっかり忘わすれてた。

ＧＭ：忘れるの、早すぎるだろ！（一同笑）

ジェイス：それで今日はどんな用よう件けんだ？　まさか、競技大会の礼を言うためだけにきたわけではあるまい。

ＧＭ：「ええ。先日のアガートラーム探たん索さくの際さいに、ゾハール教団が〝薔薇の武具〟を狙ねらって動いていることが判はん明めいしましたよね。そこでジェイスさんを見み込こんで頼たのみがありまして」

ジェイス：いくら出す？

ＧＭ：「またお金ですか」

ジェイス：他に何があるんだ。人生はお金だぞ。それに私は神官だが、冒険者でもある。依頼に対して報酬を要求するのは正当な権けん利りだろう。

ＧＭ：「いやまぁ、そう言われると確たしかにそうなんですけどね」

ジェイス：そうだろう。プリミラくんもレベルが上がってきたし、うちのギルドには〝薔薇の武具〟がふたつもある。我われらがヘッジホッグを雇やとうのはちょっとお高いぞ。

プリム：お金をお願いします！（一同笑）

ジェイス：うむ、私には分かるぞ。この場にいないギルドマスターのプリミラくんも報酬を欲ほしがっているとな。

ＧＭ：プリムがすっかりジェイスに感化されてしまった（笑）。「分かりました。報酬は神しん聖せい騎き士し団だんの予算から、なんとかひねり出しますので、よろしくお願いします」

ジェイス：おお、言ってみるものだな。ぱあーと笑顔になる。

プリム：やりましたねっ！（笑）

ジェイス：では、依頼の内ない容ようを聞かせてもらおうか。

ＧＭ：「はい。お願いしたいのは、プリミラさんの護ご衛えいです」

ジェイス：ん？　それは今までと変わらないではないか？

ＧＭ：そんなことはない。前までの主な依頼内容は〝薔薇の武具〟の探索。今回はそれに追加して、ちゃんとプリムの護衛をお願いしているから。

ジェイス：なるほど。

ＧＭ：「プリミラさんが〝白き薔薇の巫女〟であることを、敵てきはすでに掴つかんでいます。そして〝薔薇の武具〟を求めるゾハール教団にとって、彼女の価か値ちは計り知れません」

ジェイス：確かに彼女は重要人物だ。神殿にとっても、敵にとっても。ゆえに、他の何を捨すててもプリミラくんを守れ、ということか。

ＧＭ：「そのとおりです。プリミラさんの護衛、引き受けていただけますか？」

ジェイス：言われるまでもなかろう。彼女は絶対に守ると約束しようではないか。

ＧＭ：「ありがとうございます」再び頭を下げるギルバート。

ジェイス：しかし、プリミラくんが〝白き薔薇の巫女〟であることは、内ない密みつにしていたはずなのだがな。どこから情報が漏もれたのか……。

ＧＭ：「現げん在ざい調ちよう査さ中です。前回のアガートラーム探索の際の敵の動きを確かく認にんしたところ、グランフェルデン出立の時点から、みなさんを追つい跡せきしてたようなんですよ」

ジェイス：思いっきり敵に動きが筒つつ抜ぬけになってるじゃないか。

キュリア：そういえば、誰かに見られたりとか、変な動きがちょこちょこありましたね。

ジェイス：やれやれ、プリミラくんは厄やつ介かいな状況に置かれてしまったようだな。

ＧＭ：「プリミラさんだけではありません。〝黒き薔薇の巫女〟であるシェフィルさんも狙ねらわれているようです。彼女は現在ディアスロンドに向かっているとのことですが、向こうには優ゆう秀しゆうな冒険者が同行していますし、大丈夫だとは思いますが」

ジェイス：シェフィルたちの方がレベル高いし、その分、装備とかもいいしな。馬まで買ってるぞ、あいつら（笑）。

プリム：馬ですか？

ＧＭ：乗物のアイテムですね。普ふ通つうの乗用馬だと五〇〇Ｇ、名馬が二〇〇〇Ｇです。

ジェイス：だが、我われ々われにはそんなものを買えるほど金が余ってない（笑）。

ハヤト：でも、オレたちにはタコがいるぞ！

キュリア：おっ！　ついにターチュの出番ですか？　ふっふっふ、ついにこの可か愛わいさが理り解かいしてもらえたようですね（一同笑）。

ジェイス：って、話が盛せい大だいにずれとる（笑）。まぁ、改めて依頼されずとも、プリミラくんを守る心づもりではあった。護衛の依頼は引き受けよう。彼女のことは任まかせておきたまえ。

ＧＭ：「よろしくお願いします」仕事を受けてもらえたので、ギルバートはほっとした顔になる。

ジェイス：その代わりというわけでもないが、こちらからもひとつ頼みがある。どうも我々の動向を監かん視ししている輩やからがいるようでな。神殿の情じよう報ほう網もうを使って調べてもらいたい。

ＧＭ：「分かりました。そちらの方は私の方でちょっと当たってみましょう。何か分かったらすぐご連絡差し上げます」

ジェイス：頼たのむ。

ＧＭ：「では、今後ともプリミラさんと〝薔薇の武具〟のことをよろしくお願いします」と、ギルバートから依頼を受けたところで、シーン終了となる。







◆Opening04◆薔薇の武具の在あり処か




　グランフェルデン大神殿。ソーンダイク神官長の執しつ務む室しつ。

　アガートラーム探索の報告のため、キュリアはソーンダイクの許もとを訪たずねていた。

　本来、ギルドマスターの仕事だ。しかし、セシリーと過すごす時間を少しでも多くプリムに与あたえたいキュリアは、彼女たちに気を遣つかって代行を請うけ負おったのであった。
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ＧＭ：オープニングの最後は、キュリアのシーンとなる。場所はグランフェルデン大神殿の神官長の執務室。ソーンダイク神官長が神竜ゾハールについて分かったことを教えてくれるシーンだ。

キュリア：それで、神官長。何か分かったんですか？

ＧＭ：「はい。しかし、その前に〝薔薇の巫女〟と〝薔薇の武具〟の秘密についてお話しいたします」

キュリア：秘密、ですか？

ＧＭ：ソーンダイクは、キュリアの問いに大きくうなずく。「ただし、これからお話しすることは、神殿の機き密みつに属ぞくします。〝薔薇の巫女〟と関わりがあるがゆえ、特別にお教えするものです。くれぐれも他言無用に願います」

キュリア：はい。分かりました。

ＧＭ：「かつて、神の遣いたる偉い大だいな竜が、このエリンディルには存そん在ざいしていました。その名はゾハール──」




　人間はゾハールの世話役として、特とく殊しゆな力を持つ女じよ性せいたち──〝薔薇の巫女〟を捧ささげた。

　しかし、人間の守しゆ護ご者しやとなるはずだったこの神竜は、心を闇やみに堕おとし、みずからの欲よく望ぼうの許に世界の〝粛しゆく清せい〟を引き起こそうとしてしまう。

　だが、〝薔薇の巫女〟のひとりがそれに気づき、陰いん謀ぼうを阻そ止しせんと立ち上がった。

　その〝薔薇の巫女〟が、神竜ゾハールを討うつために、エルダナーンと魔族の力を借りて造つくりだしたのが〝薔薇の武具〟である。

　神竜討とう伐ばつは一度は失敗に終わったが、その志こころざしは残った。そして、八〇〇年後の現げん代だいにおいて、ついに神竜ゾハールは倒たおされたのである。




キュリア：神様の竜を倒たおす武具ですか……。〝薔薇の武具〟ってすごいものだったんですね。

ＧＭ：「ええ。ちなみに〝薔薇の武具〟の調査を進める中で、残りの〝薔薇の武具〟のありそうな場所を、いくつか洗あらい出すことができました」

キュリア：おお、すごいじゃないですか！

ＧＭ：「確かく定ていした情報ではないですが、闇やみ雲くもに探さがすよりはマシなはずです」そう言ってソーンダイクは、四年前まで〝薔薇の武具〟が封ふう印いんされていた場所を教えてくれる。

ハヤト：それってもしかして『ルージュ』に登場した遺い跡せきとか？

ＧＭ：正せい解かい。ひとつは神聖ヴァンスター帝国の遺跡、もうひとつはイジンデルという村だ。

ジェイス：かつてカラドボルグが封ふうじられていた遺跡と、マビノギオンの一冊さつを保ほ管かんしていた村だな。

ＧＭ：「ヴァンスターの遺跡とイジンデル村、どちらも〝薔薇の武具〟と縁えんあった場所です。散さん逸いつした〝薔薇の武具〟が再び戻ったとしても、不思議ではないでしょう」

キュリア：確かに！　これはどちらに行くべきか……。

ＧＭ：「ただ、イジンデルは〝霧きりの森〟の中にある隠かくれ里ざとで、村の周辺に迷まよいの結界が張はられていて、中に入ることは大変難しいとか」

キュリア：うーん……。とりあえず、どっちに行くかは、あとでみんなと相談してみます。

ＧＭ：「そうですね。それがいいと思います。私の方は、引き続き調査を続けますので、何か分かりましたら、ご連絡いたします」

キュリア：ありがとうございます。……と、調査で思い出しましたけど、そういえばアメリアさんについて、新しい情報とかはありますか？

ＧＭ：「アメリアさん本人かは分かりませんが、彼女に似にた女性の目もく撃げき情報が……」
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キュリア：おお！　それ、もうちょっとくわしく教えてください！ぐわっと身を乗り出して食いついちゃいます。

ＧＭ：「エリンディル北部で、アメリアさんと思わしき女性が目撃されています。彼女はフィルボルの女性と一緒に、人ひと捜さがしをしていたとか。ただ、その後、新たな目撃情報もなく、足取りは途と絶だえています」

キュリア：そうですか……。しょんぼりしますけど、生きてる可か能のう性せいが高まったから、少しホッとしてもいます。

ハヤト：っていうか、無事なら帰ってくればいいのにさ。病弱な妹をほったらかしだし、旅とかしてる場合じゃないって（笑）。

ジェイス：いやいや。きっと、彼女にもいろいろとあるんだろうさ（笑）。




　そのとおり。いろいろとあるのだ。くわしくは『ラヴィアンローズ』を参照だ！




キュリア：では、ゾハール教団のことは？

ＧＭ：ゾハール教団についても調査中。クラン＝ベルにあった支部はギルバートの指し揮きする神聖騎士団によって潰つぶされている。ただ重要な場所ではなかったようで、大した情報は得られなかったようだ。

キュリア：活動拠きよ点てんのひとつ程てい度どだったってことですか。

ＧＭ：だね。あと、分かっている範はん囲いだと、ブリギットという村がゾハール教団に襲おそわれたという情報が入ってきている。

キュリア：それって『シュヴァルツ』一巻かんの話ですよね？　キュリアにはくわしい話は分からないですから、その事件って、シェフィルさんが旅に出たのと関係あるのかなぁ、とか思っちゃいますよね。

ＧＭ：では、考かんがえ込こみ始めたキュリアに、ソーンダイクが怪け訝げんそうに問とい掛かける。「急に黙だまり込こんで、どうかしましたか？」

キュリア：あ、いや、何でもないです。シェフィルさんのことは気になりますけど、今はプリムちゃんとセシリーちゃんを助けることに集中しないと！　神竜の呪いについては何か新しい情報が出てたりはしないんですよね。

ＧＭ：そちらも調査中。ソーンダイクからの現状報告については以上だ。

キュリア：了解です。とりあえず、アメリアさんのことはプリムちゃんに伝えないとですね。今後のことも相談したいですし、みんなのところに行きましょう。

ＧＭ：了解。とゆーところでオープニングフェイズは終了！　ミドルフェイズに移うつろう！







ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆手掛かりを求めて




　セシリーの部屋を出たプリムは、その足で神しん殿でんがヘッジホッグのために用意してくれた部屋へと向かった。オルタネイトに襲しゆう撃げきされたことを知ったソーンダイク神官長が、手配してくれたのだ。

　軽くノックし、扉とびらを開けたプリムを出で迎むかえてくれたのは、心配顔の仲間たちだった。




ＧＭ：ここからミドルフェイズとなる。最初は、みんなで集まって、今後について相談するシーンということで。場所は神殿の一室だ。

キュリア：じゃあ、まずはセシリーさんの容よう態だいについて聞きますけど……。

プリム：あんまりよくないです。どんどん衰すい弱じやくしているみたいだし、早く〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟を見つけ出さないと……。

ハヤト：残りはふたつだよね。でも、今回はネオ・ダイナストカバルからの情じよう報ほうはなし。ごめんな、プリム姉ちゃん。

プリム：ううん。ありがとう、ハヤトくん。

キュリア：あ、そのことでしたら、さっきソーンダイクさんから新しい情報を聞きました。神しん聖せいヴァンスター帝てい国こくの遺い跡せきか、イジンデルという村に〝薔薇の武具〟があるかもしれないそうです。

ジェイス：ほほう。

プリム：本当ですかっ!?

ＧＭ：ちなみに、イジンデル村はネオ・ダイナストカバルの拠きよ点てんのひとつなので、ハヤトは聞いたことがある。

ハヤト：『ルージュ』に出てきた村だよね。イジンデル村なら知ってるぞ。そこ、ネオ・ダイナストカバルの村だよ。

プリム：ネオ・ダイナストカバルの村？

ハヤト：あぁ、ネオ・ダイナストカバルの協力者たちが住んでいる村だ。

キュリア：じゃあ、ハヤトくんならイジンデル村に入ることができます？　聞いた話によると、村の周囲には結界が張はられていて中に入れないらしいんです。

ハヤト：うーん、どうだろ。ＧＭ、大だい首しゆ領りようにお願いして、イジンデル村に入れてもらうことってできるかな。

ＧＭ：大首領に頼たのむのなら可か能のうだ。

ジェイス：そういうことなら、問題なく行けそうだな。となると、ヴァンスターの遺跡に行くか、イジンデル村へ行くかだな。手分けして行くという方法もあるが……。

ハヤト：ゾハール教きよう団だんのことを考えると、みんな一いつ緒しよに行動した方がよさそうだね。

ジェイス：だな。では、先にどっちに行くかだ。

キュリア：わたしはイジンデル村がいいと思います。遺跡より村の方が危き険けんが少ない気がしますし。

プリム：確たしかにイジンデル村の方が平和な感じがしますね。

ハヤト：オレはそれでいいよ。

ジェイス：異い議ぎはない。ヴァンスターには特にツテもないしな。

ＧＭ：いや、ヴァンスターにはジェイスの知り合いがいる。

ジェイス：え？　誰だれ？

ＧＭ：しゃなりしゃなりと音を立てて歩く怪かい生せい物ぶつ（笑）。

ハヤト：ああっ、バニィか！




〝マーチ〟バニィ

『セカンドウィンド』シリーズに登場したＰＣのひとり。プレイヤーは田中信二なかた・しんじ。

　神聖ヴァンスター帝国の情じよう報ほう部ぶ一三班はんに所しよ属ぞくしていたことのある兎うさぎ耳みみの錬れん金きん術じゆつ士し。歩くとしゃなりしゃなりと音がしたり、攻こう撃げきする際さいに独どく特とくなセンスの必ひつ殺さつ技わざ名を口にしたりと、珍ちん妙みような言動をする人物である。
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ジェイス：そういえば『セカンドウィンド』シリーズが終わった後、ヴァンスターに戻もどったんだったな。

ＧＭ：うん。現げん在ざいはヴァンスターで冒ぼう険けん者しやをしていると、ジェイスは連れん絡らくを受けている。

ジェイス：なるほど。みんな、すっかり忘わすれていたが、ヴァンスターに知人がいるぞ。連絡が取れれば、協力してもらえると思う。

ハヤト：じゃあ、距きよ離り的てきに近い方から行くとか？

ＧＭ：どっちもあまり変わらないかな。ヴァンスターの方が遠く見えるけど、今回は神殿からの重要な依い頼らいなので、転送サービスをただで使わせてもらえるので。




転送サービス

　大だい規き模ぼな街や神殿に設せつ置ちされている、転送用の魔ま法ほう陣じん。ただし、転送先にも魔法陣が必要なため、決まった場所にしか転送できない。




ハヤト：それは楽ちん（笑）。

ＧＭ：ただし、一回の転送でヴァンスターまで行けるわけじゃないから、それなりに時間は掛かかる。それでも歩いていくよりは全然早い。

ジェイス：どちらもツテはあって、移い動どうの手間も変わらずか……。ならば、ここはギルドマスターに決めてもらおうか。プリミラくん、どっちに行きたい？

プリム：イジンデル村にしましょう！　まずは危険の多そうな遺跡じゃなくて、平和そうな村がいいです（笑）。
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（〝遺跡の街〟ライン」に戻る＊）

ジェイス：だそうだ。みんなもそれでいいかな？

キュリア：はい。あたしもイジンデル村の方がいいかなと思ってましたから。

ハヤト：オッケー。というわけで、早速、大首領に話をしてみよう。懐ふところから携けい帯たい大首領を出してスイッチオン。大首領様、お話ししたいことがあります。

ＧＭ：そうすると、ぴこーんと像ぞうの目が光り、大首領の渋しぶい声が聞こえてくる。『よかろう。ハサミカメレオン、話すがよい』

ハヤト：残りの〝薔薇の武具〟が、イジンデル村にあるかもしれないって情報が手に入ったんですよ。だけど、あの村って結界に守られてるから、簡かん単たんには入れないじゃないですか。

ＧＭ：『なるほど。つまり、私わたしにイジンデル村との繋つなぎを頼たのみたいということだな』

ハヤト：そのとおりです、大首領！　あの村ってうちと協力関係にあるじゃないですか。大首領なら何とかできますよね？

ＧＭ：『無む論ろんだ』大首領は力強く答えると、〝霧きりの森〟が晴れて結界を通れる時じ刻こくを教えてくれる。『それと、イジンデル村に迎むかえの者を出すよう連絡しておこう。安心して〝霧の森〟へ向かうがよい』

ハヤト：さすが大首領！　超ちよう人にん気き。憎にくいね、色男！

ＧＭ：『いや、それほどでもない』とやはり渋い声で（一同笑）。

ハヤト：それでは、ハサミカメレオン、イジンデル村へ向かいます！　びしっと敬けい礼れいするぜ。

ＧＭ：『うむ。行くがいい、ハサミカメレオンよ！』その言葉を最後に、携帯大首領は沈ちん黙もくする。

ハヤト：そいじゃ、いそいそと携帯大首領をしまいつつ。というわけで、イジンデルの結界問題は解かい決けつしたぜ。さっそく行こうぜ、みんな！

一同：おー！

ＧＭ：では、君たちがイジンデル村のある〝霧の森〟を目指して動き始めたところで、シーンを終しゆう了りようしよう。







◆Middle02◆霧きりに隠かくされた村




　パリス同どう盟めいの北に広がる〝霧の森〟の南なん端たん。

　一いつ寸すん先さきも見通せぬ霧の中で、プリムたちは時を待っていた。

　ネオ・ダイナストカバルの大首領から得た情報が正しければ、もうじき霧が晴れ、イジンデル村への道が開かれるはずなのだが……。




ＧＭ：グランフェルデンを出発し、キミたちは無事に〝霧の森〟へと到とう着ちやくした。目の前には鬱うつ蒼そうとした森が広がっているはずだが、辺りはミルクのような真っ白な霧に覆おおわれ、よく見えない。数メートル離はなれたら、もう見えないほど濃こい霧だ。

ハヤト：き、霧で何にも見えねー！

プリム：ジェイスさーん、どこですかーっ!?

ジェイス：ここだここ！　むにゅ（何かを踏ふんだらしい）。

プリム：ん、何の音ですか？

ジェイス：うむ、どうやらタコを踏んだようだ。

キュリア：タ、ターチュ───っ!?（一同笑）

ジェイス：いや、すまん、すまん（笑）。

キュリア：ジェ、ジェイスさん、なんてことを……。ターチュ、反はん撃げき！

ＧＭ：びしっ！　ジェイスに踏まれたまま、ターチュは敬礼をする。

ジェイス：ん？

ＧＭ：そして、大きく息を吸すい込こむと、ジェイスの顔目め掛がけて墨すみを噴ふん射しや！

ジェイス：な、なんだとっ！

ＧＭ：ぶしゅ───────！

ジェイス：うわっ！　な、何をする!!　このタコッ!?（一同笑）

ハヤト：もう、何をやってるんだよ、ジェイスさん。




　まったくだ。




キュリア：でも、本当にすごい霧ですね。ちゃんと晴れるんですか？

ハヤト：大首領がウソつくはずないじゃないか。もうすぐ時間だ。見てなって、霧がズバッと晴れるからさ。

ＧＭ：とまぁ、ワイワイと話しながら待つこと数分。大首領から連絡のあった時刻になると、まるで波が引くように、周囲を覆おおっていた霧が晴れていく。

プリム：おおぉ！

ＧＭ：ゆっくりと視し界かいが開けていくと共に、深緑の森がその姿すがたを現あらわす。と、木々に挟はさまれた細い道の向こうから聞きき慣なれない音が聞こえてくる。

一同：聞き慣れない音？

ＧＭ：ぴょこん、ぴょこん、ぴょこん。その何かが跳はねる音は段だん々だんと近づいてくる。

ジェイス：カエルか？

プリム：ウサギさん？

キュリア：分かりました、バッタです！




　いや、それはないだろ。




ＧＭ：森の陰かげから現あらわれた音の主──その正体はカンガルーだ。

プリム：カンガルー!?

キュリア：え？　ええ？

ＧＭ：正せい確かくに言うと、ボクシンググローブをはめたカンガルーだ。お腹なかの袋ふくろには、同じくボクサースタイルの子こ供どもが入っている。

ジェイス：ああ！　こいつ、ノエルたちがマビノギオンの試練で戦ったやつか！

ＧＭ：そのとおり。カンガルーはつぶらな瞳ひとみで君たちを見ると、やたら低く渋い声でこう言う。「お前たちが、ネオ・ダイナストカバルの大首領が言っていた客人か」

プリム：カンガルーが喋しやべったー！

キュリア：こちらも対たい抗こうしてターチュが「そのとおりだ」ってかっこよく言って、にやりと笑いますよ（一同笑）。

ハヤト：あ、ＧＭ。オレ、こいつと知り合いってことにしてもいいかな。怪かい人じんになった直後に、訓練をつけてもらったってことでさ。

ＧＭ：いいよ。じゃあ、カンガルーはハヤトを見て挨あい拶さつしよう。「ひさしぶりだな、ハサミカメレオン。いや、今はハヤト・シザースと名乗っているのだったな」

ハヤト：どっちでも好きな方で呼よんでくれていいよ。と言いつつ、お腹の子供とひさしぶりだなと握あく手しゆするぜ。
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キュリア：あれ、ハヤトさんのお知り合いですか？

ハヤト：ああ。昔、戦せん闘とう訓練をつけてもらったことがあるんだよ。

プリム：ハヤトさんの師し匠しようにあたる方なんですね。あたし、プリミラって言います。よろしくお願いしますね。

キュリア：キュリアです。

ジェイス：ジェイスだ。

ＧＭ：「ネオ・ダイナストカバル、イジンデル支し部ぶ長ちようのカンガ・ルーだ」

ジェイス：適てき当とうな名前だな、おい（笑）。

ＧＭ：「では、イジンデル村へ案内しよう。ついてこい」カンガ・ルーはぴょこんぴょこんと跳ちよう躍やくしながら、森の奥おくへと入っていく。

プリム：あたしたちも行きましょう！

ＧＭ：カンガ・ルーのあとをついていくと、やがて大きく開けた場所───イジンデル村に着く。住民の多くはエルダナーンで、村のあちこちに大首領を象かたどった像が一いつ杯ぱい置いてある。

ジェイス：なんと邪じや悪あくな村だ。

ハヤト：なに言ってんだよ、いい村じゃんか。オレたちネオ・ダイナストカバルの故こ郷きようのひとつだぞ。

ＧＭ：この村でも怪人とか改造人間の製せい造ぞう、教育が行なわれているからね。

キュリア：もしかして、ハヤトくんもここの出身だったり？

ハヤト：いや、オレの生まれは別の場所さ。カンガ・ルー師匠に訓練つけてもらったのも、師匠がグランフェルデン支し部ぶに用事で来たついでのことだし。

ＧＭ：「それでは村長の家まで案内しよう。ついてこい」そう言って、カンガ・ルーはキミたちを先せん導どうして、村の中を進んでいく。

プリム：外はすごい霧でしたけど、村は大だい丈じよう夫ぶなんですか？

ＧＭ：濃い霧が立ちこめてるのは周辺の森だけで、村自体は普ふ通つうだね。歩きながら村の様子を眺ながめた印象は田舎いなかの小村って感じかな。子供たちが広場でかけっこしてたり、談笑する村人たちがいたりと、いたって平和だ。

キュリア：いい村ですね。

ＧＭ：ちなみに村人たちは、君たちに興きよう味み津しん々しんで、基き本ほん的てきに歓かん迎げいムードだよ。「外の人間が来るのは四年ぶりだ」「よくいらっしゃいました、ゆっくりしていってください」と村人たちが挨拶してくれたりするけど、ジェイスを見ると眉まゆをしかめる。

ジェイス：なんでだ？

ＧＭ：神官だからにきまってるだろ。しかも、この村は四年前に神殿の騎き士し団だんに襲撃されてるからね。

ジェイス：〝薔薇ばらの災さい厄やく〟で起きた事じ件けんか……。あれは痛いたましい事じ故こだった。神殿の一部が暴ぼう走そうしたと聞いている。だが、私は全然関係ないぞ。

ＧＭ：人間、そうそう割わり切きれるものじゃないってことだ。神官を見ると、どうしても警けい戒かいしてしまうと。

ジェイス：やれやれ、肩かた身みが狭せまいな。どれ、ぼうや、アメをあげよう。

ＧＭ：「神官のくれるもんなんかいらないやい！」と、子供はドンッとジェイスを蹴け飛とばすて、さささっと父親の背はい後ごに隠かくれてしまう。

ジェイス：……ここは邪悪な村だ、帰ろう（一同笑）。

ハヤト：まあまあ、ジェイスさん。イジンデル村のみんな、この人は神官だけど悪い人じゃない。過か去このことを忘わすれるのは難むずかしいかもしれないけど、仲よくしてあげてくれよ。

ＧＭ：「ネオ・ダイナストカバルの方がそう言うのであれば」ハヤトが間を取り持つと、村人たちの態たい度どが少し軟なん化かする。

ジェイス：おい待て。なんだこの差は。

ハヤト：イジンデル、いい村じゃん。オレ、もうここに住んじゃおうかなぁ～（笑）。

ジェイス：私の方はいたたまれんわ！（一同笑）

ＧＭ：とまぁ、そうこうしてるうちに、キミたちは村長の家に到着し、応おう接せつ間まに通される。やがてキミたちの前に現あらわれた人物だが、全身黒っぽいローブで身を包んでいて、顔はよく見えない。ただ、圧あつ倒とう的てきな存そん在ざい感かんがあり、イジンデル支部長のカンガ・ルーも敬けい意いを持って接せつしていることから、ただ者ではないことが分かる。

ハヤト：おお、なんかすごそうな人だな。

ＧＭ：「ようこそ、イジンデルへ。大首領より話は聞いている。儂わしはユージン。イジンデルの村長だ」そう言って、ユージンと名乗った彼かれは顔を覆おおっていたフードを取る。と、その奥から現われた顔は、ヒューリンやエルダナーンといった人間ではなかった。

プリム：人間じゃない？

ＧＭ：そう。イジンデル村の村長ユージンの正体は魔ま族ぞくだ。

プリム：わっ!?

キュリア：魔族!?　思わず、びくっとしちゃいます。

ＧＭ：「ふっ、前にきた客人も同じような反はん応のうだったよ。目の前にいる人物が魔族と知っては、致いたし方かたないとは思うがな」ユージンは微笑ほほえみながら言う。

キュリア：魔族だけど、悪い人じゃない？

ＧＭ：外見こそ人間とは異ことなるが、物もの腰ごしは穏おだやかで言葉も丁てい寧ねいだし、敵てき意いも感じられないね。

プリム：だ、大丈夫そうですね。

ジェイス：むう、しかし相手は魔族だ。さすがにすぐに警戒は解とけんぞ。

ＧＭ：「そこな神官、安心されよ。儂は人に危き害がいを加えるつもりはないゆえ」

ジェイス：そう願いたいものだな。

ＧＭ：「さて、お客人たちは〝薔薇の武具〟を求めているのだったか」

プリム：そうです！　ばーっとこちらの事じ情じようを説明しますよ。妹のセシリーがゾハールの呪のろいのせいで体調を崩くずしちゃったんです。

ハヤト：でも〝薔薇の武具〟があれば、その呪いを何とかできるかもしれないんだってさ。くわしくは『ヴァイス』の一～二巻かん参照だ（一同笑）。

ＧＭ：では、ユージンは懐から『ヴァイス』の一巻と二巻を取り出すと、いきなりものすごい速さでページをめくりながら、読み進める。

ジェイス：おいっ！

プリム：すごい！　速読ですね！

ジェイス：いや、つっこむところが違ちがうだろ。

ＧＭ：「なるほど。だいたいの事情は分かった」

ジェイス：お前も分かるなよ！

ＧＭ：「だが、残念ながら今この村に〝薔薇の武具〟はない」

ジェイス：ないのかよ！

ＧＭ：「いちいち、うるさい神官だな」（一同笑）

ジェイス：いや、ついつっこまずにはいられなくてな。しかし、こっちは外れか。

プリム：あの、何か情報とかないですか？　何でもいいので、〝薔薇の武具〟について知ってることがあれば、教えて欲しいんですけど。

ＧＭ：「……分かった。儂の知る範はん囲いでよければ、〝薔薇の武具〟についてお教えしよう」

プリム：やった！

ＧＭ：ユージンの話によると、〝薔薇の武具〟が完成したのは約八〇〇年前。このイジンデル村で、エルダナーン、魔族、そして薔薇の巫女みこが協力して、神しん竜りゆうゾハールを打うち倒たおすために鍛きたえ上あげたとのこと。その魔族のひとりがユージンだ。

ハヤト：へぇ、ユージンって、すごい人……ってか魔族だったんだな。

ＧＭ：「儂は大したことはしておらんよ。中心的な働きをしていたのは別の魔族だ」

プリム：ユージンさん以外にも、人間に協力してた魔族がいるんですか？

ＧＭ：「ああ。ショコラとビルターグという名の魔族だ」




ショコラ

『アリアンロッド・リプレイＥＸ　死者の花はな嫁よめ』に登場した魔族。

　二体のレライエという魔族をお供に、パリス同盟各地で陰いん謀ぼうを巡めぐらせている。気まぐれな性せい格かくで、人間に協力したり、害を為したり、その時の気分で行動がコロコロと変わる超ちよう迷めい惑わくな魔族である。
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ジェイス：ショコラという名は聞いたことがある。だが、もうひとりのビルターグという名は初耳だが。

ＧＭ：「ビルターグは契けい約やくを司る、武具の扱いにも長けた魔族だ。〝薔薇の武具〟を作る際に、なにやらショコラに頼たのみ込こんでおったようだが……」

ハヤト：ようだが？

ＧＭ：「儂も気になって何度かショコラに問いただしたが、『あとでのお楽しみ♪』とか誤ご魔ま化かされて、結局何も教えてくれなかった」

キュリア：〝薔薇の武具〟を利用して、何か企たくらんでいたとか？

ＧＭ：「うむ。その可か能のう性せいも考えていたが、ゾハールは討とう伐ばつされたし、儂がショコラにからかわれていただけかもしれん」

ジェイス：そうだといいがな。

プリム：ちなみにユージンさんは〝薔薇の武具〟が今どこにあるか、心当たりがあったりしませんか？

ＧＭ：「すまんが、儂は知らぬ。だが、守しゆ護ご者しやならば何か知っているかもしれん」

一同：守護者？

ＧＭ：〝薔薇の武具〟がその力を回復するために休眠する時には、基本的にそれを守護する存在がつく。妖よう精せいだったり、老ろう爺やだったりと決まった形はないけど、〝薔薇の武具〟を守り、相応ふさわしい担にない手てに託たくす、という役やく割わりは一いつ致ちしている。

プリム：あれ？　でも、アガートラームの時はそういうのいなかったですよね。

ハヤト：アガートラームは、アメリアさんがすでに確かく保ほしていたからじゃないかな。アメリアさんがもう守護者の試練とかを突とつ破ぱしてたんだよ。

ＧＭ：そのとおり。前回はアメリアが回かい収しゆうしたアガートラームを、旧きゆうヘッジホッグの倉庫から回収する──という変へん則そく的てきな形だったので、守護者は登場しなかった。

プリム：あ、そういうことですか。

キュリア：この村には守護者とかいないんですか？

ＧＭ：イジンデル村にあったマビノギオンには守護者が必要なかったんで。ユージンやカンガ・ルーが守ってたからね。そのため、マビノギオンが安置されていた洞どう窟くつに行っても、守護者やその残ざん滓しはない。

ジェイス：となると、やはりヴァンスターの遺跡に行く必要がありそうだな。

ハヤト：魔ま剣けんカラドボルグが隠されてた遺跡だっけか。

ジェイス：そうだ。現在分かっている〝薔薇の武具〟と縁えんある場所は、この村以外ではあそこしかないからな。

ＧＭ：〝薔薇の武具〟については以上だ。他に、ユージンに聞きたいことはあるかな？

プリム：他に聞きたいこと……。あ、そうだ。神竜の呪いについて知っていたら、教えて欲ほしいです。

キュリア：それは確かに気になりますね。

ＧＭ：「神竜の呪いか……。あれは痛ましい話であった」過去のことを思い起こしているのか、どこか遠くを見るような目になりながら、ユージンが言う。

ジェイス：ああ、そうか。ユージンは八〇〇年前も生きていたから、神竜の呪いや〝薔薇の巫女〟同士の争いについても、実じつ際さいに目にしているのだな。

ＧＭ：「かつて、ゾハールが己が欲望を満たそうとしていたことを察知した〝薔薇の巫女〟のひとりが、これを討うつために〝薔薇の武具〟を作った。だが、それは事前に神竜の知るところとなり、倒たおすことができなかったのだ」

プリム：失敗しちゃったんですか……。

ＧＭ：「そして、ゾハールは、〝薔薇の巫女〟たちに一年後に死に到いたる呪いをかけた。呪いを解とく方法は、他の巫女を殺して唯ゆい一いつの生き残りとなること。その結果、巫女とその守しゆ護ご騎き士したちは殺し合うことになった。約八〇〇年前の出来事だ」

ジェイス：今、プリミラくんとセシリーくんを蝕むしばんでいるのも、その呪いというわけだな。

ハヤト：ゾハールって悪いやつなんだなぁ。

ジェイス：本来ならば、この地に平和と安あん寧ねいをもたらす存在だったのだがな。力ある者が驕おごり高たかぶって邪に堕おちる。人も竜も、業ごうの深さは変わらんということだ。

ＧＭ：ちなみにこの神竜の呪い、〝紅あかき薔薇の巫女〟にはかけられていない。ゾハールのお気に入りだったとも、反はん乱らんを起こした〝紅の巫女〟に、他の巫女たちが殺し合うところを見せるためとも言われているが、定かなことは分からない。

プリム：でも、ひとりだけ助かっても、それはそれで可か哀わい想そうですよね。他の巫女さんが死んでいく中、ひとり取り残されるなんて……。

ＧＭ：当時の〝紅き薔薇の巫女〟の心しん情じようは、相当に苦しいものだっただろう。ただ、結果的に〝紅き薔薇の巫女〟を残したことが、神竜の滅ほろびに繋つながるわけだが。

ジェイス：『ルージュ』の話だな。今こん代だいの〝紅き薔薇の巫女〟ノイエが神竜ゾハールを封ふう印いんして時間を稼かせぎ、その間に成長した彼かの女じよの娘むすめノエルが仲間と共に神竜を討うったんだ。

ＧＭ：そして、四年の歳さい月げつが過すぎ、今に繋つながる。神竜の呪いについて、ユージンが知っているのは、こんなところだね。

キュリア：あの、もうひとついいですか？　〝薔薇の武具〟って、ユージンさんが作ったんですよね。また新しく作れたりしませんか？

ＧＭ：「難しいな。今、この場にショコラもビルターグもいないからな。それに、かつて共に武具を作ったエルダナーンも大半は亡なくなっている。よしんば人手が集まり、製造に取りかかったとしても、完成までにはかなりの時間がかかるだろう」

ジェイス：完成しました。セシリー死んでるー！　みたいなことになりかねんと（一同笑）。

ハヤト：プリム姉ちゃんとセシリーさんを助けるために〝薔薇の武具〟を集めてるのに、それじゃあ本ほん末まつ転てん倒とうだ（笑）。

キュリア：うーん、残念です。じゃあ次は全然違う質しつ問もんで。あの、最初に前の客人って言ってましたけど、その方々について聞いてもよいですか？

ＧＭ：「今代〝薔薇の巫女〟ノイエの娘ノエルとその仲間たちだ。神官戦士クリス、元もと諜ちよう報ほう員いんのエイプリル。そして、ダイナストカバルの魔ま術じゆつ師しトラン」

ジェイス：〝薔薇の災さい厄やく〟を退しりぞけた英えい雄ゆうたちか。

ＧＭ：「うむ。彼らのうち、トランは我われ々われとも縁ある男だったが、この村を守るために、その命を落とした……」

プリム：あ、昔あったっていう神殿の騎士団との戦いですか。

ＧＭ：「そうだ。惜おしい男を亡くした。だが、おかげで今の我われらがある」

ハヤト：たったひとりで神殿の騎士団を足止めしたんだよな。ネオ・ダイナストカバルじゃ、伝説として語りぐさになってるぜ。

ＧＭ：「彼のことを覚えていてくれる人がいるのは嬉うれしいことだな」そういって、少し寂さびしそうにユージンは微笑ほほえむ。もう聞くことはないかな。

キュリア：あ、はい！　これだけ分かれば十分です。

ジェイス：となると、次に目指すはヴァンスターの神殿か。一度、グランフェルデンに戻もどり、そこから転送サービスを利用して、ひとまずヴァンスターの街を目指すとしよう。

プリム：ありがとうございました、ユージンさん。

ＧＭ：「いやいや、礼には及およばん。儂わしにはこれくらいしかできぬからな。だがせめて、おぬしらが無事に〝薔薇の武具〟を手に入れられるように祈いのろう」と、ユージンが言ったところで、シーンを終了しよう。







◆Middle03◆友人（？）との再さい会かい




　グランフェルデンへと戻り、急いでヴァンスターへ飛んだ、ヘッジホッグ一行。

　その転送先で彼らを待っていたのは、ヴァーナの美しい女じよ性せいであった。




ＧＭ：では次のシーン。とゆーわけで、キミたちはヴァンスター神殿に到着した。転送先の部屋ではひらひらのスカートを履はいたうさ耳の女性が出迎えてくれる。「おひさしぶりですわね、ジェイスさん」

ジェイス：ああ、ひさしぶりだ、バニィくん。みんな、紹しよう介かいしておこう。彼女はバニィ。私がヘッジホッグに入る前に所属していたギルドで、仲間だった人物だ。

キュリア：ふわー、美人さんですね～。

プリム：可か愛わいい、ウサギの人です！

ジェイス：中身はとても残念だがな（一同笑）。

ＧＭ：「残念だなんて、そんな誉ほめていただかなくても……」

ジェイス：誉めておらんわっ！（一同笑）　そんなことよりも、今は急いでいる。〝薔薇の武具〟が封印されていたという遺い跡せきについて、話を聞かせて欲しいのだが……。

ＧＭ：「えぇ、ソーンダイク神官長から聞いていますわ。問題の遺跡は、神聖ヴァンスター帝国の帝都から少し離はなれた場所にある山の麓ふもと。そこに広がる深い森の中にあります」

ジェイス：遺跡の内部情報は？

ＧＭ：「不明ですわ。第一三班はん時代のコネも使って探さぐってみたんですけど、資し料りようや記録の類が見つけられませんでした。申もうし訳わけありません」

ジェイス：ふっ、これぞまさに人にん情じよう紙かみ風ふう船せん！




　意味違くないか？




ＧＭ：「しかも、遺跡の入口は封印されていて、中に入ることができないようなんです」

プリム：中に入る方法はないんですか!?

ＧＭ：「ひとつだけありますわ。記録によれば、遺跡の扉は〝薔薇の刻こく印いん〟を持つ者が近づいた際に、自然に開いたとのことです」

キュリア：それなら、プリムちゃんがいれば開けられますね。

ジェイス：何とかなりそうだな。助かった、バニィ。早速、遺跡にいってみるとしよう。

ＧＭ：「探たん索さく済ずみの遺跡ですから危険はないと思いますが、気をつけてくださいね。これが、遺跡の場所を記した地図です」目的地をバッテンで書かき込こんだ周辺の地図を、バニィは渡わたしてくれる。

プリム：ありがとうございます！　じゃあ、みなさん。遺跡に向かいましょう！

一同：おう！

ＧＭ：では、バニィと別れたあと、キミたちはヴァンスターを出発。森を抜ぬけて、山の麓にある切り立った崖がけを登り、その中ちゆう腹ふくにある遺跡の入り口までやってきた。遺跡の扉は閉とじていて、侵しん入にゆう者しやを拒こばんでいる。

ジェイス：さあ、プリミラくん。扉に近づいてみたまえ。あの扉が〝薔薇の刻印〟に反応するのであれば、キミが近づくことで開くはずだ。

プリム：分かりました！　……誰だれか一緒にいきます？

ハヤト：オレは一緒にいこうかな。

ジェイス：私は二〇メートルほど離はなれておく。支し援えんが届とどき、何かあっても被ひ害がいを減へらすための位置取りだ。

キュリア：あ、そっか。そうですよね！　わ、わたしも二〇メートル離れた場所にいますよ。近づいていこうとするんですけど、冒険者の感覚で自然と足が止まります！（笑）

ＧＭ：では、プリムが扉の前に立つと左手の甲こうにズキンッと、痛いたみと熱を感じる。同時に〝薔薇の刻印〟が輝かがやき、呼こ応おうするように遺跡の扉がゴゴゴッと開いていく。

プリム：開きました！　それじゃあ、さっそく中に入ってみましょう。

ＧＭ：四年前に、ノエルたちによって探索されたこともあり、特にトラブルはなし。各部屋には戦闘痕こんや解かい除じよされたトラップなどが残されているが、それだけだ。

ジェイス：前に〝薔薇の武具〟が回収された際、危険なものはあらかた排はい除じよされたようだな。

キュリア：ノエルさん、ありがとう！（笑）

ＧＭ：最初の部屋を抜けて、次に右側に開け放たれた扉が見つかる。元々は隠かくし扉だったようで、閉とじると壁かべと一体化するけど、今回はすでに開いてるので問題にはならない。やがて最後の部屋に辿たどり着つく。部屋の奥には〝薔薇の武具〟が置かれていた台だい座ざがあるが、今は何も乗っていない。

ジェイス：むう、はずれか。

ＧＭ：ジェイスがそうつぶやいた瞬しゆん間かん、部屋の中央に光の粒りゆう子しがひとつ、またひとつと現あらわれる。それはまるで河か原わらを飛ぶ蛍ほたるのようだ。

キュリア：これって……。

ＧＭ：次第に光の数が増えていき、やがてひとつの形を成していく。それは、高さ二メートルほどの人間の形をした光の集合体。言うなれば、光のゴーレムだ。

プリム：もしかして守しゆ護ご者しやさんですか？

ＧＭ：「我われは〝薔薇の武具〟を守護する者なり」プリムの問いに光のゴーレムは答える。

ハヤト：正確には守護していた者じゃないか。〝薔薇の武具〟はここにないんだし。

ＧＭ：「……我は〝薔薇の武具〟を守護していた者なり」（一同笑）

プリム：じゃあ、今はこのゴーレムさんは何してるんでしょう？

ジェイス：何もしてないんじゃないか。〝薔薇の武具〟がなければ、使命もへったくれもないだろう。

プリム：つまり休きゆう職しよく中ってこと？

ハヤト：そう言われると、急に可哀かわい想そうなやつに見えてきたぞ（笑）。

プリム：（右手を挙げながら）あの、質問してもよろしいですか？

ＧＭ：プリムがそう言うと、光のゴーレムはじっとプリムを見つめる。

プリム：（不安そうに）な、なんでしょう？

ＧＭ：だが、光のゴーレムはその問いには答えず、ただプリムの左手の甲を見ているだけだ。

プリム：左手の甲って……〝薔薇の刻こく印いん〟？

ＧＭ：ゴーレムの視し線せんに気づいたプリムが自分の左手に目を移うつすと同時に、ゴーレムはこう告げる。「汝なんじを〝薔薇の巫女みこ〟と認む。ひとつだけ質問を許ゆるそう」

プリム：ひとつ？

ＧＭ：「我わが使命は〝薔薇の武具〟の守護のみ。だが、この地を訪おとずれた〝薔薇の巫女〟に敬意を表し、質問をひとつだけ許ゆるす」

プリム：え？　ちょ、ちょっと待ってくださいね。ひとつ、ひとつ、ひとつ……。えーっと、何を聞いたらいいでしょう？（一同笑）

ハヤト：これが一番いいんじゃないかな。知ってることを全部話せ（爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：「それは質問ではなく命令だ。よって却下する」

ハヤト：やっぱりダメか（笑）。

キュリア：でも、聞きたいことはいっぱいありますよ。アメリアさんのこととか、神竜の呪のろいのこととか、〝薔薇の武具〟の在あり処かとか。

プリム：あの、ゴーレムさん。質問って何でもいいんですよね？

ＧＭ：「〝薔薇の武具〟や〝薔薇の巫女〟に関することであれば」

ハヤト：となると、アメリアさんのことは分からないんじゃないかな。

キュリア：うー、しょんぼり。

ジェイス：聞くとしたら、やはり残りの〝薔薇の武具〟の在処ではなかろうか。どこにあるかを正確に教えてもらうのだ。

プリム：……。

キュリア：どうしました？　難しい顔になって。

プリム：…………あのー、みなさん、ちょっと相談なんですけど。セシリーについて質問してもいいですか？

ハヤト：へ？

プリム：えーっと、その……セシリーがどんな状じよう態たいにあるのか、なんで衰弱しているかを聞きたいんです。

キュリア：それは〝薔薇の武具〟を集めれば何とかなるって話だったのでは。

プリム：そうなんですけど、でもそれって推すい測そくで、しかも集めたあとどうすればいいのかって分かってないですよね。だから、セシリーに今、何が起こっているのかをちゃんと知って、対たい処しよできるようにしたいなって思いまして。

ジェイス：なるほど……。プリミラくんの言うことにも一理ある。

ハヤト：確かに同じ呪いのはずなのに、プリム姉ちゃんとは様子が違うしね。

キュリア：プリムちゃんが〝薔薇の巫女〟なんだから、わたしもプリムちゃんが思うように質問をするといいと思います。

ハヤト：その結果、本当に〝薔薇の武具〟が必要だってなったら、がんばって探さがせばいいわけだしね。

プリム：あ、ありがとうございます！　じゃあ、セシリーについて訊ききます。なんで、同じ〝薔薇の刻印〟が現われたのに、セシリーだけあんなに衰弱してるんですか？

ＧＭ：すると、ゴーレムはしばしの沈ちん黙もくの後、こう答える。「汝の言うセシリーなる者は、〝白き薔薇の巫女〟にあらず」

一同：……え？

プリム：も、もう一回言ってください、今の！

ＧＭ：「〝薔薇の刻印〟をその身に刻まれど、その者は〝白き薔薇の巫女〟ではない」

ハヤト：じゃあ、セシリーさんの〝刻印〟は何なんだ？

ＧＭ：「それは我の関知するところではない」

ハヤト：もしかして、セシリーさんの〝刻印〟って偽にせ物ものなのかな？

ジェイス：だとしたら、誰がそれをセシリーくんに刻きざんだのかという疑ぎ問もんが浮ふ上じようするぞ。

キュリア：うう～ん、ここにきて大だい混こん乱らんですよ～。

ジェイス：一度グランフェルデンに戻り、ソーンダイクに相談した方がいいかもしれんな。新しい情報が入ってる可能性もあるし、新たな事実が分かるかもしれん。

プリム：そうですね……。

ＧＭ：「我は再ふたたび使命を果たす時が来るまで眠ねむりに就つく。それではさらばだ」光のゴーレムの身体がほどけていき、やがてその姿は見えなくなる。

ジェイス：やれやれ。〝薔薇の武具〟を探さがしに来て、意外な事実が発覚だな。

プリム：まさか、セシリーの〝刻印〟が偽物だったなんて……。

ＧＭ：あ、ちなみにセシリーの〝刻印〟は本物だよ。それはさっきのゴーレムの言葉からも分かる。

ジェイス：「〝薔薇の刻印〟をその身に刻まれど」と言ってたからな。

ＧＭ：そのとおり。だから呪いという問題がなくなったわけじゃないから注意してくれ。

ジェイス：神竜の呪いで一年後に命を失う、という問題もいまだ残っているわけだ。

プリム：そうか、あたし死ぬんだ。忘れていた（笑）。




　忘わすれないでいただきたい。




プリム：セシリーのことばかり考えてたんで、自分のことがすっぽ抜ぬけてました！　妹のことだけじゃなくて、自分のこともがんばらないと！

ジェイス：ぜひ、そうしてくれ（笑）。さて、これ以上はここで得られるものはないようだ。一度グランフェルデンへ戻り、状じよう況きようを整理しようじゃないか。

プリム：はい！　じゃあ、みなさん、帰りましょう。

ＧＭ：では、君たちが遺跡をあとにしたところで、シーン終了にしよう。







◆Middle04◆聖都の異い変へん




　ヴァンスターをあとにして、グランフェルデンへと戻ってきたプリムたち。

　さっそく、新たな謎なぞとなったセシリーの〝薔薇の刻印〟について、ソーンダイク神官長に報ほう告こくするために執しつ務む室しつへと向かったが……。




ＧＭ：では、次のシーンだ。一ヶ月ほど経過して、グランフェルデンへ戻ってきたキミたちが、ソーンダイクの執務室を訪たずねると、彼はいそいそと旅たび支じ度たくをしているところに出くわす。

キュリア：旅支度？　ソーンダイクさん、どこかにお出かけですか？

ＧＭ：「あっ、みなさん、戻もどられたのですね。申しわけございません。これから緊きん急きゆうの用よう件けんでディアスロンドに行かなくてはならなくなったのです」

ジェイス：緊急の用件だと。何かあったのか？

ＧＭ：ソーンダイクはジェイスの問いにしばし黙もつ考こうするが、意を決して口を開く。「他言無用と言われているのですが、みなさんとも無関係ではありませんし、お伝えしておきましょう。実は……新たな〝薔薇の巫女〟──〝蒼あおき薔薇の巫女〟が現われたとのことです」

プリム：ええっ!?

ＧＭ：「この事じ態たいへの対処を決めるため、ディアスロンドで会議が行なわれます。私も召しよう還かんされていまして、急ぎ聖都へ戻らねばなりません」

ハヤト：〝白〟と〝黒〟に続いて、〝蒼〟が登場かぁ。

ジェイス：〝薔薇の巫女〟のバーゲンセールだな。

プリム：プリムはどんどんくらーい気持ちになります。状況変化が目まぐるしすぎですよ～。セシリーが〝薔薇の巫女〟じゃないことが判はん明めいしたかと思うと、新しい〝薔薇の巫女〟が登場しするなんて。

ＧＭ：「セシリーさんが〝薔薇の巫女〟ではない？　どういうことでしょうか」プリムのセリフに訝いぶかしげに、ソーンダイクは訊きいてくる。

プリム：あのー、ヴァンスターの遺跡で守護者さんから教えてもらったんですが、セシリーは〝白き薔薇の巫女〟じゃないらしいんです。

ジェイス：うむ。どうやら何らかの理由で、セシリーくんに、〝薔薇の刻印〟が現われているらしい。したがって、彼女が衰弱しているのは、神竜の呪いとは異なる理由によるものである可能性が浮上してきたのだ。

ＧＭ：君たちの報告を聞いたソーンダイクは、さすがに驚おどろくね。

キュリア：わたしたちもびっくりしちゃいましたよ。

ＧＭ：「分かりました。セシリーさんの件に関しては、ディアスロンドに報告して、何か情報がないか探さぐってみましょう。もし何か分かればすぐに連絡をします」

プリム：ありがとうございます！

ジェイス：となると、とりあえずセシリーの件は連絡を待つことになるか。その上でプリムの方も解決しなければならないんだが……。それと、〝薔薇の武具〟の新しい情報は入ってきていないかを確認しておこう。

ＧＭ：「今のところ特には。ただ、その件についても教きよう皇こうからお話しをうかがえればと思っています」

ハヤト：これは本ほん格かく的てきに、ソーンダイクさんが戻ってくるまでは待ちかな。

キュリア：じゃあ、ちゃんと身体を休めましょう。イジンデルや遺跡に行ったり来たりで忙いそがしかったですし。

ジェイス：そうだな。プリミラくんもセシリーくんの様子を看みておきたいだろう。ソーンダイクが戻もどるまで、一いつ緒しよに過すごすといい。

プリム：はい！

ＧＭ：「それでは申し訳ありませんが、しばらく神殿を留る守すにします。ジェイスさん、あとのことはよろしくお願いいたしますね」

ジェイス：了りよう解かいした。早い連絡を待っているぞ。

ＧＭ：「なるべく早急に」と言い残して、ソーンダイクはディアスロンドへ旅立つ。とゆーところで、一回シーンを切ろう。







◆Middle05◆契けい約やく




　女神ブリガンティアの象しよう徴ちようである月の光が、部屋の中をほのかに照らしている。

　ベッドには静かに寝ね息いきを立てている少女。

　その安らかな寝ね顔がおに影かげがかかる。

　物音ひとつ立てず、眠ねむりに就つく少女に忍しのび寄よる人ひと影かげが……。




ＧＭ：次はマスターシーンだ。旅の疲つかれもあり、キミたちもぐっすり寝ねている夜。場所はセシリーの部屋となる。

ジェイス：こ、これは！　ゆーらさん得意のヒロインをさらうというパターン!!

プリム：ええ！　そ、そうなんですか!?

ＧＭ：先読みするなって。だが、今回は違う（笑）。

ジェイス：な、なにっ!?

ＧＭ：ふっふっふ。毎回そうだと思うなよ。では、演えん出しゆつを続けよう。夜の闇やみに包まれた室内に、ローブを深々と羽は織おった人影が現あらわれ、セシリーの許もとへ一歩、また一歩と近づいていく。その人物はセシリーの眠ねむっているベッドの横に立つとこうつぶやく。




「時は満ちたり。契約に基もとづき、汝なんじの願いを叶かなえるか？」




ジェイス：契約だと？

プリム：この人って、もしかしてオープニングの回想に出てきた人？

ＧＭ：さて、どうかな。その男の声、あるいは人の気配を感じたのか目を覚ますセシリー。彼かの女じよはゆっくりと身体を起こすと、その人影をじっと見つめる。再ふたたびセシリーに問とい掛かける男。「契約に基づき、汝の願いを叶えるか？」




　男の囁ささやきに、セシリーがこくりと頷うなずく。

　その男ははただ一言「了りよう解かいした」と返事をすると、闇の中に消えていく。




ジェイス：なんか、セシリーが悪いやつと繋つながってるっぽいぞ。

ハヤト：セシリーさんが自分で悪いことする人だとは思えないし、もしかして操あやつられてるんじゃないか？　なんか契約がどうたら言ってるしさ。

プリム：えー、やだよやだよー！　セシリー、どうなるんですか!?

ＧＭ：とゆーところで、このマスターシーンは終しゆう了りようだ！（笑）







◆Middle06◆セシリーの願い




　旅から帰った翌よく日じつ。

　ぐっすりと眠ねむり疲つかれを取ったプリムは、さっそくセシリーのもとへと向かった。




ＧＭ：では、旅から帰ってきた翌日。プリムがセシリーのもとを訪たずねるシーンになる。すでに部屋の前に着いているところから始めよう。

プリム：うう、セシリー……。マスターシーンでの出来事が気になりますけど、ＰＣは知らないんですよね。普ふ通つうに部屋のドアをノックします。コンコン。セシリー、起きてる？

ＧＭ：「どうぞ」と、中からセシリーの明るい声が聞こえてくる。

プリム：よかった、ちゃんといた！　本当によかったよう！　勢いきおいよくドアを開いて、元気に挨あい拶さつします。おはよう、セシリー！

ＧＭ：「おはよう、プリムお姉ちゃん」ベッドの上で身体を起こしていたセシリーが、挨拶をプリムに返す。声の調子は明るく、顔色もいいね。いつも朝は辛つらそうなんだけど、今日は体調がいいようだ。

プリム：そっかー。とてもほっとします。

ジェイス：（ぼそっと）なんか事じ件けんが起こる前ってさ、一いつ瞬しゆん明るくなるよね。

プリム：ふ、不ふ吉きつなこと言わないでください！

ＧＭ：「今回はずいぶん長い間、冒ぼう険けんしてたんだね。大だい丈じよう夫ぶだった？」

プリム：うん、大丈夫。今回の冒険はそんなに危あぶないことなかったもの。……あたしたちってどれぐらい旅してたんですかね。

ＧＭ：さっきも言ったとおり、一ヶ月ほどかな。グランフェルデンから〝霧きりの森〟へ行って、その次は神しん聖せいヴァンスター帝てい国こくへと行っているからね。

プリム：じゃあ、なんとなくなんですけど、留る守す中に何か変わったことがなかったか、セシリーに訊きいてみたいんですけど……。

ハヤト：部屋に怪あやしい人影が現あらわれなかったとか？（笑）

プリム：いえいえ、そういうんじゃなくて、オープニングの回想シーンをふっと思い出したりとかしてるから、ちょっと気になって……。それに、一ヶ月もセシリーと会ってないし。

ＧＭ：了解。では、プリムにそういうことを訊きかれたセシリーは、プリムから少し視し線せんを外して答える。「……ううん、なんにもないよ」

ジェイス：絶対に誤ご魔ま化かしているだろっ！（一同笑）

プリム：それなら、セシリーに昔の事じ故このことを訊いてみます。セシリー、覚えてる？　冒ぼう険けん者しやの修しゆ業ぎようをしている時に、あたしが大おお怪け我がしたこと。

ＧＭ：「う、うん。覚えてるけど……」

プリム：あたしが崖がけから落ちた後、なんか男の人と話してたよね、セシリー。

ＧＭ：「男の人？　なんのこと？」

プリム：ほら、あたしが倒たおれてる横で、男の人があたしを助けたいかって、セシリーに訊いていたでしょ？

ＧＭ：「そんなことなかったよ」セシリーはあくまで否ひ定ていする。で、ここで難なん易い度ど12の【感知】判はん定ていだ！

プリム：【感知】だと、２Ｄ＋４ですね。えい！（ダイスを振ふる）ああっ、11!?

ジェイス：１足りんな。

ＧＭ：それだと、セシリーの様子がちょっとおかしいな、と違い和わ感かんを覚える程てい度どだな。

ジェイス：嘘うそをついてるっぽいが、確かく信しんは得られないって感じか。

ＧＭ：そんな感じ。

プリム：うーん。あたしの勘かん違ちがい……じゃないと思うんだけどなー。どういうことだろ。

ＧＭ：そんな感じでプリムが悩なやんでいると、セシリーが話はなし掛かけてくる。「それよりも、プリムお姉ちゃんにお願いがあるんだけど」

プリム：なに、セシリー。

ＧＭ：「今日はちょっと体調がいいみたいだから、やりたいことがあるの」

プリム：やりたいこと？

ジェイス：あからさまに怪しいな、おい（笑）。

プリム：セシリーのやりたいことってなんだろう。体調を崩くずさないか心配だけど……。

キュリア：とりあえず聞いてみたらどうですか？

プリム：そうですね。セシリー、やりたいことって何？

ＧＭ：「一回、家に戻もどりたいの」

プリム：それはダメだよ、セシリー。神しん殿でんから出たら危ないもの。わざわざ家を出て、ここに来てるんだし、ここにいた方がいいって！

ＧＭ：「それは分かるけど……。ちょっとだけ家に戻もどるぐらいなら大丈夫だよ」

プリム：（強い口調で）ダメ！

ＧＭ：有無を言わせぬプリムの剣けん幕まくに、セシリーはしょんぼりしてしまう。

プリム：セシリー、お願いだから分かって、ね。

ジェイス：ふむ、そこに登場してもいいかな。

キュリア：わたしもいいですか？

ＧＭ：では、登場判定をどうぞ！

ジェイス：（ダイスを振る）判定は成功だ。では、部屋に入って、ふたりの間を取りなそうじゃないか。落ち着きたまえ、プリミラくん。セシリーくんも部屋に閉とじこもりきりで退たい屈くつなのだろう。たまには外の空気を吸すうのもいいのではないか？

プリム：ジェイスさん、何を言ってるんですかー！

キュリア：（ダイスを振る）わたしも成功です。あの、セシリーちゃん。なんでそんな家に帰りたいの？

ＧＭ：キュリアに問われたセシリーは、おずおずと答える。「……お掃そう除じしたいんです」

一同：掃除？

ＧＭ：「しばらく家に帰ってないから、きっと埃ほこりだらけになっているんじゃないかなって。それにアメリアお姉ちゃんが、いつ帰ってきても大丈夫なようにしておきたいんです」

ジェイス：いい子じゃないか。

プリム：でも……うーん。あ、そうだ！　大丈夫だよ、セシリー！　お姉ちゃんがちゃんと掃除しているから！




　あ、そうだ！　と言っている時点でバレバレである。




ＧＭ：「本当？」

プリム：ほんと、ほんと！　家の中、超ちよう綺き麗れいになってるから。

ＧＭ：「……お姉ちゃん、相変わらずウソが下手なんだから」

プリム：ううー、分かった、分かった。ちょっと待ってて、外出許きよ可かをもらってくるから。じゃあ、一いつ緒しよに家に帰ろう、セシリー。

ＧＭ：「うん！」セシリーの表ひよう情じようがぱーっと明るくなる。

プリム：ジェイスさんとキュリアさんも一緒に来てくれますか。

ジェイス：もちろんだとも。

キュリア：ハヤトくんはどうしますか？

プリム：もちろん呼よびます！　何かあったら大変ですし、みんなで行きましょう！

ハヤト：んじゃ、オレは途と中ちゆうで合流するってことで。

ＧＭ：ヘッジホッグの面々も一緒に行くなら、セシリーは喜ぶ。「なんだか、みんなで一緒にタコ焼きを食べた時みたいだね」

プリム：そんなこともあったねー。

ジェイス：……思い出語りだすのはやばい気がするんだが（笑）。

プリム：えぇ─────っ!?

ＧＭ：「じゃあ、お掃除のあとに、みんなで一緒にご飯を食べませんか？」

プリム：それなら、お姉ちゃんも手伝う！　一緒にご飯を作ろうね、セシリー。

ＧＭ：「ありがとう、プリムお姉ちゃん！」




　プリムの言葉に、セシリーはうれしそうに笑顔で答えた。







◆Middle07◆ひさしぶりの我わが家や




　ジェイスやキュリアと一緒に夕飯の買い物を済すませ、プリムは懐なつかしの我が家へと戻もどった。

　案の定、埃の積もっている部屋にため息をつき、肩かたを落とすプリム。そんな彼女の隣となりでは、セシリーが感かん慨がい深ぶかげに家の中を見み渡わたしていた。




ＧＭ：では、ヘッジホッグ家に舞ぶ台たいが移うつる。もちろん全員登場だ。

ジェイス：さて、台所はどこかな？

ハヤト：いやいや。まずは掃そう除じしようよ（一同笑）。

ＧＭ：確たしかにハヤトの言うとおり。家の中はけっこう埃ほこりが溜たまっていて、料理するにはちょっと抵てい抗こうがある。

プリム：セシリー、掃除してなくてごめねん。

ＧＭ：「これぐらいなら、お掃除にそんなに時間はかからないんじゃないから。大丈夫だよ、お姉ちゃん」セシリーは言うが早いか、腕うでまくりをすると、物置から掃除用具を出してきて、さっそく掃除を始める。

ジェイス：ずいぶんと元気なのだな。心配をかけまいと無理をしてないといいが。

ハヤト：ま、なんかあったらオレたちでフォローすればいいのさ。とりあえず掃除を手伝うよ。分身して、シャシャシャシャッ！

ＧＭ：分身？　あ、《イメージボディ》か。




　もちろん《イメージボディ》にそんな効こう果かはない。




プリム：あたしはセシリーががんばってお掃除をしている隙を見計らって、キュリアさんのところにこっそり近ちか寄よります。ちょっとお話ししたいことがあるんですけど……。

キュリア：女子トークですねっ！




　たぶん違うと思うぞ。




ＧＭ：では、部屋の隅すみでふたり、こっそり話しているということで。セシリーは窓まどふき中で、特に気にする様子はない。

キュリア：プリムちゃん。どうかしましたか？

プリム：さっきのセシリーとの会話と、あたしの過か去この記き憶おくに、差さ異いがあることを伝えます。なんかセシリーがおかしい気がするんですよ。もしかしたら、セシリーの〝薔薇ばらの刻こく印いん〟と関係があったりしないかなって思って……。

ジェイス：ふむ。可か能のう性せいは０ではないな。たこ焼きをくわえながら隣に立とう。

キュリア：たこ焼き!?　ああ、ターチュの足が減へってるー!?（一同笑）

ジェイス：なに、また生えてくるさ（笑）。しかし、第三者の介かい在ざいがあるとしても、今のところ手て掛がかりはまったくない。プリミラくんは、その謎なぞの男の姿すがたなどを覚えてるのかね？

プリム：いえ、その時は意い識しきが朦もう朧ろうとしていたので……。ただ、あたしを助けたいかって、セシリーに問いかけてたのは覚えてます。でも、セシリーはそんなことなかったって言うんですよ。

ハヤト：そいつは変な話だね。

ジェイス：うお!?　ハヤトくん、いつの間に。掃除は終わったのかね。

ハヤト：掃除なら分身がしてるから大丈夫だよ。




　適当言うな。




ハヤト：で、さっきの話についてちょっと確かく認にんしたいんだけど、その事故の時って、プリム姉ちゃんは死にかけたの？

プリム：大怪我だったと思います。頭から血も流れて、意識が朦朧としている上に、身体もほとんど動かせなかったですし。

ＧＭ：ちなみに、プリムが意識を失った後、母親やアメリアが応おう急きゆう手当を施ほどこしたんだけど、状じよう況きようから想そう像ぞうしてたより、ずっと軽けい傷しようだったようだ。

プリム：え？

ＧＭ：治ち療りようを始めた時には、もう頭の血も止まっていたし、内ない臓ぞうや骨ほねにも異い常じようはなく、数日ほどで問題なく動けるようになったとのことだ。

ジェイス：なるほど。だが、こうして話を聞いてみると気になるな。セシリーが病弱になったのは、どれぐらいからなんだ？

プリム：いつでしょうか。ＧＭ、分かりますか？

ＧＭ：思い返してみると、大おお怪け我がをした頃ころから少しずつ、体調を崩くずすことが増ふえていったような気がする。

ハヤト：リンクしてるような、してないような……。

プリム：さすがにパッと答えは出ませんよね。でも、この話をみんなにしておきたかったので……。

ジェイス：情じよう報ほうの共有は重要だからな。

キュリア：それに今は少しでも情報が欲ほしいですし。もしかしたら、この線から何か分かるかもしれませんよ。

ハヤト：実じつ際さい、なんかセシリーさん、変な感じだしなぁ。

プリム：そうなんですよね……。とりあえず、セシリーのことはちゃんと見てあげてた方がいいと思うんですよ。

ジェイス：そうだな。気をつけておくことにしよう。

ＧＭ：とまぁ、そんな話をしつつ、みんなで掃除を続けていると、夕方にはようやく掃除が終了する。

プリム：ふぅ～、終わりましたぁ[image: ][image: ]！

ＧＭ：「これでアメリアお姉ちゃんが帰ってきても大丈夫だね」綺き麗れいになった我が家を見渡しながら、セシリーが笑顔で言う。

プリム：うん。これなら大丈夫！（笑）

ＧＭ：「さて、掃除も終わったし、ご飯を一緒に作ろうか」

ジェイス：じゃあ、私わたしもたこ焼きを作ろう（笑）。

ＧＭ：「でもたこ焼きだけじゃ──」

ジェイス：タコのカラアゲに、タコの刺さし身みもあるぞ。

キュリア：あっ！　ターチュの足がまた減ってる!?（一同笑）

ジェイス：彼がいれば、食しよく糧りようには困こまらんな（笑）。

ＧＭ：「あの、やっぱりタコばかりっていうのもなんですし、何か作りますね」

プリム：そうだね。よし、セシリーと一緒に何か作ろう！

ＧＭ：そうすると台所にふたりで立って、材料を切ったり、煮にたり焼いたりと調理を進めながら、楽しそうに話すわけだ。「アメリアお姉ちゃんは今どこにいるんだろうね？」

プリム：本当にどこにいるんだろ。お姉ちゃんのことだから、そのうちフラッと帰ってきそうだけど、連れん絡らくぐらい欲しいよねー。




　どこにいるかは『ラヴィアンローズ』を（以下略）。




ＧＭ：そんな感じでおしゃべりをしながらもセシリーは、「プリムお姉ちゃん、そこは違うよ？　こうするんだよ」と、たまに料理の手ほどきをしてくれたりする。

プリム：あ、あれ？　やっぱり料理ではセシリーにはかなわないや（一同笑）。

ＧＭ：「大丈夫だよ。プリムお姉ちゃんもがんばればできるよ」ガッツポーズをしてみせるセシリー。

プリム：分かった。お姉ちゃんもがんばってみるよ！（笑）




　ふたりで一緒に作った料理が、一品、また一品とテーブルへと並ならべられていく。

　河かわ魚と果物の入ったパイ包み、牛肉の煮に込こみ、芳こうばしく焼き上げたパン、ドライフルーツを使ったデザート──それは、五人がひさしぶりに味わう家庭料理だった。




プリム：おいしそー！

キュリア：おおー。

ジェイス：私のタコ料理も忘わすれないでくれたまえ（笑）。

プリム：じゃあ、みんなでいただきましょう！　いただきます！

一同：いただきます！

ジェイス：うまい、うまい、タコはうまいな。私はタコが好きなんだよ（笑）。

プリム：あたしはセシリーの料理の方がおいしいと思いますよ。

ＧＭ：「ありがとう、プリムお姉ちゃん。でも、ジェイスさんのたこ焼きも、私は好きですよ」

ジェイス：うんうん、いい子じゃないか（笑）。

ＧＭ：そんな感じで会話も弾はずみ、キミたちはご飯を食べている。そして、そろそろ食事が終わろうという頃、セシリーはキミたちに向かってぺこりと頭を下げる。「キュリアさん、ジェイスさん、ハヤトさん。これからもプリムお姉ちゃんのことをお願いします」

ジェイス：キミはフラグを立てるのが趣しゆ味みか（笑）。いや、もちろん面めん倒どうは見るがね。一度請うけ負おった仕事は最後までやる。

キュリア：もちろんですよ、セシリーちゃん。

ハヤト：オレもがんばるぜ！

プリム：改めてそんなこと言われると、ちょっぴり照れちゃいます（笑）。




　そんな楽しい団だんらんの時間はあっという間に過すぎ、夜が更ふけていく。

　キュリア、ジェイス、ハヤトの三人は姉妹に気を遣つかってか、早めに神殿へと戻っていった。




ＧＭ：「楽しかったね。プリムお姉ちゃん」まだ高こう揚よう感が残っているのか、頬ほおを赤らめているセシリーが、プリムに話しかける。

プリム：うんうん、すっごく楽しかった。セシリー、身体は大丈夫？

ＧＭ：「うん、大丈夫」そう答えたセシリーはしばらく黙だまったのち、ためらいながらプリムにこう言う。「お姉ちゃん、もうひとつお願い言ってもいい？」

プリム：お願い？

ＧＭ：「うん。今日はお家でお姉ちゃんと一緒に寝ねたいんだけど……。ダメ、かな？」

プリム：（優やさしい笑顔で）そうだね、セシリー。一緒に寝よっか。

ＧＭ：「ほ、本当？」

プリム：「身体は大丈夫みたいだし、何かあった時は神殿に戻るって約束するならだけど」

ＧＭ：「ありがとう、プリムお姉ちゃん！」

プリム：じゃあ、そろそろ寝ねようか。

ＧＭ：「うん！」そして、プリムと一緒にベッドに横になったセシリーは、何か思い出したかのように話し始める。「今まで内ない緒しよにしていたけど、プリムお姉ちゃんが冒険をしていた時のこと、なんとなく私知っているんだ。神殿のダンジョンとか、〝霧の森〟の村とか」

プリム：え？　どういうこと？

ＧＭ：「頭の中にプリムお姉ちゃんが冒険している様子が浮うかんでくるの。だから、ひとりでもちっとも寂さびしくなかったよ」

プリム：う～、やっぱりひとりで寂さびしかったのかなぁ。じゃあ、セシリーがもうちょっと元気になったら、一緒にいろんな所に行こう！

ＧＭ：「そうだね、プリムお姉ちゃん」少し間を置いて、セシリーが答える。

ジェイス：おい、今の間はなんだ？

プリム：セシリー？　大丈夫？　体調悪いの？

ＧＭ：「そんなことないよ。心配させちゃってごめんなさい」

プリム：それならいいけど。さぁ、もう寝よう。おやすみ、セシリー。




「おやすみなさい、お姉ちゃん」

　ふたりはゆっくりと眼めを閉とじて、眠りへと落ちていった。

[image: ]







◆Middle08◆ゾハール教きよう団だんの蠢しゆん動どう




　ヘッジホッグ家での楽しい一日を過すごした、次の日。

　グランフェルデン大だい神しん殿でんへ戻ったジェイスの許を、ギルバートが訪たずねてきた。




ＧＭ：では、次のシーン。場所はグランフェルデン大神殿にあるジェイスの部屋。イジンデル村やヴァンスターの遺い跡せきの探たん索さく結果を訊かせて欲しいと、ギルバートが訪ねてくるところから始まる。

ジェイス：紅こう茶ちやでも淹いれようか。まあ、飲みたまえ。

ＧＭ：「紅茶？　くんくん」

ジェイス：なんで毒とか確認してんだよ!?（一同笑）

ＧＭ：「いやいや。最近、紅茶に薬を入れるのがはやっているとの噂うわさを聞きまして……」

ジェイス：ほぅ、そんな噂があるのか。

ＧＭ：「なんでも気を失ったり、悪あく夢むを見たりするとのことです」




　くわしくは『シュヴァルツ』二巻かんを読んでいただきたい。




ジェイス：大丈夫。私はそんなことはしない。ほら、この私の眼を見たまえ。

ＧＭ：「ふむ、確かにあなたはそんなことをしない人だ。ではいただきます」一口飲んで、ギルバートは感心したように言います。「これはなかなか。ジェイスさん、お茶を淹いれるのも上手なんですね」

ジェイス：いやいや。キミはいい人だと昔から思っていたよ。

ハヤト：なんだ、この茶ちや番ばん劇げきは（一同笑）。

ＧＭ：「それで、イジンデル村やヴァンスターの遺跡の方はいかがでしたか？」

ジェイス：残念ながら〝薔薇ばらの武ぶ具ぐ〟はなかったよ。そんなことよりも……キミは私に何か隠かくしていることはないか？

ＧＭ：「はい？　何か、とは？」

ジェイス：プリミラくんのことはともかくとして、セシリーくんのことだ。神殿の上じよう層そう部ぶは、何かを隠していないか？

ＧＭ：「神官であるあなたが、神殿を疑うたがうというのは、いかがなものかと思いますが」

ジェイス：疑ってはいないさ。真実をすべて知りたいだけだ。

ＧＭ：じっと見つめるジェイスに、ギルバートはあっさりと言う。「分かりました。私の分かる範はん囲いであれば、お教えいたしましょう」

ジェイス：早っ！　っていうか、本当に隠してやがったな、こいつ（一同笑）。

ＧＭ：「実はディアスロンドに、ゾハール教団の手の者が紛まぎれ込こんでおりまして」

ジェイス：ほうほう？

ＧＭ：「パブリクという神官が、どうやらゾハール教団とつながっていたようなのですよ」

ジェイス：それは俺おれの『シュヴァルツ』の話だろ！　知ってる、いやジェイスは知らないけどさ！（一同笑）

ＧＭ：「危あやうくカラドボルグとカフヴァールが奪うばわれそうになりました」

ジェイス：ほぅ、カフヴァールは神殿にあったのか。いや、それも知っているけどな（笑）。

ＧＭ：「私もつい最近知らされたのですが、どうやらディアスロンドは、カフヴァールをすでに見つけていたようです」

ジェイス：なるほど。となると、残るはマビノギオンのみか……。

ＧＭ：「はい。しかし、マビノギオンの情じよう報ほうはいまだ……申しわけありません」

ジェイス：（シリアスな口調で）何せまだ考えていないからな（一同笑）。しかし、神殿中ちゆう枢すうに、邪じや教きようの輩やからが混まじろうとは、ずいぶんと神殿の警けい備び力りよくも落ちたものだな？

ＧＭ：「まったくです。神聖騎き士し団だんとしても、面目──」

ジェイス：私の目を見て話しなさい。お前にやましいことはないか？（笑）

ＧＭ：「な、なぜ私を疑っているんですか!?」（笑）

ジェイス：いや、なんとなく（一同）。

キュリア：……っ（←笑いをこらえている）。

ＧＭ：「神聖騎士団にも、警けい戒かいを強めるように連れん絡らくをしておきましたが……おそらく、ソーンダイク神官長が呼よばれているのも、これらの件けんについてかとは思いますが」

ジェイス：ふーむ。やはり、ソーンダイクが帰ってくるのを待つしかないか。……ところで、ちょっと訊ききたいのだが。君はセシリーという少女を知っているな？

ＧＭ：「ああ、プリミラさんの妹ですね。もちろん知っていますが」

ジェイス：うむ。彼女に関する情報はないか？　いや、深い意味はないんだが（笑）。

ＧＭ：「……彼女に関して？　いえ、特にこれと言ってはありませんが……」

ジェイス：彼女は〝薔薇の刻こく印いん〟こそ持っているが、〝薔薇の巫女みこ〟ではないという情報が手に入ったのだが。

ＧＭ：「えっ!?　そ、それはどういうことですか!?」驚おどろきの声を上げるギルバート。

ジェイス：私の目を見ろ（一同笑）。お前は本当に知らなかったのか！

ＧＭ：「知りませんよ!?　それよりも、いったいどういうことですか!?」

ジェイス：こちらが聞きたい。だからこそ、君にセシリーくんのことを確認したのだ！

ＧＭ：「いえ、その件については、まったくの初耳です」

ジェイス：むう……。今の情報は〝薔薇の武具〟の守しゆ護ご者しやから得たものだ。まず間ま違ちがいはあるまい。セシリーくんが〝薔薇の巫女〟でないとなると、彼女を蝕むしばんでいるのは神しん竜りゆうの呪のろいではない可能性が出てくる。そうなると、第三者の介かい入にゆうが予想されるが……。

ＧＭ：「もし、そうであるならば、やはりゾハール教団の仕業なのでは？　私にはそれぐらいしか、心当たりがありませんが」

ジェイス：ふむ。……念のため、いくつか確認しておこうか。ショコラ、あるいはビルターグという名前に聞き覚えは？　エリンディル西方で活動する魔ま族ぞくなのだが。

ＧＭ：「すみません。私は魔族にくわしくなくて……。その魔族がどうかしましたか？」

ジェイス：〝薔薇の武具〟に関わりのある魔族のようでな。何かの役に立つかもしれんと情報を集めているのだ。

ＧＭ：「……分かりました。それらの件については、また別べつ途と調べておきましょう」

ジェイス：さて、他にこれといった話はないか？

ＧＭ：「ゾハール教団の情報であればひとつあります。〝遺跡の街〟ラインの近くに、ゾハール教団が儀ぎ式しきに使っていると思しき遺跡が発見されたそうです」

ジェイス：今度はラインか！（笑）




〝遺跡の街〟ライン

　パリス同どう盟めいの一国。周囲のは〝地の時代〟の遺跡が多数発見されていることから〝遺跡の街〟の名で呼ばれている。そのため、この町をホームタウンとしている冒険者も多い。地図（＊）を参照のこと。




ジェイス：それは今回の件に絡からむものだと思っていいのか？

ＧＭ：「可能性は高いと思っています」

ジェイス：そうか。分かった。その情報はありがたくいただこう。こちらで調べてみることにするよ。

ＧＭ：「助かります。では、先ほどの魔族については、こちらの方でも調べておきましょう。とりあえず、魔族についてくわしく調べるとなると……んー、〝賢者の街〟エルクレストですかねぇ。確かあそこの図書館には、魔族に関する蔵ぞう書しよが……」と、ギルバートはぶつぶつとつぶやく。

ジェイス：がんばってくれ。こちらもライン近くの遺跡の調ちよう査さを進めるから。

ＧＭ：「では、私はエルクレストに行ってみます。あそこの蔵書ならば、何か分かるかもしれませんので」

ジェイス：いいか、すぐだぞ、すぐ！

ＧＭ：「わ、分かりました。では、何か分かり次第ご連絡します。そちらも何か判はん明めいしたらお教えください」

ジェイス：了解だ。期待に応こたえてみせようじゃないか。そこで一度ギルバートのことを見つめる。君は……私が信じてもいい人間だな？（一同笑）

ＧＭ：「私とジェイスさんの仲じゃないですか。私が今まで、あなたを裏うら切ぎったことがありますか？」

プリム：怪あやしい……！

ジェイス：……で、実際はどうだったっけ？（笑）

ＧＭ：んー、コロシアムでちょっとはめたことはあるかな（一同笑）。

ジェイス：まあ、そのことはいい。あれはあれで楽しかったからな。とりあえずキミのことは信しん頼らいしておこう。ただし、一度裏切ったら大変なことになるとだけ覚えておきたまえ。

ＧＭ：「どんな大変なことかは分かりませんが、心得ておきましょう」

ジェイス：うむ。さて、とりあえずはみんなを招しよう集しゆうして、ラインで活動するゾハール教団のことを報ほう告こくしようと思う。というわけで、みんな、私の部屋に集まってくれ。

プリム：はーいっ！

キュリア：お邪じや魔ましまーす。

ハヤト：なあなあ、次はどうすればいいんだ？

ジェイス：ふふふ。新しい情報を仕入れてきたぞ。

ハヤト：おっ？

プリム：おおーっ？

ジェイス：どうやら今回の件がらみで、ラインの近きん郊こうでゾハール教団が怪あやしげな儀式をしているらしいぞ。くわしい内ない容ようまでは分からんが、行ってみる価か値ちはあると思う。

キュリア：うんうん、行ってみれば、何か分かるかもしれませんね。

ハヤト：それにゾハール教団は悪いやつらだし、放っておけないもんな。

ジェイス：うむ、邪教の集しゆう団だんだしな。ネオ・ダイナストカバルなんか足元にも及およばない邪教の集団だ。

ハヤト：ネオ・ダイナストカバルはいい組そ織しきだよ？　みんなに支し持じされてる、地ち域いき密みつ着ちやく型がたのフレンドリーな悪の組織なんだ。

ジェイス：それを悪の組織と呼よんでいいのかはなはだ疑ぎ問もんなんだが（笑）。

プリム：確かに（笑）。

ハヤト：しかし、オレはそのことをまだ自覚できない（一同笑）。

ジェイス：まあ、今はネオ・ダイナストカバルのことはいいんだ。それよりもゾハール教団だよ。彼らを追わねば。ちなみに、他に何かあるというのであれば、耳を貸かすが？

ハヤト：何かあるかな……。そういえば、セシリーさんの様子は？

プリム：昨日と変わってないです……よね？

ＧＭ：うん、昨日と変わってないよ。体調もよい。ただ、一いち応おう「寝てなさい」と言われているので、ベッドに横になってるけどね。

ジェイス：ふーむ、あの妙みようなハイテンションが気になるんだが。

キュリア：そうですね……。

プリム：わたしも、それがすごく気になってるんです。でも、そのゾハール教団の儀式って、セシリーに何か関係があるんですかね？

ジェイス：はっきりとは分からん。ただ、セシリーが何らかの陰いん謀ぼうに巻まき込こまれている可能性を否定はできない。あとはディアスロンドの方でもゾハール教団が動いて、ひどいことになっているらしいので、ソーンダイクを待って話を聞いてから行く手もあるが……いつ帰ってくるんだ？

ＧＭ：さすがにいつ帰るかは明めい確かくにはされてないね。

プリム：ソーンダイクさん、も、もう帰ってこないよ……きっと……。

ＧＭ：なんで!?（笑）

ハヤト：さらば、ソーンダイクさん！（笑）

キュリア：ばいばい、ソーンダイクさん……。

ジェイス：キミのことは忘れない（笑）。

ＧＭ：殺さないでー、重要ＮＰＣなんだからー！（笑）

ジェイス：冗じよう談だんはさて置き。ソーンダイクを待つよりも、さっさとラインの町に行ってきた方がいいだろうな。彼と会うのはその後でもいいだろう。

ハヤト：そーだね。それじゃ、早速行こうよ。セシリーさんもどうなるか分かんないしさ。

ジェイス：セシリーから目を離はなすのも不安要よう素そではあるので、いっそプリミラくんには残ってもらうという手もあるが……。

プリム：い、いえ！　そうしたら、《ギルドシンボル》が！

ＧＭ：プリムが持っているので、残るとみんなマイナス１Ｄになっちゃうな。

ジェイス：それは問題だ！（一同笑）

キュリア：困こまります！（笑）

ジェイス：ならば、私が残ってセシリーくんの見み張はりをするというのはどうだ？

ハヤト：もし戦いになったら、オレたち《プロテクション》のない状じよう態たいでがんばんないとダメじゃないっすか！　それはやばすぎですよ！（笑）

ジェイス：いや、セシリーがそれだけ大事ということだ。

ハヤト：神殿に預あずけてあるから大だい丈じよう夫ぶじゃないか？

プリム：そうですよっ！

ジェイス：強いＮＰＣに預けられたヒロインこそ、一番危あぶないって話もあるんだよ（笑）。

プリム：う、うーん……すごい怖こわいですけど、とりあえずラインの遺跡に行くしかなさそうですし、ぱっと行って、ぱっと帰ってきましょう！

ＧＭ：了解。では、ラインの町に移い動どうするところでシーンを切ろう。







◆Middle09◆ラインに潜ひそむ邪じや教きよう




　ラインの町近くにある遺い跡せきのひとつへとプリムたちはやってきた。ギルバートの話によれば、ゾハール教きよう団だんはここで何やら儀ぎ式しきを行なっているらしい。

　郊こう外がいにひっそりと朽くちた姿すがたをさらすその遺跡の中へ、一行は足を踏ふみ入いれていく。




ＧＭ：とゆーことで、キミたちはラインの町の郊外にある遺跡の前にいる。周囲に人ひと影かげはなく、入口も開放されているため、中へは簡かん単たんに入れる。

ハヤト：周囲を警けい戒かいしながら、先せん導どうするぜ。みんな、こっちこっち。

ジェイス：遺跡内はダンジョンになってるのか？

ＧＭ：あらかた調ちよう査さされて放ほう棄きされてひさしい遺跡だし、探たん索さくはなし。ノーダンジョンだ。

プリム：おおっ、ノーダンジョン！（笑）

ＧＭ：そう、ノーダンジョン（笑）。なので、特に何事もなく、一番奥おくの部屋まで来ることができる。だが、そこには誰だれもいない。木箱や樽たるの類たぐいがあちこちに置かれているだけだ。

ハヤト：う～ん、人がいた形けい跡せきはあるみたいだね。となると、隠かくし扉とびらでもあるのかな。

ジェイス：よし、探さがしてみよう。

ＧＭ：では、キミたちが部屋の中を探索しようとした瞬しゆん間かん、天てん井じようの岩が崩くずれ落おち、入口が完全にふさがってしまう！

プリム＆キュリア：え～っ!!

ＧＭ：それと同時に、木箱や樽の中に隠かくれていた敵てきが姿を現あらわす！

ジェイス：罠わなだーっ!!

ＧＭ：ということで、ここから戦せん闘とうになる！

ハヤト：げげーっ!?




●第１ラウンド

ＧＭ：目の前にいるのは、黒いローブを身にまとった男たちで、腕うでには神しん竜りゆうゾハールの紋もん様ようをあしらった銀の腕うで輪わを身に着けている。

ジェイス：来たな、ゾハール教団！

[image: ]

ＧＭ：ちなみに、腕輪の紋様はこんな感じだ。

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：このゾハール教団の紋もん章しようを投とう稿こうしてくれたのは、竹仁愁たかに・うれいさん。竹仁愁さんは呪のろいが進行しているミラの〝薔薇ばらの刻こく印いん〟も送ってくれているよ。

ジェイス：へぇ～、それはまた別で使えそうだ（笑）。

ＧＭ：とゆーことで、どうもありがとうございました！

一同：ありがとうございました～！

ＧＭ：さて。では戦闘に戻もどろう。キミたちはひとつのエンゲージ。五メートル前方に短たん剣けんを持つ暗殺者が三人。さらにその五メートル向こうに弓きゆう兵へいがひとりだ。彼かれらは無言のまま、キミたちに殺気を放っている。

ジェイス：ふん、礼れい儀ぎのなっていないやつらだな。

キュリア：まったくです！　挨あい拶さつぐらいしたらどうですか！

ＧＭ：だが、そんなキュリアの言葉を無む視しし、リーダー格かくと思わしき弓兵が一言だけつぶやく。「……死ね！」さあ、戦闘開始だ！




▼行動値ち

　ハヤト　　　　　　　　　　　　　　11

　ゾハール教団弓兵　　　　　　　　　11

　プリム　　　　　　　　　　　　　　９

　キュリア　　　　　　　　　　　　　９

　ゾハール教団暗殺者Ａ、Ｂ、Ｃ　　　９

　ジェイス　　　　　　　　　　　　　６
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ＧＭ：第１ラウンドのセットアッププロセス。まずはハヤトから。

ハヤト：《イメージボディ》で回かい避ひ判はん定ていに＋４するぜ。ゾハール教団め、許ゆるさんっ！　いざ、分身っ!!　ポーズを取るとベルトの風車が回り、オレが五人に増ふえて敵を幻げん惑わくする！




　仮か面めんラ○ダーかいっ！




プリム：わぁ～っ！　ハヤトくんが増ふえたっ！

ＧＭ：これには敵も驚おどろく。「な、何っ!?　分身しただと!?」

ハヤト：驚おどろいてる驚いてる。あ、そうだ。ここで《陣じん形けい》も使っておくかい？

プリム：そうですね。三回まで使えますし、やっちゃいましょう。《陣形》承しよう認にんです！

ＧＭ：了りよう解かい。では、戦闘移い動どうをどうぞ。

ハヤト：暗殺者のエンゲージに突つっ込こむ！

ＧＭ：分身したハヤトたちが、一斉に敵エンゲージに飛とび込こんでいく。

キュリア：わー！　すごーい！（拍はく手しゆ）

プリム：それじゃあ、わたしも前に行きますよ！　ちなみに、あたしはセットアッププロセスで使うスキルはありません。

キュリア：同じくないです。

ＧＭ：次は弓兵だが、特にすることはなし。暗殺者はＡ、Ｂが《ランナップ》を使用し、エンゲージを離り脱だつ。そのまま、ジェイスとキュリアのエンゲージへ移動！

ジェイス：これは少々まずいな。

ＧＭ：そしてＣは、スキルを使用しないでその場に残る。さて、次はジェイスのセットアッププロセスだけど、どうする？

ジェイス：《ヘイスト》をキュリアにかける。（ダイスを振ふる）魔ま術じゆつ判定は成功。【行動値】に＋３Ｄする。（ダイスを振る）よし、11が出た。

キュリア：わお！　これで【行動値】20ですよ！

ＧＭ：これでセットアッププロセスは終しゆう了りよう。イニシアチブプロセスに移うつろう。最初の行動はキュリアだが、その前に弓兵が《カリキュレイト》（＊）を使用して行動する！

ジェイス：くっ、先に行動されたか。

ＧＭ：ムーブアクションで五メートル後方へ移動。マイナーアクションで《ゼロイン》（＊）。命中判定はマイナス１Ｄされるが、ダメージが＋15される。そしてメジャーアクションは、キュリアとジェイスに《アローシャワー》（＊）で攻こう撃げき！

キュリア：こっちに来ましたっ!?

ＧＭ：（ダイスを振る）命中判定の達たつ成せい値ちは17！

ジェイス：17だと？　ふっ、神官の私わたしが避さけられるはずも……（ダイスを振る）ファンブル！　避ける気すらなし！（一同爆ばく笑しよう）

キュリア：わたしも回避判定は２Ｄ＋１だから、クリティカルだけですね。（ダイスを振る）５だから、達成値６！　ダメ、失敗です！

ＧＭ：では、ダメージロールだ。４Ｄ＋33だから……（ダイスを振る）47点の物理ダメージだ。弓兵はキュリアとジェイスに狙ねらいを定めると、立て続けに弓に矢をつがえて撃うつ。マシンガンの弾だん丸がんのように、次々と飛んでくる矢がふたりを襲おそう！

ジェイス：それはなかなか痛いたいな。キュリアくんの【物理防ぼう御ぎよ力りよく】は？

キュリア：えっと、５点です。

ジェイス：それなら私の方が硬かたいな。キュリアくんに《プロテクション》！　魔ま力りよく障しよう壁へきで矢を弾はじき返かえすぞ。（ダイスを振る）おっ、いい感じだ。20点軽けい減げんしてくれ。

キュリア：ありがとうございます！　22点のＨＰダメージを受けました。

ジェイス：私は21点引いて、26点のＨＰダメージだ。

ハヤト：うお、マジで硬かてぇ（笑）。さすがジェイスさん！

ジェイス：防ぼう具ぐを新調したからな。これも《バスカー》のおかげだ。残りＨＰは46点。

キュリア：わたしは残りＨＰが24点です。ジェイスさんの《プロテクション》がなかったら本当に危あぶなかったですよ。

ジェイス：どうだね。私の有ゆう能のうさを改めて認にん識しきしてくれたかな？

ハヤト：回かい避ひでファンブル出したけどね（笑）。

ジェイス：回避はいいんだよ、回避は！　どうせ避さけられないんだから（一同笑）。

キュリア：次はわたしですね。ムーブアクションはなしで、マイナーアクションで《ハイサモナー》、メジャーアクションで《ファミリアコンビネーション》です！　《サモン・フェンリル》と《ファミリアアタック》で攻撃します。行きますよ、ターチュっ！

ＧＭ：足も再さい生せいし、気合みなぎるターチュが、瞳ひとみで「任まかせておけ」と力強くうなづく。

キュリア：まずは《サモン・フェンリル》で攻撃です。対象は暗殺者ＡとＢで、魔術判定は３Ｄ＋11です！

ＧＭ：こちらは《ハイサモナー》で回避判定がマイナス１Ｄされてるから、キュリアがファンブルしなければ、命中するな。ファンブルさえしなければ！（笑）

キュリア：ははは、まさか～。（ダイスを振る）ほっ！　うん、大丈夫です。出目８で、達成値は19です！

ＧＭ：それは避けられない！

キュリア：じゃあ、《マジックフォージ》も使います！

ジェイス：さらに《ディスコード》だ。

キュリア：ありがとうございます、ジェイスさん！

ＧＭ：うお!?　《サモン・フェンリル》と《ディスコード》を合わせて、19Ｄ＋６？　こ、これはかなり厳きびしい。

キュリア：いきますよぉ～。てい！（ダイスを振る）47点の〈無〉属ぞく性せい、魔ま法ほうダメージです！

ジェイス：（ダイスを振る）ちっ！　《ディスコード》は、あまり出目が振ふるわなかったな。ダメージに＋12点だ。




　キュリアの呼よび出だしたフェンリルの咆ほう哮こうが、ジェイスの呪歌によって強化され、すさまじい衝しよう撃げきとなって遺跡内部を揺ゆるがす。

　なすすべもなく呑み込まれていく暗殺者たち。




ＧＭ：暗殺者の【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】は３点なので56点のＨＰダメージを受けて……。くっ、２点オーバーで暗殺者Ａ、Ｂは倒たおれる。くー、《ディスコード》さえなければ耐たえられたのに！

ジェイス：《ディスコード》を乗せた甲か斐いがあったな！

キュリア：ありがとうございますっ！　さぁて、次はターチュの攻撃ですよっ！

プリム：おおーっ！　殲せん滅めつできそうな勢いきおいですね！

キュリア：ふふふ、任せてください！　対象は暗殺者Ｃです。命中判定は３Ｄ＋８になりますね。えいっ！（ダイスを振る）達成値21！

ＧＭ：やっぱり《ハイサモナー》の効こう果かでクリティカルが出ないので、回避はムリ！

キュリア：たぁ！（ダイスを振る）36点の貫かん通つうダメージです！

ＧＭ：キュリアの頭の上から、ターチュはふわっと空中に浮うかび上あがると、八本の足を絡からませる。その姿はまるでドリル！　そして、そのまま暗殺者Ｃに突とつ撃げき。一気に貫つらぬく！

ハヤト：ターチュドリルだー！（笑）

ＧＭ：ターチュは地面に突つき刺ささったところで止まり、再ふたたびキュリアの頭の上に戻もどってくる。身体を貫かれたゾハール教団暗殺者は、傷きず口ぐちを押おさえながら、苦く悶もんの表ひよう情じようを浮うかべた。げー、一気にＨＰの半分以上もっていかれた！

ジェイス：やばい、マジでタコが強い！　足をもいでる場合じゃない！（一同笑）

ＧＭ：次はハヤトの行動だ。

ハヤト：よし！　オレも負けてられないぜ。ムーブは特になし。マイナーで《カメレオンスキン》！　周囲の景け色しきと一体化して姿すがたを消す！

ＧＭ：分身して、さらに消えたっ！

ジェイス：分身する意味ないじゃん！（一同笑）

ハヤト：このあとに分身したまま攻撃するんだよ！（笑）　メジャーアクションで《サプライザル》だ！（ダイスを振る）出目がいいぞ。達成値は31！　五人のオレが現あらわれては消え、現われては消えをくり返して、次々と両手の短たん剣けんで攻撃する！

ＧＭ：回避はクリティカルのみ！（ダイスを振る）しなーい。達成値16で失敗！

ハヤト：こいつで仕し留とめるぜ。（ダイスを振る）ちょっと出目が悪いけど、それでも46点の物理ダメージ！

ＧＭ：先ほどのターチュの一いち撃げきも受けているので、そのハヤトの攻撃で暗殺者Ｃも倒たおれる。「む、無念……！」

ハヤト：そりゃ無念だろうなぁ。タコに倒たおされたようなもんだもんな（一同笑）。

ジェイス：意外と敵がもろいな。これで残りは弓兵だけだ。

ＧＭ：一いつ瞬しゆんで仲間三名を倒され、最後のひとりとなった弓兵の顔に焦あせりが浮うかぶ。次はプリムの行動だ。

プリム：はい！　ムーブアクションでエンゲージして、それからおなじみの《ソードダンス》＋《バッシュ》です！　そして、命中判定！　ここに《ダンシングヒーロー》も使って、４Ｄ＋９ですよ！

ＧＭ：……これは、１ラウンドも持たなさそうだ（笑）。

プリム：いきますっ！（ダイスを振る）命中は20です（笑）。

ジェイス：ちょっと低いか？

ＧＭ：（ダイスを振る）ダメ、回避失敗！

プリム：やった！　《スラッシュブロウ》を使います！　これでダメージは15Ｄ＋28ですよ！

ＧＭ：げぇっ!?（笑）

ハヤト：これはすげーぞ！

プリム：いきまーす！　えーいっ！（ダイスを振る）わわわ、１が多い！

ジェイス：いや、しかし全体でみればなかなかだぞ。これは一発でいけるか!?

プリム：（計算して）82点の物理ダメージです！

ＧＭ：ぐはっ!?　【物理防御力】を引いて、70点のＨＰダメージ！　プリムが一気に肉にく薄はくして振ふるった大たい剣けんが、弓兵を袈け裟さ懸がけに切きり裂さく！

ジェイス：やったか!?

ハヤト：いや、それ言ったらダメだって。それ、やってないフラグじゃん（一同笑）。

ＧＭ：そして実じつ際さい、ギリギリで耐たえてる（笑）。

プリム：残念！




　たたらを踏ふみ、崩くずれ落おちそうになるもギリギリで踏ふみとどまるゾハール教団の弓兵。

　驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめながら、彼は叫さけぶ。




ＧＭ：「くっ!?　馬ば鹿かな、これほどの実力とは。話が違ちがうぞ……！」

キュリア：おや？　話が違うとは、どういうことでしょう？

ジェイス：殺すな、捕とらえろ（一同笑）。

ＧＭ：さて、最後はジェイスの行動だね。

ジェイス：《ヒール》……と思ったが、とっとと倒してしまったほうがいいか。

プリム：おおぉ！　ついにジェイスさんがみずから──。

ジェイス：（しれっと）《ジョイフルジョイフル》をプリムに。

プリム：はぁ!?　あ、あたし!?（一同笑）

ジェイス：接せつ敵てきしてるのはキミだろうが！

プリム：すみません、すみませんっ！　てっきりジェイスさんが最後にやってくれるのかと思っちゃいました。

ジェイス：なんで、私が攻撃しなければならんのだ。




　確かに。




プリム：わ、分かりました。じゃあ、あたしが攻撃しますよ！

ジェイス：その調子だ。さあ、行け！（ダイスを振る）呪歌判定は成功だ。

プリム：はい！　さっきと同じくマイナーで《ソードダンス》、メジャーで《バッシュ》です！（ダイスを振る）ダイス目もさっきと同じなので、命中は20ですね！

ＧＭ：（ダイスを振る）むう、避けられない。達成値11で回避失敗。

プリム：よかったぁ！　今度のダメージは９Ｄ＋28ですね。えい！（ダイスを振る）合計で63点です！

ＧＭ：51点のＨＰダメージを受けて、これで累るい計けいが[image: ]点。……そんなの落ちるわっ！（笑）

一同：やったーっ！

ＧＭ：「馬鹿な、我われらゾハール教団の精せい鋭えい、が……」とうめいて、最後のひとりもばたりと倒れてしまう。まさか、１ラウンドで瞬殺されるとは……。

プリム：やった～っ♪

キュリア：ターチュ、やりましたよ～！

ＧＭ：敵が全ぜん滅めつしたので戦闘終了になるけど、シーンはこのまま継けい続ぞくするよ。

ジェイス：了解だ。ちなみにドロップ品はあるか？

ハヤト：ジェイスさん、こんな時に金かよ！（笑）

ジェイス：何を言う！　金は重要なんだぞ！




　言うが早いか、倒した敵の懐ふところをあさり始めるジェイス。

　ちなみに、ドロップ品は「折れた短剣（五Ｇ）」が二本だけであった。




ジェイス：なんてしけた連中だ！（一同笑）

プリム：合計しても一〇Ｇしかないなんて……。




　キミたちのダイス目のせいだ。




ジェイス：まぁ、持ってないならば仕方ない。では、楽しい尋じん問もんタイムの始まりだ。

ハヤト：ちゃんと話を聞けるのかな。オルタネイトみたいに、奥おく歯ばに毒どくとか仕し込こんであって、それ飲んで死んじゃうんじゃないの？

ジェイス：それでも話すだけ話してみるのだ。戦せん闘とう員いんのひとりの胸むなぐらを掴つかんで──。

ＧＭ：「うっ……！」と、尋問を受ける前に、奥歯に仕込んだ毒で──

ジェイス：おいちょっと待て！　いくら何でも早すぎるだろう!?　起きろ起きろ！　ぱんぱんぱん！　生き返るんだ!!（一同爆笑）

キュリア：せめて何か言ってからにしてー！（笑）

ＧＭ：「……」返事がない。ただの屍しかばねのようだ（一同笑）。

ジェイス：早いっつーのっ!?　せめて一言ぐらい尋問させろよ！

ＧＭ：分かったよ。どうぞ。

ジェイス：胸ぐらを掴んで訊きくぞ。……さて、全部吐はいてもらおうか（笑）。

ＧＭ：だが、彼らはジェイスのその質しつ問もんにただにやりと笑い返すだけだ。そして、キミたちの目の前で次々と自害してしまう。

ジェイス：結局死ぬのかよ！（一同笑）

プリム：そのようですね。

ジェイス：いかんな。こいつら、本物の狂きよう信しん者しやだ。一いち応おう、身体検けん査さしておこう。何か計画書とか持っていないだろうか？

ＧＭ：持ってないね。

ジェイス：むう。となれば、もはやこんな場所に用はないな。

キュリア：脱だつ出しゆつしないとですね。入り口は岩で埋うまってるんでしたっけ？

ＧＭ：そうだね。なお、この岩にはＨＰが設せつ定ていされていて、破は壊かいすれば遺跡から出られるようになる。ちなみにＨＰは[image: ]点で、【物理防御力】【魔法防御力】共に10だ。

ジェイス：なかなか高いな。

ハヤト：オレたちを始末できればよし。失敗しても時間を稼かせぎはするって、ところかな。

ジェイス：ここで岩の破壊にどれだけ時間がかかるかで、あとの展てん開かいに影えい響きようがありそうだな。

キュリア：ああ、それありそうです！

プリム：早く壊こわさないと！

ＧＭ：先ほどの戦闘からシーンは変わってないので、回数制せい限げんのあるスキルを使用する際さいには注意してね。

キュリア：あらら。まずいですね。わたし《マジックフォージ》使っちゃってます。

プリム：あたしも《スラッシュブロウ》が使し用よう済ずみです。

ハヤト：これは一本取られたかな？　この岩を壊すの、けっこう手間だよ。

ジェイス：むう。ここはシーンを切きり替かえて、「敵を倒した君たちは、無事に遺跡を脱だつ出しゆつして……」となるところではないかな。

ＧＭ：さっきシーンは継続するって言ったよ！（笑）

ジェイス：そんなこと言わずに！　せめて、シーンを変えようよ！

ＧＭ：ダメだってば！

ジェイス：謀はかったな!?




　罠だからな。




ＧＭ：攻こう撃げきは好きな順でＯＫ。命中判定はファンブルさえしなければ当たるよ。

ハヤト：なら、とっととやろうぜ。うだうだしててもしょうがないし、少しでも早く岩を壊せるようにがんばろう。

プリム：そうですね。やりましょう！

ハヤト：んじゃ、まずはオレからいくぞ。【ＭＰ】がきついけど、ここは出だし惜おしみなしだ。《カメレオンスキン》＋《サプライザル》で攻撃するよ。えい！（ダイスを振る）ちぇ、クリティカルしないや。

ＧＭ：だけど、こちらは避さけないから命中だ。

ハヤト：《サドンインパクト》も使っちゃえ。これで【物理防御力】は無視してダメージを算出できる。ダメージロールは12Ｄ＋17！（ダイスを振る）58点の物理ダメージ！

ＧＭ：58点喰くらった。裂れつ帛ぱくの気合と共に放たれた高速の斬ざん撃げきによって、岩がガラガラと崩くずれて、四分の三ほどの大きさになった。

プリム：次はあたしが。こっちも全力でいきますよ！　マイナーアクションで《ソードダンス》、メジャーアクションで《バッシュ》です。命中判定は……（ダイスを振る）22！

ＧＭ：大だい上じよう段だんから放たれたプリムの斬撃が、岩に叩たたきつけられる。ダメージをくれ。

プリム：《バイオレントアタック》を使っちゃいます！　ダメージが、９Ｄ＋47ですね。

ジェイス：47ってアンタ（笑）。

プリム：えいやー！（ダイスを振る）82点ですね。

ＧＭ：【物理防御力】を引いて72点受けました。これで累るい積せき[image: ]点！　うわっ、予想よりも早く削けずられてる！（笑）

キュリア：それじゃあ、今度はわたしの番です！　《ファミリアコンビネーション》で《サモン・フェンリル》と《ファミリアアタック》を使いましょう。まず最初は《サモン・フェンリル》から！　命中判定いきます。（ダイスを振る）23で当たり。ダメージは……（ダイスを振る）32点の〈無〉属性、魔法ダメージです！

ＧＭ：【魔法防御力】で10点引いて22点ダメージが入る。これで累計[image: ]点に。

キュリア：続けて《ファミリアアタック》！　行きますよ、ターチュ！（ダイスを振る）よ、よかった、ファンブルしなかった。17で命中しました。

ＧＭ：うおー、ゴリゴリ削られていくー!?

ジェイス：《ディスコード》で支し援えんしよう。（ダイスを振る）＋15点してくれ。

キュリア：助かります！　ターチュ、行きなさいっ！（ダイスを振る）39点に＋15で、54点の貫かん通つうダメージ！　ドドドドッとターチュが岩を撃うち貫つらぬきますよ！　ターチュドリルっ！

ＧＭ：ぐはっ！　累計[image: ]点！　今までの攻撃でヒビだらけになっていた岩は、高速回転するターチュの体当たりによって、木こっ端ぱ微み塵じんに砕くだけ散ちった！

プリム：やったぁ～っ！（拍はく手しゆ）

ＧＭ：まさか、１ラウンド保もたないなんて……。

ジェイス：私の出番はなかったな（笑）。いや、とりあえず《ヒール》しておこう。一番ＨＰが減へっているのは、キュリアくんか。（ダイスを振る）魔術判定は成功。（ダイスを振る）41点回かい復ふくだ。

キュリア：ありがとうございますっ！　全ぜん快かいしました～！

ＧＭ：では、ジェイスがキュリアを治ち療りようした後、キミたちは無事に遺跡から出ることができたということで。外は相変わらず閑かん散さんとしていて、人ひと影かげひとつ見あたらない。

ジェイス：とりあえず、さらに待まち伏ぶせとかはなさそうだな。だが、これがもし罠だとすると……。

プリム：あっ！　セ、セシリー!?　急いでグランフェルデンに戻もどりましょう！




　ありったけのポーションを使ってＨＰやＭＰを回復したプリムたちは、急ぎラインの町へと戻り、そこから転送サービスでグランフェルデンへと向かう。

　だが、そこで彼かの女じよらを待ち受けていたのは、予想だにしなかった光景であった。





（＊）《カリキュレイト》　ガンスリンガーのスキル。イニシアチブプロセスにメインプロセスを行なうことができる。

（＊）《ゼロイン》　スカウトのスキル。命中判定は減少するが、ダメージが増加する。

（＊）《アローシャワー》　レンジャーのスキル。「対象：範囲（選択）」に射撃攻撃を行なう。









◆Middle10◆偽いつわりの絆きずな




　ラインの町の神しん殿でんから転送サービスを利用して、グランフェルデンの神殿へと戻ってきたプリムたち。

　時じ刻こくは昼。普ふ段だんであれば礼れい拝はいに訪おとずれている人たちで賑にぎわっている時間のはずだが、神殿の中は不気味なほどに静まり返ってた。




ＧＭ：それでは次のシーンだ。キミたちはグランフェルデン大だい神しん殿でんの中に設せつ置ちされている転送サービスの魔法陣へと転送されたわけだが……。

ジェイス：だが？

ＧＭ：転送サービスを管理しているはずの神官がいない。

キュリア：あら？

ＧＭ：それどころか、人の気配がまったくない。

プリム：なんか、もう嫌いやな予感しまくりなんですけど……。

キュリア：何かあったんでしょうか？

ジェイス：分からん。とにかく、警戒しながら神殿の中のあちこちを見て回ろう。

ＧＭ：では、キミたちは転送ルームの部屋から出た。だが、廊ろう下かにも誰もいない。と、大だい聖せい堂どうの方から、微かすかに剣けん戟げきや叫さけび声ごえが聞こえてくることに気がつく。

ジェイス：どうやら、すでにことは起こっているようだな。

プリム：ど、どういうことですか!?　セシリーはっ!?

ＧＭ：セシリーの部屋に行ってみないことには分からないね。

プリム：（慌てた様子で）セッ、セシ、セッセッ……!!（一同笑）

ジェイス：心配のあまり、プリミラくんがやばいことになってる（笑）。

キュリア：お、落ちついて、プリムちゃん！

ハヤト：セシリーの部屋ってどこにあるんだ？

ＧＭ：一いつ般ぱんの神官が寝ね泊とまりしている場所だね。大聖堂とはけっこう離はなれているけど、どっちに行く？

プリム：ど、どうしよう!?

ジェイス：……セシリーくんの所へ向かおうか。

プリム：で、でも……。

ジェイス：もし、敵の目的がセシリーくんだとすれば、まだ間に合うかもしれないぞ。

プリム：セシリーの所に走ります！

ＧＭ：それでいい？

プリム：（心底困こまったように）えぇ～っ!?（一同笑）

キュリア：ＧＭ、迷まよわせるようなこと言わないでくださいよ！

ＧＭ：いや、ただ確かく認にんしただけなんだけど（笑）。

プリム：ど、どっちがいいのかな!?　あたしだけセシリーのところに……でも、《ギルドシンボル》がーっ！　ど、どうすれば～？

ジェイス：いや、分散はしない方がいいだろう。そして、キミの精せい神しんを安定させるためにも、セシリーくんのところに行くべきだと思う。

ハヤト：さっき、本当に言葉が出なくなってたもんなぁ（笑）。

プリム：す、すみません。じゃあ、セシリーのところにみんなで走ります！

ＧＭ：分かった。では、キミたちは神官たちの寝泊りしている棟むねへと向かう。だが、その途と中ちゆうも、神官に出会うことはない。そしてセシリーの部屋の扉の前──。

プリム：ばーんっと開けます！　セシリーッ!!

ＧＭ：勢いきおいよく開け放たれる扉。だが、部屋の中にセシリーはいない。部屋の中は特に荒あらされた様子もなく、ベッドもきちんとしている。

プリム：セシリー……！　セシリーがいませんっ!?

キュリア：何ですって!?

ハヤト：ど、どこに行ったんだ!?

プリム：探しましょう！

ジェイス：待て。我われ々われだけで探さがすのは労力が大きすぎる。おい、誰だれか！　誰かいるか!?

ＧＭ：返ってくるのは静せい寂じやくだけ。誰も答えてはくれない。

ジェイス：やはり誰もいないか……。どうやら大聖堂へと行くしかなさそうだな。少なくともあそこならば人がいるはずだ。何が起こっているか情じよう報ほうが手に入るかもしれん。

プリム：なるほど！　そうですね！　行きましょう！




　セシリーの部屋をあとにして、大聖堂へと向かうプリムたち。

　大聖堂に近づくにつれ、次第に音が大きくなっていく。

　剣戟の音、痛いたみに耐えているような呻うめき声ごえ、攻撃するために気合いを込こめている声──。やはり大聖堂で戦闘が行なわれているのは間ま違ちがいない。




ＧＭ：では、キミたちは大聖堂へと向かっていくわけだが、その近くの廊下に神殿に勤つとめている神官や、神殿の警けい備びを担になっている騎き士したちが倒れているのを発見する。

プリム：っ!?　だ、大丈夫ですか!?

ジェイス：おい、しっかりしろ！

キュリア：息はありますか!?

ＧＭ：あるものもいれば、ないものもいる。

ジェイス：じゃあ、まだ息のある神官から訊ききだそう。おい、しっかりしろ！　いったい何があった!?

ＧＭ：「ギ、ギルバート殿どのが……」

プリム：ギルバート!?

ジェイス：ギルバートがどうしたというのだっ!?　まさかあいつが反はん乱らんを起こしたとかじゃないだろうな？　私とあいつとは同期の桜さくら、同じ神殿の庭に咲さいたんだぞ？（一同笑）




　意味不明である。




ハヤト：でも、ジェイスさん。状じよう況きよう的てきに考えれば、ギルバートは悪いヤツだよ。だって、オレたちに「ラインへ行け」って言ったの、あの人じゃん（笑）。

ジェイス：……分かっている。それは分かっているさ。むしろ、岩が崩くずれた瞬間にヤツの罠だと思ったぐらいだよ！　ちくしょう！（一同笑）

キュリア：ギルバートさんはいい人だと思ってたのに！

プリム：じゃ、じゃあ、ギルバートさんは今どこに!?

ＧＭ：「……セシリーさんと一いつ緒しよに……大聖堂へ……」そして大聖堂の方からは、今もなお戦いの音が聞こえてくる。

ジェイス：……だ、そうだ。

プリム：ありがとうございます！　大聖堂へ行きましょう！

ＧＭ：では、大聖堂に入ると、そこにはやはり打うち倒たおされた神官や騎士の姿がある。さらには、礼拝に来ていたと思われる町の人たちも混まじってる。とにかく、目の前にいて邪じや魔まな人間をかたっぱしからなぎ倒たおしているようだ。

プリム：ひ、ひどいっ……！

キュリア：なんてことを！

ハヤト：これを全部ギルバートがやったのか？　だとしたら、かなり強いな……。

ＧＭ：そして、大聖堂の奥では、激げつ昂こうした騎士が今まさに、ギルバートに斬きりかかろうとしているところだ。

ジェイス：むっ！

ＧＭ：「貴き様さまぁ！」怒いかりと憎にくしみの混じった声と共に騎士は長ちよう剣けんを振ふり下おろす。が、ギルバートはその一撃を避さけようとも受けようともせず、平然とその身に受ける。

プリム：えっ!?

ＧＭ：しかし、騎士の渾こん身しんの一撃はギルバートの身体を傷きずつけることができない。まるで壁かべにあたったかのように〝がつんっ！〟と空中で制せい止し。次の瞬間、騎士はギルバートの放ったメイスの一撃を受けて吹ふっ飛とび、地面に転がる！

プリム：ああ、騎士さんが！

ＧＭ：即そく座ざにその騎士にソーンダイクが駆かけ寄よって、《ヒール》を掛かける。

ハヤト：ソーンダイクさん戻ってきてたのか！

キュリア：グッドタイミングですよー！

ＧＭ：だが、そのソーンダイクの身体も傷きずだらけだ。ソーンダイクは騎士を守るように神しん聖せい魔ま術じゆつでギルバートを攻撃するが、放たれた光はやはり彼の直前で弾はじけて霧む散さんしてしまう。

キュリア：な、なんで？

ＧＭ：ギルバートは不ふ敵てきな表情のまま、ソーンダイクの神聖魔術を平然と受け続ける。そんな余よ裕ゆうの笑みを浮うかべる彼の背はい後ごに立つ人影がある──プリムの妹、セシリーだ！

プリム：え？　セシリーっ!!

ＧＭ：その叫び声に気がついたのか、セシリーはプリムの方へと視し線せんを移うつす。そして、悲しそうな表情を浮うかべる。

プリム：セシリー！　お姉ちゃんだよーっ!!

ＧＭ：だが、そんなプリムの必死の呼よびかけにセシリーは応こたえることもなく、うつむき、目をそらしてしまう。

プリム：えっ!?

ハヤト：なあ、セシリーの様子がおかしいぞ。

キュリア：ええ、どうしたんでしょうか。

プリム：みんな！　セシリーを助けましょう！

ハヤト：そ、そうだな。おい！　待てよ、ギルバート！　ここからはオレたちが相手だ！オレは両手の短剣を構かまえて、勢いよく突つっ込こんでいく！

キュリア：一番最初に!?（笑）

プリム：早いよ～!?（笑）

ハヤト：あ、ちなみに演えん出しゆつなんで、負けても全然オッケーなんで（笑）。

ＧＭ：では、演出で処しよ理りしましょうか（笑）。分身してギルバートに躍おどり掛かかるハヤト。だが、ギルバートはまるで気にしていない。それどころか、ハヤトのことを無視したように、視線すら向けない。

ハヤト：その油ゆ断だんが命取りだ！　頭上の死角から、短剣による一いち撃げきを繰くり出だす！

ＧＭ：だが、騎士やソーンダイクの時と同じく、あと少しのところで、〝キィンッ〟と短剣が止まってしまう。まるで見えない壁かべに阻はばまれているように、ぴくりとも動かない。

ハヤト：な、なんだこりゃ!?

ジェイス：いかん、ハヤトくん。離はなれるんだ！

ＧＭ：「遅おそいですよ」無む造ぞう作さに振ふり回まわされたメイスがハヤトの脇わき腹ばらを直ちよく撃げき。すさまじい勢いで吹ふっ飛とばされてしまうハヤト。

ハヤト：ぐはっ!?　そしてそのまま壁に激げき突とつし、壁の赤いしみになります（一同笑）。

一同：ハヤト───っ!?

プリム：ひ、ひどいよぅ!?（笑）

キュリア：だ、駄だ目めぇ～っ!!　駄目ですよ～っ!?（笑）

ジェイス：くっ！　まさか、君がゾハール教団のスパイだったとはな……。

ＧＭ：「別にスパイではないのですが……まぁ、いいでしょう。しかし、何とか始末できればと罠にかけたのですが……。結局は私の正体を確かく信しんさせただけでしたね。やれやれです」

ハヤト：じゃあ、ここでオレは身体を起こすぞ。くそ、攻撃が届とどかないぞ。なんなんだ、アイツ！

ＧＭ：ハヤトの疑ぎ問もんにギルバートが答える。「あなたがたの攻撃は私には通じませんよ。これこそ、神しん竜りゆうゾハールの力！」

ジェイス：なるほど、絶ぜつ対たい防ぼう御ぎよの結界か。かつてゾハールは自分を四重の結界で守っていたそうだ。その結界を破は壊かいしない限かぎり、いかなるダメージも与あたえることができなかったらしい。

キュリア：そ、そんな!?

プリム：ど、どうすればいいんですか……？

ジェイス：うむ、私に言われても困こまる（笑）。

プリム：ゾハールさんっ！

ＧＭ：「…………」

プリム：ん？

ＧＭ：「私の名前はゾハールではないのですが……」

プリム：ごっ、ごめんなさいっ!?　ギルバートさんだ！（一同爆笑）

ＧＭ：「それも正せい確かくではありませんね。我の真の名はビルターグ」

一同：ビルターグっ!?

プリム：その名前、知ってます！　〝薔薇の武ぶ具ぐ〟を作った魔族のひとりじゃないですか！

キュリア：ユージンさんが言ってた人ですね。でも、神竜を倒たおす武具の作成に協力してくれた人がなんで、ゾハール教団になんか入ってるんですか!?

ハヤト：そういやそうだ。おい、お前、何を企たくらんでいるんだ！

ＧＭ：「ふむ……。何も知らずに呪いで死んでいくのも不ふ憫びん。せっかくだから、教えて差し上げましょう」とギルバート、改めビルターグは高説ぶる。

ジェイス：うむ、拝はい聴ちようしようじゃないか。

プリム：これが冥めい土どの土産みやげってやつですね。

ジェイス：ご主人様ってやつだな。

一同：……。

ジェイス：……。

一同：……。




　すべったな。




ジェイス：さ、さぁ、ギルバート。さっさと話したまえ！

ハヤト：あ、ごまかした（一同笑）。

ＧＭ：「分かりました。私がエルダナーンどもに協力して〝薔薇の武具〟を作ったのは、ゾハールを邪じや悪あく化かさせ、その力を我わが物とするためです」

ジェイス：何だと。人の設定に上乗せしやがって！（一同笑）

プリム：どういうことですか？

ＧＭ：「薔薇の武具にちょっとした細さい工くを施ほどこしたのですよ。かの武具によって命を奪うばわれたゾハールの魂たましいが幽ゆう界かいへと行かず、そのまま物質界へ留とどまり、生きてもおらず、死んでもいない状じよう態たいになるようにね」

ハヤト：じゃあ、ゾハールは死んでないのか？

ＧＭ：「そのとおりです。不思議だとは思いませんか？　倒されたはずのゾハールの呪いが継続していることが。それはまだゾハールが死んでいないからなのですよ。そして、すでにゾハールの魂には瘴しよう気きをたっぷりと送おくり込こみました」

ジェイス：なに？　そうか、ルードが言っていた黒影剣エクリプスを盗ぬすんだのは……。

ＧＭ：「えぇ、私です。ですが、あの剣はもともと私が邪じや神しんから授さずかった物。本来の持ち主である私に返してもらっただけです」

ジェイス：ここで『セカンドウィンド』と繋つながるのか！

ＧＭ：「あとはゾハールの力を私が使えるようにするのみ。そこで私はセシリーと契けい約やくを交わしました」

プリム：どういうことですか？

ＧＭ：「かつて、あなたは一度死の淵ふちに立ったでしょう。崖がけから落ちて大おお怪け我がを負ってね」

プリム：確たしかにあったけど、あの時の傷は思ってたよりも全然軽くて──。

ＧＭ：「とんでもない。本来であれば、あの時にあなたは死んでいましたよ」

プリム：し、死んでた!?

ＧＭ：「私はセシリーと契けい約やくし、あなたを助ける手助けをしたのですよ。あなたとセシリーの魂を結びつけることでね」

プリム：（片かた言ことになって）た、タマシイヲムスビツケル？

ジェイス：なんで片言になってるんだ（笑）。

プリム：（片言のまま）ドーユーイミデスカ？（一同笑）

ＧＭ：「少々難むずかしかったですかね……。もう少しかみ砕くだいて説明しましょうか？」

ジェイス：なんなら図ず解かいしてやってくれ。

ＧＭ：「いいでしょう」

プリム：ありがとうございます！（笑）

ハヤト：意外と親切だな、こいつ（一同笑）。




　左の図ず版はんを参照である。
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ＧＭ：（図を書きながら）ビルターグの話を要約するとこんな感じになる。プリムは過か去この事じ故こで死し亡ぼうするほどの大怪我を負った。

プリム：そこは分かります！

ＧＭ：本当はそのまま死ぬはずだったんだけど、ビルターグが君とセシリーの魂を結びつけて、失われた生命力を補ほ填てんさせることで傷きずを癒いやしたわけ。

キュリア：あっ！　もしかして、セシリーちゃんの身体が弱くなったのって……。

ＧＭ：そのとおり。プリムの傷を、命を失わない程てい度どに癒した代だい償しようとして、セシリーの生命力が減ったわけだね。ちなみに、セシリーは自分の負うリスクは知った上で、契約に応おうじている。それだけプリムのことを救いたかったんだ。

プリム：セシリー……！

ジェイス：いい子じゃないか。

ＧＭ：そして、セシリーに現あらわれた〝薔薇の刻印〟だけど、あれはプリムの中にある〝刻印〟の力が、結びつけられた魂を通してセシリーに流ながれ込こんだ結果、浮うかび上あがったものだ。

ジェイス：おお。では、セシリーくんは〝刻印〟を持っているわけじゃないんだな。

プリム：だから、光のゴーレムさんは、セシリーが〝白き薔薇の巫女みこ〟じゃないって言ったんですね。

ＧＭ：そのとおり。「そして、あなたは〝白き薔薇の巫女〟だ。巫女の持つ〝薔薇の刻印〟は、呪のろいの力でゾハールと繋つながっている。あなたとセシリーの魂を繋げれば、セシリーにもゾハールの力が渡わたるのは道理です。もっとも、その時にちょっとした細工をさせてもらいましたけどね」

一同：細工？

ＧＭ：「ええ。あなたとセシリーの魂を結びつけた時、一いつ緒しよに私とセシリーも結びつけさせてもらいました。私はこの結びつき──リンクを自由に操あやつることができましてね。神竜の呪いの影えい響きようから逃のがれつつ、ゾハールの力だけを使うことができるのですよ」

ハヤト：それがギルバートの持つ絶ぜつ対たい防ぼう御ぎよ結界の種明かしというわけか。

プリム：なるほど！

ＧＭ：「で、ご理り解かいいただけましたかな？」

キュリア：ありがとうございます！（笑）

ジェイス：ようは〝刻印〟は他人に持たせて悪いところを押おしつけて、自分は魂のリンクを利用して力だけいただいているわけか。

プリム：なるほど！　便利！

ハヤト：お前、都合がよすぎるぞ！（笑）

ジェイス：とはいえ、その絶対防御結界も完かん璧ぺきではない。四年前に起きた〝薔薇ばらの災さい厄やく〟において〝薔薇の武具〟の力で破は壊かいされている。お前の作ったものが、お前の無む敵てきを揺るがすというのだからお笑いだな！

ＧＭ：「無む論ろん、知っています。ですが、対たい策さくしていないとでもお思いですか？」

ジェイス：……まあ、してるだろうな。

キュリア：ちなみに、どういった対策を……。

ＧＭ：「もちろん教えて差し上げません」

キュリア：ですよね（一同笑）。

ＧＭ：「さて、十分な土産みやげは与あたえましたし、私はそろそろお暇いとまさせていただきます。邪じや悪あく化かさせたゾハールの魂に、身体を与える必要がありますからね。魂だけでは、ゾハールはすべての力を発はつ揮きすることができませんので」

ジェイス：待て！　それはつまり……。

ＧＭ：「えぇ、セシリーを依より代とさせてもらいます」

プリム：そ、そんなっ!?

ハヤト：そんなこと、許ゆるされるものか！

キュリア：そうですよ！

ＧＭ：「誰に許しを請こわねばならぬというのですか？　この私が！」

プリム：あたしですっ!!

ＧＭ：「ほう？」

プリム：あたしは、セシリーのお姉ちゃんですから！

ＧＭ：「ああ、そういえばあなたは、セシリーさんの姉でしたね。でも、あなたの〝薔薇の巫女〟の力のせいで、セシリーさんはこのような目にあっているのですよ？」

プリム：そ……そう、なの？

ＧＭ：「あなたが〝白き薔薇の巫女〟でさえなければ、セシリーさんはこんな目にあわずにすんだのに。いや、ひどい姉ですね」

プリム：あ、あたしだって……好きでやってるわけじゃない！

ＧＭ：「ですが、かつて崖がけから落ちたのはあなたの不注意でしょう。あの事じ故こさえなければ、セシリーさんは私の言葉に耳を貸かさなかったでしょうに」嘲あざけるような笑えみを浮かべて、ビルターグが言います。

プリム：う……うう～……！

キュリア：ああっ！　駄目、またうしろ向きになっちゃう～！　違ちがいますよプリムちゃん！しっかりして！　あなたのせいなんかじゃない。絶対に違います！

ハヤト：そうだよ、キュリア姉ちゃんの言うとおりだ！　きっと、その事故すらこいつが仕し掛かけたに決まってる！　そうなんだろう!?

プリム：えっ!?

ＧＭ：「おお、さすがはネオ・ダイナストカバルのハサミカメレオン」

ジェイス：なんで知ってるんだ（笑）。

ハヤト：あまりにも状じよう況きようがあいつに都合がよすぎたんで、カマをかけてみたんだよ。いやぁ、言ってみるもんだね（笑）。

ジェイス：やるじゃないか。今ちょっと見直したぞ（笑）。

ハヤト：まぁ、ね！

キュリア：ということは、やっぱりあなたがわざとプリムちゃんを……！

ＧＭ：「ええ、そうです。でなければ、あの場に都合よく私がいるわけがないでしょう？」

プリム：そういうことだったの……!!　何であたしを!?

ＧＭ：「あなたが〝白き薔薇の巫女〟になるということは、すでに知っていましたからね」

ジェイス：血ち筋すじ、か。

キュリア：プリムちゃんが〝薔薇の巫女〟として覚かく醒せいするのをずっと狙ねらっていたんですね。

ＧＭ：「そういうことです。とはいえ、さすがに直接仕掛けを施ほどこせるほど、〝薔薇の巫女〟の力は弱くありませんでしたので、搦からめ手てを使ったわけです」

ハヤト：それでセシリーさんを利用したのか。それはプリム姉ちゃんのせいなんかじゃないじゃないか！

ＧＭ：そのとおり。だが、言葉を持って人を惑まどわすのがこの魔族。「いいえ、プリミラさん。かわいい妹がこんな目にあうのはあなたのせいですよ」と言い続ける。

プリム：あ、あたし、どうしたらいいんでしょう……!?

ジェイス：簡かん単たんなことだよ。こいつを倒して、妹を取とり戻もどす。それだけの話だ。

プリム：そっか！　ビルターグさんっ！　あたし、あなたを倒しますっ！

ＧＭ：「この無敵の絶対防御結界を、どう貫くのですか？」

プリム：それだって何とかしますっ！

ＧＭ：「ほう。では、やってみますか？　そこら中に転がっている神官や騎き士し、そして先ほどの少年のようになるのが関の山です」

ハヤト：あやうく壁の赤い染しみになるところだったぜ（一同笑）。

ＧＭ：ビルターグは真ま綿わたで首を絞しめるように、ゆっくりとプリムの気力を削そぐように言葉を投げかけてくる。「悪いことは言いません。おやめなさい」

プリム：うう……で、でも……！

ＧＭ：「それでは行きましょう、セシリーさん」と声をかけると、ビルターグはここで《テレポート》する！

プリム：セシリー！

ＧＭ：これはスキルなので《インタラプト》で打ち消せるけど、どうする？　ちなみに、打ち消すとこの場でビルターグと戦せん闘とうになるよ。

ジェイス：行かせてやろうじゃないか。今戦うには、情じよう報ほうが少なすぎるしな。

ＧＭ：「賢けん明めいな判はん断だんです。それではごきげんよう」と告げて、ビルターグは《テレポート》を使用。セシリーと一緒に、いずこかへ転てん移いする。

プリム：セシリー！　セシリーッ!!

ＧＭ：さらにビルターグは、置き土産みやげを残していく。ビルターグとセシリーが消えると同時に二体の魔ま物ものが出しゆつ現げんする！

プリム：か、回復しておいてよかった（笑）。

キュリア：いや、本当に。

ハヤト：まさかの連戦だもんな（笑）。

ＧＭ：さあ、それでは戦闘を開始しよう！







◆Middle11◆神殿での戦い




　ギルバート、いや魔族ビルターグによって召しよう喚かんされた魔物は二体。

　山羊頭で無数の武ぶ器きを背せ負おった二刀流の魔族。そして、鷲わしの上半身と馬の下半身を持つ魔ま獣じゆうだった。




●第１ラウンド

▼行こう動どう値ち

　ディブロウ　　　14

　グリフォン　　　14

　ハヤト　　　　　11

　プリム　　　　　９

　キュリア　　　　９

　ジェイス　　　　６
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ＧＭ：では、セットアッププロセスからいこう！　まずはディブロウとグリフォンは何もなし！　続けてハヤトのセットアッププロセスだ。

ハヤト：《イメージボディ》！　魔族め、許さん！　分・身！　ベルトの風車が回転して、五体の分身を出現させる！　《陣じん形けい》はどうする？

キュリア：誰かに魔族に近づいてもらって、動きを制限してもらえると助かります。

プリム：じゃあ、使っておきますか？

ジェイス：……いや、必要あるまい。私がハヤトくんに《ヘイスト》をして、先に動いてもらえば問題ないはずだ。

ハヤト：おお、それいいね。

プリム：じゃあ、《陣形》は温おん存ぞんで！

ＧＭ：了解。プリムとキュリアは特になしとのことなので、次はジェイス。

ジェイス：というわけで、ハヤトに《ヘイスト》だ。（ダイスを振る）発動は成功したぞ。（ダイスを振る）＋14なので、【行動値】25まで上じよう昇しようだな。

プリム：すごーい！（拍手）

ＧＭ：これでセットアッププロセスは全員が終わったね。では、メインプロセスはハヤトからだ。

ハヤト：ムーブアクションで全力移動してディブロウにエンゲージだ。マイナーアクションが潰つぶれて隠おん密みつ状態になれないから、メジャーアクションは普ふ通つうにディブロウを攻こう撃げきするぞ。んー、それ！（ダイスを振る）命中は16！

ＧＭ：回かい避ひは高くないんだよね。（ダイスを振る）達成値８で回避失敗した。

ハヤト：今回はダメージロールに《ピアシングストライク》を使う。ダメージは６Ｄ＋14だ。

ジェイス：隠密状態でなくても、そのダメージか。

ハヤト：オレも成長してるからな！（ダイスを振る）うん、いい出目だ。44点の物理ダメージ！　くらえ、分身攻撃！

ＧＭ：分身に惑まどわされて、ディブロウは攻撃を受けた。まあ、分身は演えん出しゆつで、実は攻撃には何の意味もないんだけど（笑）。

ハヤト：そう、ただの演出（一同笑）。

ＧＭ：【物理防ぼう御ぎよ力りよく】を引いて18点喰くらった。ハヤトの繰くり出だした短剣は、ディブロウの硬かたい毛皮を斬きり裂さいて傷つけるが、まだまだ余裕がある。にやりと笑って、「やるな小こ僧ぞう。だが、その程度では俺おれはやれんぞ？」と挑ちよう発はつしてくる。

ハヤト：ふん、今のは小こ手て調しらべさ。短剣を構え直して、ディブロウを睨にらみ返かえす！

ＧＭ：「面白い！　ならばこの一いち撃げきを防ふせいでみせろ！」と、ここでディブロウの行動だ。ムーブとマイナーはなし。メジャーは《マススラッシュ》（＊）を使って、ハヤトに攻撃する。

ハヤト：へ、分身を囮おとりに避よけきってやらぁ！

ＧＭ：「分身など関係ない。全部斬り裂くだけよ！」ディブロウは次々と背せ中なかの武器を抜ぬき放ち、怒ど濤とうの攻撃を仕し掛かける！（ダイスを振る）命中判定の達たつ成せい値ちは22！

ハヤト：《ドッジムーブ》を使って回かい避ひするぜ。（ダイスを振る）うわ、出目が悪い!?

ＧＭ：おっ！

ハヤト：あ、いや、達成値23でギリギリ回避だ。次々と分身が斬り裂かれていくけど、ギリギリで攻撃を避けきった！　残った最後の一体が本体だ。やるじゃん。でも、どうやら本体には届かなかったみたいだね（一同笑）。

ＧＭ：「ちい、こいつなかなかやりやがる！」悔くやしさに顔を歪め、ディブロウがギリッと歯は噛がみした。続けてグリフォンの行動だ。

プリム：敵てきさん速すぎですよー！

ＧＭ：ムーブとマイナーは何もせず、メジャーでハヤト以外を攻撃。くちばしをぐわっと開き、後方に向けてブレスを吐はく。《ブレス：風》（＊）！

キュリア：きゃー！

ジェイス：やはりこっちにきたか。しかし〈風〉属性か……。〈火〉属性ならば、エレメンタルシールドでダメージ軽減できたものを！

ＧＭ：残念だったな！　ではいくぞ！（ダイスを振る）命中は達成値17！

ジェイス：避けられるわけがないだろう！（笑）

プリム：あわわ～。そうだ！　《ダンシングヒーロー》を使います！　これで３Ｄ＋10になるのでいけるはず！

ハヤト：さすがはダンサー。なかなかの回避力じゃん。

プリム：えいっ！（ダイスを振る）やった！　出目10で達成値は20！　避けましたっ！　よかった～！

キュリア：すごい！　なんか、もう振ふらなくてもいい気がしてきたんですが（笑）。

ＧＭ：まあまあ、クリティカルするかもしれないから（笑）。

プリム：キュリアさん、がんばって～！

キュリア：そ、そうですよね……いけ！　クリティカル！（ダイスを振る）惜おしい～っ!!５、６で達成値12。回避失敗です……。

ハヤト：がんばったのに、惜しいっ！

ジェイス：（ダイスを振る）７か。ははは、こちらは華か麗れいなステップで命中するぞ（笑）。

ＧＭ：ではダメージロール。せい！（ダイスを振る）出目10だから、45点の〈風〉属性魔法ダメージだ。

ジェイス：《プロテクション》をキュリアに！（ダイスを振る）よし、19点軽減だ。

キュリア：ありがとうございます！　【魔法防御力】分の７点も引いて、19点のＨＰダメージを受けました。残りＨＰは27点です。

ジェイス：私は12点引いて33点のＨＰダメージを受ける。残りＨＰは39点。




　暴ぼう風ふうのようなブレスが吹ふき荒あれる。ジェイスは直撃を受けるも、持ち前のタフさで耐たえることに成功。魔ま力りよく障しよう壁へきに守られたキュリアも致ち命めい傷しようを逃のがれられた。そして、プリムは荒あれ狂くるう風の中を舞まうように華麗な動きですり抜ぬけていく！




プリム：ひゃ～！　危な～い！

ジェイス：今回は何とかなったが、何発も撃うたれたら、さすがに耐えきれんぞ。

ハヤト：これはグリフォンを先に落としたほうがいいかもなぁ。

ＧＭ：次は、【行動値】９のプリムとキュリアだ。どちらが先に行動するかは、好きに決められるよ。

プリム：それじゃあ、あたしから行きます！

キュリア：がんばって！　プリムちゃん！

プリム：いきまーす！　ムーブアクションでグリフォンさんに近づいて、マイナーアクションで《ソードダンス》、メジャーアクションで《バッシュ》です。えーい！（ダイスを振る）出目８だから、達成値は17です！　思いっきり剣を振ふりかぶって、叩たたきつけますよ！

ＧＭ：それだと、３Ｄで11が出れば回避できるな。

プリム：避けないで～！　待って避けないで、避けないでよ！　やだやだ！（一同笑）

ＧＭ：とりゃ！（ダイスを振る）出目11！　達成値17できっかり回避！

プリム：あーっ!!

ＧＭ：プリムが斬きりかかったところで、グリフォンはふわりと高く飛び上がる。プリムの大剣は、その脇わきをすり抜けていった。

プリム：えーっ!!　シ、ショックです……！　あうう、みなさん、すみません～！

キュリア：気にしないでください。そういうこともありますよ！

ハヤト：そうそう。次で決めればいいのさ。

プリム：わ、分かりました！　プラス思考で全力でがんばります！

ジェイス：うむ、その調子だ。

キュリア：次はわたしの番ですね。もちろん、グリフォンを狙います。ムーブでうしろに下がってから、マイナーで《ハイサモナー》、メジャーで《ファミリアコンビネーション》です！　まずは《サモン・フェンリル》から！（ダイスを振る）命中は24！

ＧＭ：さすがにそれはクリティカルのみ……！（ダイスを振る）ダメだ。回避失敗！

プリム：おおー！　当たったー！（拍はく手しゆ）

キュリア：《マジックフォージ》を使って、ダメージは14Ｄ＋６です！

ジェイス：さらに《ディスコード》も上乗せだ。（ダイスを振る）＋15点してくれ。

キュリア：どんっ！（ダイスを振る）46＋15で61点の〈無〉属性魔法ダメージです。ダメージが入ったら、バッドステータスの［威い圧あつ］も入りますよ。

プリム：おおーっ！　すごい高いっ！

ＧＭ：【魔法防御力】を引いて……44点のダメージと［威圧］が入った。

キュリア：続いてターチュの攻撃です。（ダイスを振る）なかなかですね、命中は19！　いっけー、ターチュ！

ＧＭ：これもクリティカルのみ……（ダイスを振る）８で回避失敗。

キュリア：（ダイスを振る）おお、出目がすごくいい！　48点の貫かん通つうダメージです！

ＧＭ：フェンリルの咆ほう哮こうで動きを止めたところに、ターチュのドリルタックルが命中！　合わせて92点喰らってしまった。あっという間に三分の二もっていかれたー！

プリム：やった～！　あと少し！

ジェイス：次は私だな。このまま一気にグリフォンを落としたいが……。さて、誰に《ジョイフルジョイフル》をかけるかな。

キュリア：わたしはちょっとＭＰが……（笑）。

ハヤト：オレはディブロウとエンゲージ中。

ジェイス：では、プリミラくんにかけよう。（ダイスを振る）呪じゆ歌か判定は成功だ。さあ、プリミラくん、行くがいい。今度は、攻撃を当てるのだ。

プリム：モチのロンですよっ！　任まかせてください！　マイナーで《ソードダンス》、メジャーで《バッシュ》です！　命中判定いきます！（ダイスを振る）やった！　今度は高いですっ。ダイス目が14だから、23です！

ＧＭ：それは厳きびしいな。先ほどよりさらに鋭するどい斬撃に対し、グリフォンは再び空に舞まい上あがることで回避を試みるが……（ダイスを振る）くう、達成値17で失敗！

プリム：よかったーっ！　《スラッシュブロウ》も使っちゃいます！　ダメージは15Ｄ＋28で！（ダイスを振る）89点の物理ダメージ、これでどうだ───っ！

ＧＭ：ぶーっ!?　【物理防御力】分を減へらしても61点ダメージ！　プリミラの鋭い一撃が弱っていたグリフォンを一いつ刀とう両りよう断だん！　魔ま獣じゆうは力を失い、地面に落下して、そのまま動かなくなる。

プリム：やったぁ～っ!!　見たか、あたしの力っ！

キュリア：タコの力もです！

プリム＆キュリア：イェイ！





（＊）《マススラッシュ》　ディブロウの持つエネミースキル。ダメージに＋12し、至近の範囲（選択）に武器攻撃する。

（＊）《ブレス：風》　エネミースキル。〈風〉属性の特殊攻撃を行なう。






●第２ラウンド

▼行動値

　ディブロウ　　　14

　ハヤト　　　　　11

　プリム　　　　　９

　キュリア　　　　９

　ジェイス　　　　６

[image: ]




ＧＭ：では、２ラウンド目のセットアッププロセスだ。

ハヤト：《イメージボディ》で分身！

ジェイス：《ヘイスト》は今回は使わないでおく。先手を取れても一撃では倒たおせないだろうからな。

ＧＭ：他にはないね？　それではイニシアチブプロセスへ移い行こう。最初の行動はディブロウになる。「お前ら近づいてこい！　まとめてぶった切ってやる！」

ジェイス：誰が近づくか！（笑）

ＧＭ：「うぐぐ……。参ったぜ。目の前の小こ僧ぞうには当たる気がしない！」（一同爆笑）

ハヤト：待機したらどうかな。そしたらプリム姉ちゃんは近づいてくるよ？（笑）

ＧＭ：「それじゃあ、俺がボコボコにされるじゃねえか！」（一同笑）

ハヤト：ちぇ、ばれた（笑）。

ＧＭ：「ええい、こうなればお前は放置だ！」ムーブアクションで離り脱だつして、プリムのエンゲージに移動しよう。

プリム：わっ！　こっちに来たー！

ハヤト：ふっふっふ、かかったな！　プリム姉ちゃんは超ちよう硬かたいんだぞー！（笑）

プリム：負けませんよっ！

ＧＭ：ならば命中判定でクリティカルを出すまで！　メジャーアクションは《マススラッシュ》！　対象はプリム！　うっ！（ダイスを振る）ダメだ！　クリティカルしない！　《バトルコンプリート》（＊）で振ふり直し！（ダイスを振る）達成値が１下がったー!?（一同笑）

ジェイス：それが貴様の限げん界かいのようだな（笑）。

ＧＭ：くっ！　しかし、命中の達成値は高めで23！

プリム：きゃー!?　クリティカルしか避けられないです！（ダイスを振る）駄目だったー！９だから18で失敗～！

ＧＭ：ダメージは４Ｄ＋41。先ほどと同様、背負っている剣を次々と抜き放ち、斬ざん撃げきを放つ！（ダイスを振る）うーん、さっきから全体的に出目が悪いな。出目14だから、55点ダメージ！

プリム：ここでウィガールの効果を使いますっ！　ダメージを５Ｄ軽減しますよ！

ジェイス：さらに《プロテクション》だ！

ＧＭ：ダメだ。ダメージが通る気がしない！（笑）

プリム：（ダイスを振る）わお、いい感じ♪　６が三つも出てます！　23点軽減しました。

ジェイス：（ダイスを振る）結けつ構こう高いぞ、さらに18点軽減だ。

プリム：合計で41点軽減して、さらに【物理防ぼう御ぎよ力りよく】16点を加えて、57点まで止まります。

ＧＭ：ＨＰダメージ０!?　二重に展開された障壁によって、ディブロウの斬撃はすべて弾はじき返かえされてしまった。「ば、馬鹿な！　攻撃が通らないだとっ!?」（一同笑）

プリム：やったぁーっ!!

ＧＭ：「こ、これが〝薔薇の武具〟の力だというのか!?　ぐう、このままでは……！」ディブロウは激はげしく動どう揺ようしている。

ハヤト：次はオレだね。まずはムーブアクションでエンゲージ！　マイナーアクションで《カメレオンスキン》、メジャーアクションで《サプライザル》＋《サドンインパクト》！姿を消して不意打ちを仕掛ける！　背中ががら空きだぜ！（ダイスを振る）命中は24！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避は達成値14で失敗！　ハヤトを見失ったディブロウは、完全に不意を突つかれてしまう。「い、いつの間に背後に回りやがった!?」

ハヤト：《ピアシングストライク》も使って……（ダイスを振る）64点の物理ダメージ。そんでもって【物理防御力】は無視だ。短剣二刀流で正確に急所だけを攻撃していく！

ＧＭ：くー、【物理防御力】はそれなりにあるのに！　64点そのまま受けた。自じ慢まんの毛皮も、正確無む比ひなハヤトの攻撃の前には無力。「この俺が人間ごときに押おされてるなんて！　こんなのありえねえ！」

ハヤト：へん、オレをただの人間だと油断したのがお前の敗はい因いんだ。オレはハサミカメレオン。ネオ・ダイナストカバルの怪かい人じんだ！

ＧＭ：「か、怪人だと!?　くそ、いったい何なんだ！　わけが分からねえ!?」

ジェイス：理解する必要などないさ。貴様はここで倒れるのだからな！　さあ、プリミラくん、キュリアくん！　やってしまえ！

プリム：はいっ！　マイナーアクションで《ソードダンス》、メジャーアクションで《バッシュ》！　えい！（ダイスを振る）やったっ♪　６、６、３でクリティカルです！

ＧＭ：こ、ここでクリティカル!?

キュリア：すごいです、プリムちゃん！

プリム：イェイッ♪　やったやった～っ♪

ＧＭ：うぐぐ、これはもう駄目か!?（ダイスを振る）ああーっ！　一個こは６は出るのに、クリティカルしない！　回避失敗！

プリム：これで決めます！　《バイオレントアタック》を使って、ぴったりＭＰ０に！　これでダメージロールは11Ｄ＋47点ですね！

ジェイス：プリミラくんが全力でいくなら、《ディスコード》も乗せようじゃないか。これで合計15Ｄ＋47点になる。

キュリア：わお！　高い！

プリム：えーい！（ダイスを振る）あら？　出目が低いかも。それでも85点ですよっ！

ジェイス：（ダイスを振る）さらに《ディスコード》分の17点を加算だ。

ＧＭ：ダ、ダメージ、[image: ]点!?（笑）

ハヤト：これはいいダメージだ！　いけるんじゃないかな？

ジェイス：飛んでもいいんだぞ？

キュリア：ユーキャンフラーイ！

ＧＭ：【物理防御力】26点を差し引いて、76点ダメージ。累計ダメージは[image: ]点。アイキャンフラーイ！（一同爆笑）




　腰こしだめに構かまえた大たい剣けんを、プリムが力強く振ふり払はらう！

　遠心力を十分に乗せた重い一いち撃げきは、易やす々やすと敵の防御を突とつ破ぱし、その身体を吹ふき飛とばした。

　勢いよく浮かび上がったディブロウが落下して地面に激げき突とつ。

　そして、ぴくりとも動かなくなった。




ＧＭ：これでディブロウも倒れた。敵が全滅したので、これで戦闘終了だ。

プリム：やったぁ～っ!!（拍手）

ＧＭ：くそー！　もうちょっとがんばりたかった！

プリム：妹を想うお姉ちゃんは強いんですっ！　負けませんよっ！

ハヤト：ビルターグを追いたいけど、どこに行ったのか分からないんだよなぁ。

プリム：あ……。う～、セシリーはあたしのために自分を犠牲にしていたのに、助けに行くことができないなんて……。

ジェイス：はやる気持ちは分かる。だが、闇やみ雲くもに行動してもいいことはないぞ。

キュリア：そうですよ。ひとまず、ソーンダイクさんから話を聞きましょう。

ジェイス：いや、違うな。

一同：え？

ジェイス：その前にすることがある。

プリム：すること？

キュリア：何ですか、ジェイスさん。

ジェイス：それはドロップ品だぁ───！

一同：おい！（笑）

ジェイス：いや、ここで収しゆう入にゆうがあれば、使ったアイテムの補ほ填てんに使えるかもしれないだろ？これぐらいのレベルの敵なら、けっこうな額がくのもの落とすしさ（笑）。

プリム：う、確かに二回の戦闘でかなり消しよう耗もうしてます。

ジェイス：そうだろう。だから手早くドロップ品を回かい収しゆうするのだ！




　ドロップ品の内ない容ようについては次のとおりである。




・グリフォンの翼つばさ（一一〇〇Ｇ）

・魔族の尖せん角かく（一五〇〇Ｇ）




ジェイス：うむ、これでＯＫだ。さて、大聖堂の人々の治療を始めるとしようか。

プリム：あとソーンダイクさんから話を聞きたいです。一体、何があったのか。

ＧＭ：了解。では、ここで一旦シーンを終了しよう。





（＊）《バトルコンプリート》　ウォーロードのスキル。命中判定の振り直すを行なう。
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◆Middle12◆四人の巫女みこ




　ビルターグに襲われた人々の呻うめき声ごえが聞こえる大だい聖せい堂どうの中、ソーンダイクはまだ動ける神官たちに、てきぱきと指し示じを出していく。プリムたちも怪け我が人にんの救きゆう護ごを手伝う。

　慌あわただしく時間が過すぎ去さり、ようやく一息つけるようになった頃ころには、もうすっかりと日が暮くれて、辺りは暗くなっていた。




ＧＭ：では次のシーンだ。時間は夜よる遅おそく。ようやく怪け我が人の搬はん送そうや治ち療りようなどが終わり、特に手伝うこともなくなったので、キミたちは応おう接せつ室しつで休きゆう憩けいしている。そこへ、ソーンダイクがキミたちに礼を言いにやってきた──というところだ。

プリム：あ、ソーンダイクさん……。

ＧＭ：「みなさんのおかげで、怪我された方の大半は助けることができそうです。本当に助かりました」着き替かえる暇ひまもなかったのか、ソーンダイクは傷きずだらけの神官服のままだ。

キュリア：ソーンダイクさんも休んでください。

ＧＭ：「お気き遣づかい、ありがとうございます。私わたしの方もあとは無事な神官に任まかせてきましたし、少し休ませてもらうつもりです。しかし、まさかギルバートさんが……」




　ギルバートの名前を出した途と端たん、生なま温あたたかい笑えみを浮うかべるＰＣ一同。




ＧＭ：なんなんだ、その笑い顔は！

ジェイス：いや、ゆーらさんも人のこと言えないと思って……。

ＧＭ：いや、そんなことないぞ。最初に「悪いやつかな」と思わせ、途と中ちゆうで「やっぱりいいやつなのかな」と思わせ、実は悪いやつだったという二段だん変形だ！（一同笑）

ハヤト：それって、元に戻もどっているだけだし。

ＧＭ：まあ、本当はいいヤツにするか悪いヤツにするか、第一巻の時点では決まってなかっただけなんだけどね。結局、こうなったけど（笑）。

ジェイス：すべてギルバートが裏うらで糸を引いていたというわけだな。

ＧＭ：「そのとおりです。とりあえず、まずはディアスロンドで聞いてきたことをお教えしましょう」ソーンダイクはキミたちと向かい合うように、イスへ腰掛ける。

ジェイス：お聞きしましょう。待ってました！（笑）

ＧＭ：「現げん在ざい、ディアスロンドが掴つかんでいる〝薔薇ばらの巫女みこ〟は四人です」

プリム：四人……！

ハヤト：そんなにいるの!?

ＧＭ：「ええ。まずはプリミラさん、あなたです」

プリム：あたしは〝白の巫女〟ですね。

ＧＭ：「はい。さらに〝黒の巫女〟シェフィル・グラニー。そして、〝蒼あおの巫女〟ミラ・アトラス。あと存そん在ざいは確かく認にんされていませんが、もうひとり巫女が復ふつ活かつしているはずです」

キュリア：しているはず？

ハヤト：どういうことだ？

ＧＭ：「ミラさんの呪のろいの進行が早いことからの推すい測そくです。プリミラさんとシェフィルさんに刻こく印いんが現あらわれる前から、ミラさんは巫女として覚かく醒せいしていたことが分かっています。とすると、その時にはもうすでに別の巫女が覚醒していたことになります」

プリム：じゃあ、誰だれが巫女かは分かってないんですね。

ＧＭ：「はい。あくまでも推測ですから。この四人の他に〝紅あかの巫女〟であるノイエさん、その後こう継けい者しやであるノエルさんがいますが、ゾハールの寵ちよう愛あいを受けていた彼かの女じよたちは呪いの影えい響きようを受けませんから、ここでは除じよ外がいしています」

キュリア：なるほど。

ＧＭ：「そしてここからが重要なことなのですが、ディアスロンドはかなり以前から、プリミラさんの血ち筋すじが〝白の巫女〟であることを知っていたようです」

プリム：え？　それってどういうことですか？

ＧＭ：「〝紅の巫女〟に何かあった時のためのバックアップ、そんなところでしょう。プリミラさんが〝薔薇の武ぶ具ぐ〟に触ふれた時に〝薔薇の刻印〟が出しゆつ現げんしたことから考えると、何らかの力で巫女としての力は封ふう印いんされていたようですね」

ジェイス：ふむ。ということは、ヘッジホッグが代々継けい承しようされていたのは……。

ＧＭ：「ええ。その存在をディアスロンドが把は握あくしておくためでしょう。冒ぼう険けん者しやであれば、必ず神しん殿でんに登録する必要がありますから。逆ぎやくにその情じよう報ほうをギルバート──いえ、魔ま族ぞくビルターグに突つかれたわけですが」

ジェイス：奴やつは神しん聖せい騎き士し団だんに潜もぐり込こんでいたようだからな。まぁ、ディアスロンドの神聖騎士団といえば特別な存在。重要機き密みつに触ふれる機会も多かったはずだからな。

ＧＭ：「潜もぐり込こむといえば、ディアスロンドにゾハール教きよう団だんの信者が潜せん入にゆうしていたことも判はん明めいしています。おそらくはビルターグの手引きでしょう。彼かれらはディアスロンドに安置されていたカフヴァールと、カラドボルグを奪うばおうと画かく策さくしたようですが、〝黒の巫女〟であるシェフィルさんの力ちから添ぞえもあり、奪われずにすんだとのことです」

プリム：さすがシェフィルさんです！

ジェイス：うむ。ビルターグから聞いた、その情報は嘘ではなかったというわけだな。

ＧＭ：「それと、これはこの神殿の神官から聞いたのですが、どうやら私の留る守す中に〝蒼の巫女〟のミラさんがグランフェルデンを訪おとずれていたようです」

キュリア：ここに……ですか？

ＧＭ：「ええ。ですから今、ディアスロンドにある〝薔薇の武具〟はカフヴァールだけということになりますね。カラドボルグは〝蒼の巫女〟を守る守しゆ護ご騎士のゼロさんが携けい帯たいしているとのことなので」

ジェイス：他には？

ＧＭ：あとはゾハールの呪いの話なんかがあるけど、この辺りはもうみんな聞いているので割かつ愛あいする。「しかし……なぜ、あの魔族はセシリーさんをさらったのでしょう？」

ジェイス：そこを聞きたいんだよ！（一同笑）

ハヤト：ソーンダイクも分かってないのかぁ。

ジェイス：なら仕方がないな。では、こちらのセシリーの情報も話しておこう。かくかくしかじか……と、こんな話だったのだ。

ＧＭ：「なるほど。しかし、それはある意味では朗ろう報ほうです」

プリム：朗報？

ＧＭ：「はい。魔族の掛かけた呪いであれば、その魔族を倒たおせば解とけるはずです。つまり〝薔薇の武具〟をすべて集めずとも、あの魔族ビルターグを倒せば……」

プリム：セシリーを助けることができるっ!?

ＧＭ：「そういうことです。ただ……」

プリム：？

ＧＭ：「〝聖せい都と〟ディアスロンドは今回の事じ態たいを重く見て、プリミラさん、あなたに対して召しよう集しゆう命令を発しました」

プリム：召集、命令……？

ＧＭ：冒ぼう険けん者は神殿の一員だからね。何か重大な事態が起きた時に冒険者に直ちよく接せつ命令を下すことがある。

ハヤト：今回は巫女をディアスロンドに集めて、何とかしようって話だね。

ジェイス：もしくは、巫女を集めて手元において安全を確かく保ほしておこうってところか。

プリム：……あたし、行きたくないです。

ハヤト：でも、冒険者である以上、行かないわけにはいかないと思うよ。

プリム：そっか……。

ハヤト：だから、ディアスロンドへ行く前に、セシリーの件けんは解かい決けつしちゃおうぜ。ディアスロンドに行っても、セシリーの件は解決しないと思うし。仮かりに他の巫女を全部殺して、武具を全部集めたとしても、セシリーの呪いは解けないんじゃないかな。

ジェイス：ふむ。確たしかに解けない可か能のう性せいは高いな。

ハヤト：だから、セシリーの件を解決したら、ディアスロンドに行く、でいいと思う。

ジェイス：神官長。ディアスロンドにはいつまでに行けばいいんですか？

ＧＭ：「至し急きゆう、という話になっていますが……」

ジェイス：〝至急〟か……。神官長、実は私の故こ郷きようでは〝至急〟というのは、三週間以内にという意味なんだが（笑）。




　どこの故郷だ。




プリム：ジェイスさん？

ジェイス：セシリーくんを助けに行くのだろ？

プリム：は、はいっ！

ハヤト：そうだよね。せっかく、助ける手て掛がかりを見つけたわけだしな。

キュリア：このままセシリーちゃんを放っておくわけにはいきませんものね。

ＧＭ：そんな風に盛り上がるキミたちを見回すと、ソーンダイクはこう言う。「分かりました。ディアスロンドへは、私の方からうまくごまかしておきましょう」

ジェイス：いやいや！　ごまかすだなんてそんな！

ハヤト：「行きますよ、そのうち」とか「今、出ました」とかそんな感じで！（笑）




　出前が遅れているお店じゃないんだから。




ジェイス：だが、ビルターグを倒たおすには情報が少なすぎる。そもそも、奴のまとうゾハールの結界はどうするんだ？

プリム：あ、そうですよね……。

ＧＭ：「ゾハールを倒した時には、〝薔薇の武具〟の力で防御結界を無む効こう化かしたようです。近々ではゾハール教団の神官がまとっていた防御結界を、ミラさんたちがカラドボルグで破壊しています」

プリム：カラドボルグだけでもいけるんですか？

ＧＭ：「はい。ゾハールの力を利用した防御結界ならば、カラドボルグだけでも十分なようです」

ハヤト：（なにか閃ひらめき）…………あ、オレ、いいアイディア思いついたよ。でも、きっとこの案は駄だ目めだな。

ジェイス：ふむ……ハヤトくん。言うだけ言ってみたまえ。

ハヤト：ゾハールの力が〝白い巫女〟に来てるんだろ？　だったら……。

キュリア：あ、私も同じようなこと考えてました（笑）。

ジェイス：ほほう？　じゃあキュリアくん、先に言ってみたまえ（笑）。

キュリア：ええええーっ!?（笑）いやいやいや、いやいやいや!?（笑）

プリム：わーい！　気になるー！（笑）

ハヤト：じゃあ、オレが言う前にキュリアお姉ちゃんの意見を聞こうっと（笑）。

キュリア：いや、でもその、清せい純じゆん派はの意見じゃないから！（一同笑）

プリム：キュリアさん、お願いします！（笑）

ジェイス：では、こう考えるのがいいだろう。人助けは、清純派だ。

キュリア：はっ！　そうですか！　じゃあ言います！　要するに、ゾハールの力をどこかで断たてばいいってことですよね。

ハヤト：そうそう。

キュリア：だから、中ちゆう継けい地点になってる人を殺す！（一同爆ばく笑しよう）




　もしもしっ!?




プリム：キュ、キュリアさん、それって……。

キュリア：つ、つまり、プリミラさんとセシリーさんがつながってるわけじゃないですか。だからプリムちゃんを一回殺して、それから蘇そ生せいさせるとか……（一同笑）。

ハヤト：あ、オレが考えてるのと違ちがう（笑）。

キュリア：ええ────っ!?

プリム：あう……。そうですか、キュリアさん、あたしを一回殺したいんですね。……のの字、のの字、のの字、のの字（一同笑）。

ＧＭ：あ、すねた（笑）。

キュリア：そ、そうじゃないんです～!?（笑）

ハヤト：だったら、これならいけるよ。

ジェイス：あの悪そうな笑顔！（笑）

プリム：は、ハヤトくん!?　信じてるからね!!　あたし信じてるからね!!（笑）

ハヤト：そしてオレは突とつ然ぜんショッカーの戦せん闘とう員いんみたいな隈くま取どりメイクに変わり、こう言うのだ！「……セシリーを殺せばいいのさぁ！」（一同笑）




　それは本末が転てん倒とうしていないか？




プリム：ハヤトくーんっ!?　何のために今までがんばってきたんですかぁーっ!!（笑）

ジェイス：じゃあ、プリミラくんを殺して解決させるか？（笑）

プリム：このギルドやだよぅ～。このギルドにいたら、あたし殺されるよぅ[image: ][image: ]（一同笑）。

ジェイス：まぁ、冗じよう談だんはさておき。どうやって結界を破壊しようか。

プリム：カラドボルグって、貸かしてもらえないかな？

キュリア：カラドボルグを持っているのって誰でしたっけ？

ハヤト：ミラの守しゆ護ご騎き士しであるゼロだね。

ジェイス：カラドボルグを持ったゼロなら、まだこの近くにいるはずだ。ソーンダイクの留守中にミラたちが来ているのだろう？

ハヤト：ゼロが持ってるなら、「ゼロさん、カラドボルグを貸してください。セシリーを助けたら返します」って頼たのめば貸かしてくれるかな？

ジェイス：あいつ、絶ぜつ対たい貸さない気がする（笑）。

キュリア：あとは、なんとかしてビルターグの作ったリンクを切る？

プリム：あたしとゾハールさんのリンクは……切れないんですよね？

ＧＭ：〝薔薇の巫女〟としての繋つながりだからね。とゆーか、そこが簡かん単たんに切れたら、呪いの意味がないから（笑）。

プリム：確かにそのとおりですね（笑）。

ハヤト：ゾハールの問題は、ディアスロンドに行って解決するしかなさそうだね。他の巫女も関わってくるだろうしさ。とりあえず、セシリーを助けるためにビルターグを倒せばいいわけだし。

ジェイス：だが、ビルターグを倒すためには、あの無敵防御結界をどうにかしなければならない。

キュリア：あの結界が曲くせ者ものですよね……。

プリム：だったら、やっぱりカラドボルグが欲ほしいです。ぶんぶんっ（剣けんを振ふり回まわす真ま似ね）。

ハヤト：ってことは、やっぱりカラドボルグを借りるしかないね。

ジェイス：結局、問題はそこになるということか。

プリム：う～ん。

キュリア：困こまりましたね……。

ジェイス：とりあえず、貸してくれるかどうかさておいて、ゼロに会いに行かないか？

ハヤト：そうだね。事じ情じようを説明したら、案外簡単に貸してくれるかもしれないし。となると、ゼロの居い場ば所しよを探さがす必要があるね。

ジェイス：あとはビルターグについてだな。奴の能力についてもう少し情じよう報ほうが欲しい。

ＧＭ：了りよう解かい。じゃあ、次は情報収しゆう集しゆうのシーンにしようか。ただ、その前にプリムのシーンを演えん出しゆつしておこう。とゆーところで、シーンを終しゆう了りようだ！







◆Middle13◆セシリーの想い




　ビルターグはどこへ行ったのか。

　そして、なぜセシリーはビルターグについていったのか。

　そこにはきっと何か理由があるはず。プリムはその答えを探し求めていた。




ＧＭ：とゆーわけで、プリムがセシリーのことを考えているというシーンを想定しているんだけど……。

プリム：じゃあ、もう一度、家に戻ってみてもいいですか？

ＧＭ：家へ？

プリム：珍しいくらいに強くセシリーが家に帰りたいって言ったので、何か意味があったのかなって思って、家に帰ってみた、という感じにしたいんです。

ＧＭ：それはいいかも。では、このシーンはプリムの自宅ということで。すっかり日も暮れて、家の中は薄うす暗くら闇やみに包まれている。窓まどの外から月明かりが家の中へと差さし込こんでいて、すっかり綺き麗れいになった部屋をほのかに照らしている。

プリム：（思案げに）セシリー、本当にどこへ行っちゃったの？

ＧＭ：そんなことを考えながら部屋を見渡していると、ふと自宅でみんなと掃除や食事をした時のことを思い出す。その時、あることに気がつく。

プリム：あること？

ＧＭ：（うなずく）セシリーは、掃除、料理、そして寝る時も、キミと〝一緒〟にこだわっていた気がする。それはまるで、キミともう会うことができないかのように……。

プリム：やっぱりセシリーは自分から……。

ＧＭ：さて、ここで難なん易い度ど10の【感知】判はん定ていだ！

ジェイス：む、これはおそらく重要な情報だぞ。プリミラくん、頼たのむぞ。

プリム：はい！　《ダンシングヒーロー》を使います！（ダイスを振ふる）達たつ成せい値ち13！

ＧＭ：成功だね。では……突然、キミの脳のう裏りに見たことのない風景が浮うかんでくる。

プリム：え？

ＧＭ：赤黒く染そまった石いし畳だたみの部屋。周囲には怪あやしい魔ま法ほう陣じんが描えがかれている。だが、判定に成功したキミには分かる。これはセシリーが見ている光景だと。

プリム：ほわっ!?

ジェイス：……そういえば、セシリーくんがプリミラくんの冒険の様子を見ていた、みたいなこと言ってなかったか？

ハヤト：あぁ、言ってた、言ってた。

キュリア：すると、セシリーちゃんも、こうやってプリムちゃんのことを見ていた？

ＧＭ：そうかもしれない。そして、セシリーのつぶやき声がプリムの脳裏に響ひびく。「プリムお姉ちゃん、アメリアお姉ちゃん、ごめんなさい。でも、わたしがやらなくちゃ」

プリム：セ、セシリーっ!!

ＧＭ：しかし、セシリーにキミの声が聞こえている様子はない。だが不思議なことに、セシリーのいる場所のイメージがなんとなく伝わってくる。

プリム：ほ、本当ですかっ！　どんなイメージなんですか？

ＧＭ：グランフェルデンから南東の方角。周囲には水の精せい霊れいの大きな力を感じる場所だ。

プリム：それって、地図とか見れば分かりそうですか？

ジェイス：いや、それなら地図を見なくても分かるぞ。合流したら教えてあげよう（笑）。

プリム：ありがとうございます！　なら、今度はあたしがセシリーを助ける番、ですね。

キュリア：プリムちゃん！

プリム：だって、今までずっとあたしを助けてくれてたんだもん。だから──。




「セシリー、絶対に助けにいくからね！　それまで待ってて……」

　プリムはセシリーの頬ほおを伝う雫しずくをその身に感じながら、妹を助ける決意を固めていた。







◆Middle14◆旧きゆう友ゆう、来たる




　事態の解決の鍵かぎを握にぎる剣けん、カラドボルグ。

　そのカラドボルグを持つゼロは、このグランフェルデンの近くに来ているらしい。

　さて、彼とその仲間はいったい何を求めてこの街へ来たのだろうか？




ＧＭ：では、ここから通つう常じようの情報収集の判定だ。誰が何について調べるか宣せん言げんしてくれい。

ジェイス：じゃあ、まずは私がゼロたちの行方を捜さがそう。

ＧＭ：ゼロの行方を調べるのは、難なん易い度ど10の【幸運】判定だ。

ジェイス：【幸運】？

ＧＭ：うん。ゼロたちと会った神官から話が聞けるかどうかということで（笑）。

ジェイス：分かった。さて、ゼロたちはどこへ行ったのか……ていうか、俺おれ、超知ってね？（笑）

ＧＭ：うん、知ってるね（笑）。




『ラヴィアンローズ』のリプレイ後のミラやゼロたちの行動について、いろいろと相談していたからな。




ＧＭ：しかし、ＰＣであるジェイスはそんなことは知らないはずだ！（笑）

ジェイス：いや、そうなんだけどな。なんとなく釈しやく然ぜんとしないというか（笑）。まぁ、ともかく判定。（ダイスを振る）あ、ダイス目４！

一同：え────っ!!

ジェイス：あー、いや、大丈夫、大丈夫。【幸運】は６あるから成功だ（笑）。

ＧＭ：すると、ゼロたちはフェブレス家の場所を尋たずねていたことが分かる。

ジェイス：ほうほう。その家はいったいどこにあるんだ？

ＧＭ：それはまた別の判定。

ハヤト：じゃあ、オレがフェブレス家については調べるよ。

ＧＭ：記き憶おくを辿たどるなら【知力】、情じよう報ほう網もうとかコネを利用するなら【感知】だ。難易度は同じく10ということで。

ハヤト：【感知】の方が１高いから、【感知】で。（ダイスを振る）うん、成功！

ＧＭ：では、フェブレス家についての情報。グランフェルデンの貴き族ぞくだが、二〇年ほど前に当主とその妻つま、ふたりいた娘むすめのうちのひとりが行方不明になったあと、すっかり社交界から遠ざかっている。残された先代の当主はグランフェルデンの町を出て、町からちょっと離はなれた場所にあるフレーズ村で小さな学校を開いているそうだ。

ハヤト：なんかずいぶんと深い設せつ定ていがあるな。

ＧＭ：いひひ（笑）。まぁ、今はミラやゼロたちが、そのフェブレス家に向かったらしいということだけ分かっていれば問題ない。とゆーところで、ジェイス用のイベント発生だ！

ジェイス：私のイベントだと？

ＧＭ：ジェイスが神殿で神官たちから情報を聞いていると、うしろから名前を呼よばれる。「ジェイスさん！」

ジェイス：じゃあ、振ふり返かえって顔面パンチする。

ＧＭ：なんでじゃっ！（一同爆笑）

ジェイス：なんとなく（笑）。

ＧＭ：じゃあ、ジェイスの振り向きざまのパンチをくらって、声をかけてきた青年騎士が顔面を押おさえてうずくまっている。「な、何するんっすか！　ジェイスさんっ!!」

ジェイス：いや、避さけろよ……。

ＧＭ：「本当ですよ！　まったく、ルードは鈍どんくさいんだから……」うずくまる青年騎士の隣となりには呆あきれた顔で見下ろす少女がひとり。

プリム：…………誰？

ＧＭ：『セカンドウィンド』のルードとフィンニーだ。

プリム＆キュリア：ああー！




ルードとフィンニー

　かつて『セカンドウィンド』シリーズでジェイスと共にギルドを組んでいた冒険者。ルードは第二巻かんに登場している。プレイヤーは声せい優ゆうの荻原秀樹おぎはら・ひできさん。

　フィンニーは騎士の家に生まれた魔ま術じゆつ士で、絵に描かいたようなツンデレ少女。こちらのプレイヤーは声優の小暮英麻こぐれ・えまさんだ。




ジェイス：ひさしぶり……と言いたいところだが、ひさしぶりなのはフィンニーだけだな。

プリム：ルードさんとは、コロシアムで戦いましたもんね（笑）。

ＧＭ：「まったく、ふたりで面白そうなことしてるんだから。あたしも参加させて欲ほしかったです！」

ハヤト：いや、参加してたら一いつ瞬しゆんでオレたち倒たおされていたから（笑）。

キュリア：ですよね！（笑）

ジェイス：急に戦うことになったんだから、仕方ないじゃないか。あれは、こっちだって想定外の出来事だ。

ＧＭ：「ふーん、まぁ、いいです。そういうことにしておきます」とフィンニー。とゆーところで、ルードが復ふつ帰きして抗こう議ぎする。「ジェイスさん！　いきなりパンチ食らわせなくてもいいじゃないですか」
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ジェイス：そんなことだから、格かく下したの冒険者に負けるのだ。

ＧＭ：「お言葉を返すようですけれども、負けたのはジェイスさんもですからね」

ジェイス：いやいや、戦士がしっかりしないと神官は力を発はつ揮きすることができないのだよ。

ＧＭ：「いえいえ、神官の支し援えんがしっかりしてこそ、戦士は輝かがやくものです」

ジェイス：神官がどれだけ支援しても、戦士が輝かがやかないと意味がないんだよ。

ＧＭ：「戦士がどんなに頑がん張ばっても……」とふたりで、言い合っていると……。

ハヤト：フィンニーが言う。「あたしのために争うのはやめてー」

キュリア：あ、それ英麻さまっぽい！（笑）

ＧＭ：「あたしのために争うのはやめて！」（一同笑）

ジェイス：お前のためじゃないわっ！

ＧＭ：じゃあ、フィンニーは不満そうに「えー」と言う（笑）。

ジェイス：で、どうしたんだ、ふたりともこんなところで。

ＧＭ：「神殿が大変なことになったから手伝うようにって、王女さんから言われたんすよ」

ジェイス：そうか、そういえばルードはレティシア王女とコネがあったな。
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ＧＭ：レティシア王女はルードの妹だからね。もっとも今は人目があるんで王女って言い方をしてるけど。「で、いったい何があったんですか？」

ジェイス：すまんな。神殿の機密であまり外に話すことはできんのだよ。

ＧＭ：「神殿の機密ですか……。また、なんか危あぶないことしてるっすね。そういうことなら聞かないでおきます。でも、何か協力できることがあったら言ってください。なんでも手伝いますから！」

ジェイス：そう言ってくれると助かる。じゃあ、王おう城じようの権けん力りよくは使えるということだな。

ＧＭ：「…………」

ジェイス：なんで黙だまる。

ＧＭ：「えっと……オレのできる範はん囲いなら」

ジェイス：（ため息）振ふり返かえりざまの神官のパンチも避さけられない戦士に期待した、私が甘あまかったよ。

ＧＭ：「…………すんません」（一同笑）

ジェイス：ともかく、今話せることはない。……が、あとで力を借りるかもしれん。

ＧＭ：「……ジェイスさん今なんか、悪いこと考えてません？」

ジェイス：とんでもない。生まれた時から悪いことなど考えたこともない素す晴ばらしい神官だと言われてる男ですよ？

ＧＭ：「大丈夫かなー……まあいいや。んじゃ、神官長に挨あい拶さつにいってきますから」と言って、ルードとフィンニーは去っていきます。というところでシーンを終了だ。







◆Middle15◆魔ま族ぞくの秘ひ密みつ




　敵てきを知るのは戦いの基き本ほんである。

　特に強大な魔族に挑いどむのならば、情じよう報ほうは必ひつ須すであろう。

　キュリアは、ビルターグの情報がどこかに載のっていないか文ぶん献けんをあたることにした。




ＧＭ：では、次の情報収しゆう集しゆう。

ハヤト：ビルターグについてだな。

ＧＭ：ビルターグについては難なん易い度ど15の【知力】判定だ。

ハヤト：それならキュリア姉ちゃんに任まかせたほうがよさそうだな。

キュリア：じゃあ、私が調べますねー。（ダイスを振ふる）達たつ成せい値ち17！

ＧＭ：はい、ビルターグについてですけども。はい、どうぞ。（紙を渡わたす）

ジェイス：おお、紙に書いてある。なるほど。わたしが読んでいる古文書か何かに、こういうことが書いてあるんですね。

プリム：何て書いてあるんですか？

キュリア：（紙を見ながら）ビルターグ、ふたつ名は……。

ハヤト：ふたつ名は？

キュリア：…………。

一同：…………。

プリム：止まった（一同笑）。

ジェイス：読めないんだな、きっと（笑）。

キュリア：そ、そんなことないです！　えっと……れんかん？

ＧＭ：そうです（笑）。

キュリア：〝連れん環かんの邪じや騎き士し〟です！（一同笑）
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　神殿に所しよ蔵ぞうされている書物の中にビルターグの記き述じゆつを見つけたキュリア。閲えつ覧らん用ようの大机づくえにつくとそのページを広げ、文字を指で追いながら確認するように読み進めていく。




キュリア：契けい約やくを司る魔族？

ＧＭ：どうやら比ひ較かく的てきメジャーな魔族のようだね。ちょくちょく人間の前に現あらわれて「俺と契約しねぇ？　契約するといいことやってあげるよー」ってやっていたらしい。

ジェイス：力が欲ほしければ俺のとこに来い。

ハヤト：俺もないけど心配するなってヤツだな。




　力がないなら契約しないと思うんだが……。




ＧＭ：でまあ、文献を読んでいるとですね。「キュリアさん、こんなところにいましたか」と声を掛かけられる。

ジェイス：おう、次々と。

プリム：すごい、最終回っていっぱい、いろんな人が出てくるんですね！

キュリア：えーっと誰ですか？

ＧＭ：使い走りの神官です。

一同：使いっぱかい！（一同爆笑）

ＧＭ：いや、キュリア宛あての手紙を持ってきてくれただけだから。

キュリア：手紙？　誰から？

ＧＭ：「ディアスロンドから来た方から頼たのまれまして……」と言って、神官がキュリアに手紙を渡わたしてくれる。
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キュリア：ありがとうございます。

ＧＭ：「じゃあ、渡しましたよ」と、神官はそのまま去って行くよ。

キュリア：……がさごそ、開けて読んでみます。

ＧＭ：ずいぶんと急いでいたのか、手紙は走り書きの文字で書かれているね。「連れん絡らくをすることができず、すまなかった。今は火急の用事で無理だが、これが終わったら会おう。それまで、プリミラのことを頼む」

キュリア：あら？　この手紙って……。署しよ名めいはありますか!?

ＧＭ：アメリア・ヘッジホッグと書いてある（笑）。

プリム：え？　お姉ちゃんっ!?

キュリア：（うれしそうに）うん、アメリアさんからの手紙です。本当に無事だったんですね。『ラヴィアンローズ』に似にたような人が出ていましたけど。

ＧＭ：それは言わない約束だ！（一同笑）

キュリア：でも、改めてこうやって無事が確認できると、うれしいもんですね。うん、よかった、よかったです。




　アメリアからの手紙をそっと胸むねに抱だき、彼女の無事を喜ぶキュリア。

　その目には、涙がうっすらと輝かがやいていた。







◆Middle16◆セシリーを助けるために




　翌よく日じつ。

　十分に休息を取った四人は、ビルターグを倒たおし、セシリーを助け出すための方ほう策さくを練るために、再ふたたび神しん殿でんに集まった。




ＧＭ：では、情じよう報ほうを調べ終わったキミたちが神殿に集まったところで、これからの方ほう針しんを決めて欲ほしい。

ジェイス：とりあえず、私わたしはゼロの情報について伝えよう。フェブレス家のことを調べていたようだな。

ハヤト：フェブレス家の場所も分かっているぜ！

プリム：あたしもセシリーが見ていた光景のことと、捕つかまっている場所のことを言います。

ジェイス：水の精せい霊れいの力のことだな？

プリム：はい。方角はグランフェルデンの南東で、水の精霊の強い力を感じました！

ジェイス：ふむ。では、セシリーくんのいる場所は確かく定ていだな。

プリム：本当ですか？

ジェイス：あぁ。グランフェルデンの南東で、水の精霊の力といえば〝水の街〟クラン＝ベルしかない。

キュリア：二巻かんでルードさんと戦った町ですね？

ジェイス：そうだ。クラン＝ベルはそのふたつ名のとおり、町中に水路が張はり巡めぐらされているし、近くには水の大だい精せい霊れいウンディーネを祀まつった祠ほこらがあるからな。まぁ、間ま違ちがいないだろう。

キュリア：じゃあ、わたしもビルターグについて調べた情報を教えます。ビルターグはこういう能のう力りよくを持ってます（と言って紙を見せる）。

ハヤト：どれどれ。（受け取った紙を読む）……へぇ～、人間以外のものともリンクを結べるのか……。

ジェイス：（ハヤトから紙を受け取り）……これはかなり面めん倒どうだな。

キュリア：面倒？

ジェイス：ああ。この情報によれば、ビルターグは自分が受けたダメージを部下に回すことができるようだ。つまり、部下全員のＨＰが奴やつのＨＰということだ。まずは部下全員を倒たおさないと、ビルターグを倒たおすことが……あれ？

プリム：どうしました？　ジェイスさん。

ジェイス：……これ、ビルターグを攻こう撃げきすると、セシリー死なないか？

プリム：え？

キュリア：そういえば、セシリーちゃんと自分をリンクしているって言ってましたね。

ハヤト：つまり、ビルターグにダメージを与あたえると、そのダメージはセシリーに移うつる。

ジェイス：（ＧＭに）セシリーはエキストラ？

ＧＭ：うん、エキストラ。なので、ダメージを受けると、セシリーはその場で死し亡ぼうする。

プリム：ダ、ダメですっ！　セシリーを殺したらダメですっ!!

ジェイス：ちっ、カラドボルグの情報はダミーかよ！

ハヤト：だね。

プリム：どういうことですか？

ジェイス：ゼロからカラドボルグを借りることができたとする。いや、シナリオの構こう成せい上、おそらくできるだろう。もちろん、カラドボルグを使えば事じ件けんは解かい決けつする。ビルターグの持つ無む敵てきの防ぼう御ぎよ力りよくを突とつ破ぱして、ダメージを与えることができるからな。だが、その方法ではセシリーを助けることができない。

プリム：えぇっ!?　じゃあ、どうすればいいんでしょう。

キュリア：ゾハールとビルターグのリンクを切ることはできませんかね？　そうすればその無敵の防御力は使えなくなりますよ。

ハヤト：いや、まぁ、切るのは簡かん単たんだけどね。

プリム：本当ですかっ!?

ハヤト：うん。プリム姉ちゃんかセシリーを殺せばいいから（笑）。

プリム：ハ、ハヤトくんがひどいこと言ったっ!!

ハヤト：いや、あくまでも方法という話だから。それが正せい解かいじゃないから（笑）。

プリム：当たり前です！　うーん……駄だ目めだ、頭が全然働かない。セシリー、ごめん。お姉ちゃん、頭悪いよー。うわーん（一同笑）。

ジェイス：ひとつ確かく認にんなんだが、ビルターグの使うリンクって魔ま法ほう的なもの？

ＧＭ：そうです。

ジェイス：じゃあ、なんらかの方法で打ち消すことは可か能のうなんだよな。たとえば《ディスペル》とか。

ＧＭ：《ディスペル》は持続している〝魔ま術じゆつ〟を打ち消すスキルだから、《ディスペル》じゃ無理だけどね。リンクは魔法的なものだけど、魔術ではないから。

ジェイス：ちっ、ダメか。魔法を打ち消すもの、打ち消すもの……。

キュリア：ネオ・ダイナストカバルの大だい首しゆ領りようさんとか、ユージンさんとかから、何かもらえたりしませんかね？

ハヤト：なるほどね。ＮＰＣの力を借りるのか。他に登場しているＮＰＣは、ソーンダイク神官長にギルバート……は敵だ（一同笑）。

ジェイス：あとは、バニィ、ルード、フィンニー……ん？　ルード？

一同：ん？

ジェイス：ルードか……。

キュリア：え？　ルードさん？

ジェイス：（しばらく考かんがえ込こんだあと）なるほど。それでさっきわざわざ登場したのか。

一同：ん？

ジェイス：プリミラくん、ひとつだけ方法があるぞ。キミたちがフルボッコにしたルードくんという青年を覚えているか？

プリム：この前戦ったルードさんですね！

ジェイス：あぁ。彼かれならば何とかしてくれるかもしれない。

プリム：え？　本当ですか？

ジェイス：あぁ。確たしかルードは神殿の中にいたはずだな。よし！　さっそくルードのところへ行くぞ。

ＧＭ：了りよう解かい！　では、ここでシーンを切ろうか。







◆Middle17◆紅あかき光




　ジェイスを先頭に、プリムたちはルードの部屋へと向かう。

　そして……。




ジェイス：ドカーンと足でルードの部屋を蹴けり破やぶって……ルードくん、キミの力が必要な瞬しゆん間かんがやってきたよ、はははっ（笑）。

ＧＭ：すると中でくつろいでいた様子のルードが目を見開いて、キミたちを見る。「い、いきなりなんですか！　ジェイスさん!?」

ジェイス：ついに、キミの力を頼たよる時がやってきたのだ。さあ、力を貸かしたまえ（一同笑）。

ＧＭ：「え、な、何すればいいんですか？」

ジェイス：いや、正せい確かくにはキミ自身に用事はないんだ。キミが装そう備びしている剣けんに用がある。

ＧＭ：「えっと、この剣ですか？」ルードは装備している怪かい力りよく乱らん神しん剣けんを見せてくれる。

ジェイス：違ちがうわっ！　キミの持っている魔を断たつ神しん剣けん──紅炎剣プロミネンスの方だよ！




紅炎剣プロミネンス

『セカンドウィンド』シリーズで、ルードが魔族カスピエルを倒す時に使用した神しん具ぐの剣。普ふ段だんは腕うで輪わの形をとっているが、持ち主の意思により、装備している武ぶ器きに力を与え、その武器が紅炎剣プロミネンスへと変化する。

　太陽神アーケンラーヴの加か護ごを受けており、魔を断つ力を秘ひめている。




プリム：なるほど！　そういうことですか！

ジェイス：うむ。以前、ルードくんの妹が魔族に乗のり移うつられたことがあってね。彼かの女じよを助ける時に使用したのが、この紅炎剣プロミネンスなのだよ。

キュリア：ああ！　だからジェイスのシーンにルードさんが出てきたんですね！

ハヤト：オレ、単なる最終回の賑にぎやかしかと思ってた（笑）。

ＧＭ：『ヴァイス』『シュヴァルツ』は、『ルージュ』の続ぞく編へんであると共に、『セカンドウィンド』の続編でもあるからね。二巻にルードを登場させたり、黒影剣エクリプスを出したのも、この伏ふく線せんだったりするのだ。

ジェイス：そんなことはいい。さぁ、ルードくん。さっさと紅炎剣プロミネンスを出したまえ。

プリム：そうです！　ルードさん、早く紅炎剣プロミネンスをください！

ＧＭ：いきなり、くださいかいっ!!（一同笑）

ジェイス：いや、くれとは言わない。我われ々われに貸かしてくれればいいのだよ。

ＧＭ：「貸してくれって言われても……」

プリム：あたしたち、競きよう技ぎ大会でルードさんに勝ちましたよね？

ＧＭ：「いやまあ、確かに負けたけどさ……」

キュリア：お願いします、命がかかっているんです。

ＧＭ：「いや、そんなこと言われても状じよう況きようがまったく分からないんだけど」

一同：……あ。

ジェイス：そういえば、確かにそのとおりだ（笑）。

プリム：そ、そうですね。あ、あはははは（笑）。




　とりあえず、状況を説明するプリムたち。




ジェイス：とまぁ、このような悲しいふたりの姉妹の物語があってな、と言ってぶわーっと涙なみだを流す（一同笑）。

ＧＭ：「ジェイスさん、わざとらしいからそれ。ところで、そのリンクって目に見えるものなんですか？」

ジェイス：いや、目には見えないな。

ＧＭ：「じゃあ、オレには斬きれないですよ」

プリム：え、なんで!?

ＧＭ：「あの時は魔族の正体が分かってましたから斬ることができましたけど、さすがに見えないものを斬ることはできません」

プリム：じゃあ、あたしにはリンクが見えます？

ＧＭ：お互たがいに感覚の共有までできるくらいだからできるかもしれない。具体的には判はん定ていに成功すれば、リンクをハッキリと見ることができて紅炎剣プロミネンスで斬ることができる。ただし！

プリム：ただし？

ＧＭ：紅炎剣プロミネンスは特とく殊しゆな神具。剣に認みとめられないと真の力を使うことができない。ルードもその試練を乗のり越こえ、紅炎剣プロミネンスに認められたのだ。

プリム：試練……。大だい丈じよう夫ぶです！　セシリーのために、あたしがんばります！

ＧＭ：「そこまで言うなら分かったよ。まぁ、もともとこの剣はオレの物じゃないしね」ルードはそう言いながら腕輪を外すと、プリムに渡わたしてくれる。

プリム：ありがとうございますっ！　じゃあ、さっそく腕輪をはめます。

ＧＭ：すると、キミの脳のう裏りに重々しい荘そう厳ごんな声が聞こえてくる。

ジェイス：（突然に）ここで問題です！

プリム：え？　問題？

ジェイス：ジャジャン！　シカと10回言ってください。

プリム：は、はい。シカシカシカ…………シカシカ！

ジェイス：サンタクロースが乗っているのは？

プリミラ：トナカイ！

ＧＭ：ブブーッ（笑）。




　外れである。




プリム：え？　なんで？

ジェイス：正解はソリです（笑）

プリム：あ、あたしの家ではサンタクロースはトナカイに乗ってくるんです！

ジェイス：ふ～ん（一同笑）。

プリム：ほ、本当です！　本当なんです！　トナカイなんですっ!!




　必死だった。




ＧＭ：いや、今のは試練じゃないから（笑）、

プリム：……え？　（ほっとした声で）あ～、よかったぁ[image: ][image: ]。今のでもうセシリーを助けられないかと思いましたよ（一同笑）。

ＧＭ：さすがにそんなことはないから（笑）。とゆーことで、ここからが本番だ。「では、試練を始めよう」声と共に身体中を押おさえつけられたかのような、ずっしりとしたプレッシャーをプリムは受ける。

プリム：ぐっ！

ＧＭ：このプレッシャーに打ち勝つためには、難なん易い度ど15の【精せい神しん】判定に成功しなければならない。判定は何度でも可能だ。判定に成功すれば剣の主として認みとめられるが、失敗するとプリムの精神は紅炎剣プロミネンスに呑のまれてしまう。

プリム：呑み込まれるとどうなるんですか？

ＧＭ：ＭＰが20点減へる。そして、ここで減ったＭＰはシナリオ終しゆう了りようまで、スキル、アイテム、ギルドサポート、パワー、あらゆる方法を使っても回かい復ふくすることができない。

一同：なんだってっ!?

ＧＭ：まぁ、このセッション中の最大ＭＰが減ると思えば分かりやすいかな。そして、この判定でＭＰが０になると、完全に精神が神剣に呑のみ込こまれたことになり、いわば生ける屍しかばねのようになってしまう。具体的にはＮＰＣになる。

ジェイス：そ、それはきびしいな、フェイトも使って、なんとしても一回で成功させないと。戦士のＭＰが減るのはきびしい。

プリム：そうですよね。じゃあ、フェイトを１点使います。そして《ダンシングヒーロー》も使います。【精神】が４だから、これで４Ｄ＋４です。

ジェイス：これで期き待たい値ちが18か……。

プリム：じゃあ、いきますよ！（ぐっとダイスを握にぎりしめる）

一同：……。

プリム：えいっ！（ダイスを振ふる）




　威い勢せいのよい掛かけ声ごえと共にダイスが宙ちゆうを舞まう。カランカランと小気味よい音を立て、ひとつ、またひとつとダイスが動きを止める。３、１、５──期待値にやや届とどかない。

　一同がじっとダイスを見つめる中、最後のダイスは勢いきおいよく回転しているためか、なかなか止まらない。そして、ようやく動きを止めたダイスの出目は──。




プリム：６！　これで出目の合計が15なので、達たつ成せい値ちは19！　成功です！

一同：おぉ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！

ハヤト：やったね！　プリム姉ちゃん！

プリム：はいっ！

ＧＭ：すると再びプリムの脳裏に声が響く。「……選ばれし者よ。汝なんじを我わが主として認みとめよう。汝が望む時に我が名を讃たたえるがよい。その時は汝が力になろう」

プリム：あ、ありがとうございます！

ＧＭ：「どうやら剣に認められたようだね」ルードが安心したように言う。

プリム：ありがとうございます、ルードさん。

ＧＭ：「……貸したんですよね、俺おれ」

ジェイス：もちろんだとも（笑）。

ＧＭ：「返ってくるんですよね？」

ジェイス：いずれキミの墓ぼ前ぜんにな（笑）。

ＧＭ：「え────っ!?」

プリム：あ、いや……ちゃんと全部終わったらお返ししますから（笑）。

ＧＭ：とゆーところで、神官が慌あわてて部屋に入ってくる。「ルードさんすみません、こっちにお願いします」

ジェイス：行きたまえ、ルードくん。キミにはキミの道がある。ハリーハリー（一同笑）。

ＧＭ：ルードは迷まよったようにプリミラと神官を交こう互ごに見て、「絶ぜつ対たい返してくださいよー」と言いながら、神官と共に去っていった。まぁ、荻おぎさんはこんな感じかな。

ジェイス：うん。そんな感じ、そんな感じ（笑）。

プリム：ルードさんって、すごいいい人だなーと心の中でとても思います。感かん謝しや、感謝です。

ＧＭ：では、無事に紅炎剣プロミネンスを借りることができたところでシーンを終了しよう。







◆Middle18◆再びクラン＝ベルへ




　ルードから紅炎剣プロミネンスを借り受け、戦いの準じゆん備びは整った。

　ビルターグを倒すため、そしてセシリーを助けるため、プリムたちはビルターグが待つ決戦の地へと向かう。




ＧＭ：それでは次のシーン。

プリム：セシリーを助けに行きましょう！

ジェイス：その前に、買い物をしておきたいところだな。具体的にはポーションとか（笑）。

ハヤト：ＧＭ、買い物できる？

ＧＭ：ＯＫ、できるとしよう。




　というわけで、ポーションの値ね段だんと所持金を見み比くらべて、ハイＭＰポーションをひとつだけ購こう入にゆうし、ジェイスが携けい帯たいすることになった。

　そして、もしもの時のためにとハヤトが幸運のペンダントを買う。




ＧＭ：これで、買い物は終わり？

プリム：はい！　じゃあ、改めて……セシリーを助けに行きましょう！




　ソーンダイクの力ちから添ぞえもあり、転送サービスで〝水の街〟クラン＝ベルへと向かう一行。

　セシリーの気配を感じるままに街の中を進むプリムたちが着いた場所──そこは、ギルバートが叩たたき潰つぶしたと言っていたゾハール教きよう団だんのアジトだった。




ＧＭ：では、キミたちはゾハール教団のアジトへと突とつ入にゆうする。アジトの中は戦せん闘とうを行なったままになっているようだ。調度の類たぐいは壊こわれて散らばっているし、床ゆかや壁かべには血の跡あとなんかも残っている。だが、部屋をすべて回っても、プリムが見たような光景の部屋はない。

ハヤト：隠かくし扉とびらかなんかがありそうだね。調べることはできる？

ＧＭ：もちろん。本来は難易度13のトラップ探たん知ちだが、プリムがセシリーのいる場所をなんとなく感じとってくれるので、難易度が10まで下がる。

ハヤト：それなら楽勝だね。（ダイスを振る）はい、成功！

ＧＭ：すると壁の一角に「コンシール」で隠かくされた「扉」を発見できる。

ハヤト：やっぱり隠し扉があった。こっちだよ、プリム姉ちゃん！

プリム：はい！

ジェイス：よし。いよいよだな。

キュリア：そうですね。あ、ひとつ思い出しました。はい、プリムちゃん！




　キュリアが懐ふところから取り出したのは一通の手紙だった。

　それは、プリムとセシリーの姉からの手紙。




プリム：手紙……あ、お姉ちゃんからの？

キュリア：ええ。アメリアさんは、どうやらミラさんやゼロさんと行動を共にしているようです。

プリム：じゃあ、グランフェルデンの近くに？

ＧＭ：はい。だから、早くセシリーちゃんを助けてあげて、一いつ緒しよにアメリアさんに会いに行きましょう。

プリム：は、はいっ！

ハヤト：じゃあ、準備はいい？　扉を開けるよ！

プリム：お願いします！　さぁ、みなさん、行きましょう！







ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆ビルターグの誘ゆう惑わく




　隠かくし扉とびらの向こうに広がっていたのは、一面に大量の血けつ液えきをぶちまけたかのような赤黒い部屋だった。重苦しく感じるのは部屋中に立たち込こめた瘴しよう気きのせいか。

　家具の類たぐいは一切なく、部屋の中央に魔ま法ほう陣じんに囲まれた祭さい壇だんがあるだけだ。

　そして、その祭壇の上には──。




ＧＭ：では、ここからクライマックスフェイズになるぞ。隠し扉を抜ぬけると、そこにはプリムが幻げん視しした光景が広がる。

プリム：ここです！　間ま違ちがいありません！

ハヤト：血の色の部屋なんて、ずいぶんと悪あく趣しゆ味みだぜ。

ＧＭ：キミたちの目の前に背せを向けたビルターグ。そして、そのビルターグの先──部屋の中央にある祭壇の上にはセシリーが横たわっていた。

プリム：セシリー！

ＧＭ：「お、お姉ちゃん！　なんでっ!?」プリムの叫さけび声ごえに気づいたセシリーが声を上げる。

プリム：なんでって、助けに来たに決まってるでしょ！

ＧＭ：「助ける？」プリムの声にビルターグはゆっくりと振ふり向むく。「何を言っているんですか？　セシリーこそ、あなたを助けようとしているんですよ」

プリム：あたしを助けようとしている？

ＧＭ：「ええ。ゾハールを蘇よみがえらせることができれば、ゾハールを邪じや悪あく化かさせた私わたしが完全に操あやつることができる。その時にはプリミラさん。あなたが受けているゾハールの呪のろいを解とくことができる。それをセシリーさんは望んでいるのです」

プリム：（興きよう味みありげに）…………ほう。

ジェイス：「ほう」じゃねぇ（一同笑）。

キュリア：ダメダメダメダメー！（笑）

プリム：え、でも、あたしの呪い解といてくれるって言ったから、一いち応おう最後まで聞いてあげようかなって（笑）。

ジェイス：（諭すように）ちなみにビルターグがゾハールの力を手に入れるってことは、セシリーにゾハールの魂たましいを降こう臨りんさせて、ゾハールを蘇らせることだぞ？

プリム：そ、そうでした、そうでした。セシリーを犠ぎ牲せいにするのはダメです！（一同笑）

ＧＭ：「私は契けい約やくには忠ちゆう実じつな魔ま族ぞくです。だから、あなたが自分の呪いを解いてくれと言えば、私は間ま違ちがいなくその呪いを解いて差し上げます。それでもですか？」

プリム：…………（助けを求めるような視し線せんをジェイスに向ける）。

ジェイス：いいですか、それをするということはですね、セシリーくんがゾハールという邪悪な竜りゆうになってしまうということだぞ。

プリム：やっぱりダメです！　そんな引っかけみたいなのは、ずるいです！

ＧＭ：「引っかけではありません。そのことをセシリーさんも願っているのです」

プリム：嘘うそです！

ＧＭ：「嘘ではありませんよ。セシリーさんと契約した私は、セシリーさんの願いを叶かなえなければいけませんからね」

ジェイス：（セシリーに向かって）キミは本当にそんなことを願っているのか？

ＧＭ：「……だって、プリムお姉ちゃん、呪いで死んじゃうんでしょ。プリムお姉ちゃんが助かるのなら、わたしはどうなってもいい！」

ジェイス：ふたりを同時に助ける方法があると知っても、キミはそれを言うのかね？　たったひとりを救う希望よりも、すべてを救う希望があるなら、キミがすがるべきは果たしてどちらかね？




「……え？」

　ジェイスの言葉に、セシリーは戸と惑まどいの表ひよう情じようを見せる。




プリム：それにセシリーを犠牲にして、あたしが助かってもうれしいわけないじゃない！

ＧＭ：だが、そんなプリムの叫さけびを一いつ蹴しゆうするビルターグ。「しかし、あなた方の攻こう撃げきは私には通じない。もっとも通じたとして、そのダメージでセシリーの命を奪うばうことになるのですよ。それでも、あなたは私と戦うというのですか？」

プリム：それでも、私は全力であなたと戦います！　セシリーを助けるために！

ＧＭ：「そうですか。残念です。とても残念です」プリムの決意が揺ゆるがないことを確かく信しんしたビルターグは大きなため息をつく。「では、仕方ありません──」




　ビルターグは神官服の肩かた口ぐちを掴つかむと、そのまま右手を大きく振ふって脱ぬぎ捨すてる。

　そこに現あらわれたのは、甲こう虫ちゆうの外がい殻かくにも似にた色と輝かがやきを持った漆しつ黒こくのプレートアーマーに身を包んだ騎き士し。これがビルターグの真の姿すがたなのだろう。

「儀ぎ式しきが終しゆう了りようするまで間、おとなしくしてもらいましょう」

　そう言うとビルターグは、鎧よろい同様、漆黒に輝かがやくメイスと盾たてを構かまえた。







◆Climax02◆本当の絆きずな




　ビルターグの周囲に魔法陣がいくつも浮うかび上あがる。

　そこから現われたのは、数多くの魔ま物もの──魔族、妖よう魔ま、魔ま獣じゆうだった。

　呼よび出だした配下に囲まれて、ビルターグがプリムたちをあざ笑う。

　あなた方に勝ち目はないのだよ、と。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズの戦せん闘とうを始めよう！

ジェイス：エネミーはどんな感じ？

ＧＭ：キミたちから五メートル離れた場所に、片かた手て斧おのを持ったマッチョな妖魔の集しゆう団だん──オウガマーセナリが二グループ。

キュリア：マッチョ！（笑）

[image: ]

ＧＭ：で、同じく五メートルの位置にコウノトリの体に人間の頭がくっついた魔族シャックスが二体。この二体は飛行状じよう態たいだ。で、またまた五メートルの位置に、両りよう手て斧おのを持っトロウルウォーリア二体が別エンゲージにいる。

[image: ]

ハヤト：つまり、五メートルの位置に三つのエンゲージがあるのか。

ＧＭ：そうだね。そして、さらにそのうしろ五メートルの位置に、メイスを構かまえるビルターグと、九つの頭を持つ蛇へびのような魔獣ヒュドラがいる。そのビルターグのうしろ一〇メートル、つまりキミたちから二〇メートルの位置に祭さい壇だんがあり、その上にセシリーが寝ねている。

ジェイス：結けつ構こう、エネミーが多いな。

キュリア：エンゲージがバラバラなのも面めん倒どうですね……。

プリム：あ、そうだ。紅炎剣プロミネンスはどうすれば使えるようになるんですか？

ＧＭ：フリーアクションで宣せん言げんすればＯＫ。ルードに貸かしてもらった腕うで輪わは、装そう備びしている剣を神しん剣けん化することができる。つまり、自分の持っている剣自体が紅炎剣プロミネンスになる。

プリム：なるほどー。

ＧＭ：では、戦闘開始だ！




●第１ラウンド

▼行こう動どう値ち

　トロウルウォーリアＡ、Ｂ　15

　ヒュドラ　　　　　　　　　15

　ビルターグ　　　　　　　　14

　シャックスＡ、Ｂ　　　　　13

　ハヤト　　　　　　　　　　11

　プリム　　　　　　　　　　９

　キュリア　　　　　　　　　９

　オーガマーセナリＡ、Ｂ　　８

　ジェイス　　　　　　　　　６

[image: ]
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ハヤト：エネミー速いな！

ＧＭ：さて、セットアッププロセス。まずは、トロウルウォーリアが《パンプアップ》。得え物ものの斧を構かまえると、筋きん肉にくがブキッと膨ふくらむ。これでラウンド中、武ぶ器き攻こう撃げきのダメージに＋４。ヒュドラはなし。その次、ビルターグが《フェイス：マハディルグ》。マハディルグという邪じや神しんに祈いのりを捧ささげ、キミたちへ呪のろいをかける。この回かい避ひに失敗すると、このラウンド中の回避判はん定ていがマイナス１Ｄされるぞ。

ジェイス：ふっ、私には関係ないな。どうせもともと敵てきの攻撃を避よけられない（一同笑）。

ハヤト：《インタラプト》する？

ジェイス：そうだな。ハヤトが食らうのはやばいが……これよりも酷ひどい攻撃がくるような気がするんだよな（笑）。

ハヤト：確たしかに……。

ＧＭ：どうする？

ハヤト：うん、やっぱり《インタラプト》は使わない。がんばって避ける。

ジェイス：うむ。がんばりたまえ（笑）。

ＧＭ：では、《フェイス：マハディルグ》の魔ま術じゆつ判定だ。対象はＰＣ全員。（ダイスを振ふる）達たつ成せい値ちは27！

一同：27っ!?

ハヤト：そ、それはちょっと無理かも……（苦笑）。




　ビルターグの祈りに、魔ま界かいに封ふうじられている〝欲よく望ぼうの女神〟マハディルグが応こたえる。

　中空に漆黒の穴あながいくつも開いていく。と、そこから透すき通とおった鎖くさりがジャラジャラと音を立てながら何本も出しゆつ現げんし、四人の腕うでに巻まきつく。

　痛いたみはないし、動けないほどではない。だが、実体のないこの鎖は間違いなく、プリムたちの動きを阻そ害がいしている。




ＧＭ：回避は全員失敗だね。とゆーわけで、このラウンドの間、邪じや神しんの呪いにより、キミたちの回避判定がマイナス１Ｄされる。

ジェイス：「フン、これがどうした。この程てい度ど、大したことない」と強気に言うぞ。

ＧＭ：「ずいぶんと余よ裕ゆうがありますね。では、どこまでその余裕が続くか、見せてもらいましょう」とビルターグが言うが、シャックスは特に何もしないので、次はハヤトだ。

ハヤト：《イメージボディ》を使用する。分身！

プリム：あ、それと《陣じん形けい》使いましょう！

ハヤト：おー！　じゃ、オレはトロウルウォーリアにエンゲージするぜ。

ジェイス：私はキュリアくんとエンゲージを分けるために横に少し動いておこう。

キュリア：じゃあ、わたしは動かなくてもいいですね。

プリム：あたしはどこがいいかな？

ハヤト：オウガマーセナリじゃないかな？

プリム：マッチョな妖魔ですね。じゃあ、そこに行きます！

ＧＭ：これで《陣形》の移い動どうは終了だね。プリムとキュリアのセットアッププロセスの行動は何かある？

プリム：ありませーん！

キュリア：わたしもありませーん！

ＧＭ：了りよう解かい。ではオウガマーセナリのセットアップだ。オウガマーセナリたちは、部屋中に響ひびきわたるような雄お叫たけびを上げ、みずからを鼓こ舞ぶする。《オウガの雄叫び》を使用！　シーン終了まで攻撃のダメージを＋６する。

ジェイス：最後は私だな。《ヘイスト》をキュリアに！　トロウルウォーリアやヒュドラよりも早く行動させたいところだ。

キュリア：お願いします！

ジェイス：（ダイスを振る）魔術判定は成功。キュリアの【行動値】は９だから３Ｄ振って６以上出せばいい。（ダイスを振る）お、11だ。

キュリア：【行動値】20になりました！

一同：おおっ!?

キュリア：身軽になったターチュが、頭の上で素す速ばやい動きでパラパラを踊おどりますよ！

プリム：ターチュ、かわいい[image: ][image: ]（笑）。

ＧＭ：これでセットアップは終了。イニシアチブプロセスになって、まずはキュリアから。

ジェイス：よし、その勢いきおいに任まかせて攻撃だ！　キュリアくん！

ハヤト：ドーンと任まかせるよ、キュリア姉ちゃん！

[image: ]

キュリア：ドーンっていきますか！　では、ムーブアクションは何もしないで、マイナーアクションで《アニマルパクト》を使います。メジャーアクションは《ファミリアコンビネーション》で《サモン・フェンリル》《ファミリアアタック》です！

ＧＭ：《アニマルパクト》ってことは、《ファミリアアタック》と《サモン・フェンリル》が「対象：場面（選せん択たく）」「射しや程てい：視し界かい」になるのか……。

キュリア：はい！　全部の敵に攻撃しますよぉ～（笑）。

ハヤト：ついにキュリア姉ちゃんの真の力を見せる時がきたぜ！（笑）

キュリア：ふっふふふ（笑）。では、まずは《サモン・フェンリル》から。命中判定にフェイト１点使って４Ｄで判定します。あとアガートラームの効こう果かも使います！

プリム：どんな効果なんですか？

ＧＭ：自分のＨＰを減らした分だけ、魔ま法ほうダメージを上じよう昇しようさせることができる。ただし、減らすＨＰは６Ｄ──つまりランダムだ。

プリム：ＨＰの少ないキュリアさんには結構きついですね。

ジェイス：大丈夫。私が回かい復ふくしてあげるから思い切ってやっていいぞ。

キュリア：はい！（ダイスを振る）15です。これでＨＰが15点減って、ダメージが15点上昇します。魔術判定は４Ｄ＋11！（ダイスを振る）……28！

ＧＭ：くっ！　かなり高いな。まずはビルターグ。防御結界でダメージは受けないけど一応振っておくか。（ダイスを振る）……ファンブル！（一同笑）

ハヤト：避ける気ないね（笑）。

ＧＭ：「ふっ、その程度の攻撃、避けるまでもありませんね」

ジェイス：いや、避けるまでもないんじゃなくて、避けられなかったんだろ（笑）。

ハヤト：回避判定にファンブルすると、防御結界が効果を失うとかは？

ＧＭ：そんなことはない。

ハヤト：そうか、ちぇー（一同笑）。




　ちなみに、他のエネミーも全員回避失敗。

　ひとりくらいクリティカルしてください（とほほ）。




キュリア：じゃあ、《マジックフォージ》も使います！　これでアガートラームの効果も合わせて14Ｄ＋21！

ジェイス：ここに《ディスコード》を乗せよう。（ダイスを振る）うむ、20点追加だ。

プリム：お、高い！

キュリア：（ダイスを振る）……全部合わせて94点の〈無〉属ぞく性せいの魔法ダメージ!!




　キュリアの召しよう喚かんに応こたえ、現げん出しゆつする〝動物の王〟フェンリル。

　その巨きよ大だいな顎あごから放たれる咆ほう哮こうが、〝銀の籠こ手て〟アガートラームにより増ぞう幅ふくされ、ビルターグへと襲おそいかかる。魔ま力りよくのうねりになぎ払はらわれる妖魔や魔獣たち。

　だが、ゾハールの力による結界に阻はばまれ、ビルターグには何の効果も及およぼさない。吹ふき荒あれる咆哮の中、避けるそぶりすら見せない。




ＧＭ：ビルターグは防御結界でダメージを受けないが、他の連中はかなりのＨＰダメージを受けた。オウガマーセナリにいたっては、両方とも咆哮に吹ふき飛とばされて倒たおれる。

プリム：えーっ。

ハヤト：一いち撃げきでお亡なくなりに……！。

ＧＭ：が、「ここで俺おれたちは倒たおれてはいけない。俺たちにはまだ役目があるんだー」とお互たがい励はげまし合いながら《苦く痛つう耐たい性せい》を使用。戦せん闘とう不ふ能のうを回復し、ＨＰ20点で立ち上がる。

一同：復活したっ!?

ハヤト：だけど、一撃目で《苦痛耐性》を使わせたのは大きいね！

ＧＭ：ちなみに２点オーバーで、戦闘不能だった（笑）。

ハヤト：素す晴ばらしい！

プリム：よしよし（笑）。

ＧＭ：「俺たちは頑がん張ばれるんだよ」「そうだ頑張れるんだよ」「この時のためにずっと特訓してきたんじゃないか」「熱くなれよ」などと言いながら根こん性じようで立ってるぞ。

プリム：うわー、この妖魔さんたち、倒たおしにくい。倒しにくいよ、セシリー！（一同笑）

ＧＭ：でも、次の一撃で死にそうだ（笑）。

キュリア：じゃあ、ターチュ、いっておいでー！　《ファミリアアタック》で攻撃。命中判定にフェイトを１点使います。（ダイスを振る）25！

ＧＭ：次こそは一体ぐらい避けてくれよ……。




　とは言ったものの、現げん実じつはあまりに非ひ情じよう。

　ダイスの目が悪く、ビルターグ、ヒュドラ、トロウルウォーリア、シャックスと全員が回避失敗。

　そして、あとがないオウガマーセナリはというと……。




ＧＭ：（ダイスを振る）よし！　クリティカル!!

一同：ええ─────っ!?

プリム：ついにきたかあー。

ＧＭ：「よっし！　頑張った、俺たちやれるよ！」（一同笑）

ハヤト：立ち上がった意味があったな、オウガマーセナリ。

ＧＭ：もう一グループの方は……（ダイスを振る）あーっ、惜おしい!!

プリム：（出目を見て）５と６かあ、惜しいー。

ＧＭ：回避したのは一グループだけか……。

キュリア：じゃあ、ダメージいきますよー。




　キュリアの魔力を受けて、ターチュが巨きよ大だい化かした。

　数倍の大きさとなったターチュは、フェンリルの咆哮によってひるんだ敵へ容よう赦しやなく巨大な八本の足を叩たたきつける。

　衝しよう撃げきで床ゆかにひびが入り、破は片へんが空中へ舞まい上あがり、魔族たちが大きく吹ふき飛とんだ。




キュリア：（ダイスを振る）……42点の貫かん通つうダメージ！

ハヤト：タ、ターチュ怖こええーっ！

ＧＭ：攻撃を受けた方のオーガマーセナリはもちろん倒たおれる。それ以外は……（計算中）だめだ、シャックスが耐たえきれない！　二体ともここで戦闘不能。

一同：やったーっ！

ＧＭ：何もしないまま、倒れたか……。

ジェイス：よしよし。飛行状態の敵を倒したのは大きいな。これで大分と楽になる。

ＧＭ：ちなみにビルターグは結界でターチュの足を弾はじいて無む傷きずだ。

ハヤト：まぁ、ビルターグは仕方ないね。

キュリア：でも、三体倒しました！　しゅるしゅるしゅるっとターチュがいつもの大きさに戻もどって、頭に帰ってきます。ありがとう、ターチュ！

ＧＭ：これで、キュリアは終わり。次はヒュドラだ。ムーブアクションでその巨きよ体たいを揺ゆらしながら、ハヤトにエンゲージする。

ハヤト：こっち来た！

ＧＭ：《フェイス：マハディルグ》の効果で回避判定のダイスが減っている今がチャンスだからな。マイナーで［威い圧あつ］を解かい除じよしつつ、メジャーアクションは普ふ通つうに攻撃。たくさんの頭で噛かみつく！（ダイスを振る）……達成値28。

ハヤト：くっ、結構でかいな。やっぱり、無理してでも《フェイス：マハディルグ》を避けておくべきだったかなー。

ＧＭ：ふっふふふふ（笑）。

ハヤト：えーっと、４Ｄで期き待たい値ちか。ここは避けておいた方がいいよな。トロウルの攻撃も来るだろうし。フェイト２点使用。（ダイスを振る）……うわ、ダメかも。

プリム：（出目を見て）２、３、４、４ですね。

ハヤト：出目が13。達成値27で１足りない!!

キュリア：ああー……。

ハヤト：フェイトで振ふり直し。（ダイスを振る）よし！　今回はダイス目が16。達成値30で回避したぜ！




　ヒュドラの首が次々とハヤトに襲いかかる。

　ひとつ、ふたつとハヤトの分身がヒュドラに噛かみ砕くだかれて消えていく。だが、それでもハヤト本体を捉とらえることはできない。

　そして……。




ＧＭ：ヒュドラの攻撃が終わったあと、ハヤトは無傷で立っている。

ハヤト：イェイ！（笑）

ＧＭ：がんばった。ヒュドラさんがんばった。フェイトを３点使わせたし、よくやったよ。で、次はトロウルウォーリア。攻撃の対象はもちろんハヤトだ！

ハヤト：はははっ、まだ来るのか

ＧＭ：トロウルウォーリアのムーブはなし。まずはマイナーで［威圧］を解除。そしてメジャーでスキルを使わず普通にハヤトを攻撃する。

ハヤト：じゃあ、オレはそのでっかいトロウルの足元をこうチョロチョロと走りまわるぜ（一同笑）。

ＧＭ：「うざいわっ！」トロウルウォーリアが、グンッと思いっきり斧を構えて、足下をうろちょろするハヤトに向けて振ふり下おろす。

ハヤト：ぎゃー!?

ＧＭ：ドーン。

ジェイス：ああ、ハヤトが赤い染しみに（笑）。

ハヤト：そう、赤い染みになる（一同笑）。

プリム：ハ、ハヤトくんっ!?




　いや、まだ命中してないから。




ＧＭ：くらえ、トロウルアックス！（ダイスを振る）命中は17。うわぁ、低い！

プリム：17なら回避できるんじゃない？

ＧＭ：こいつ、当たればかなり痛いたいのに！

ジェイス：当たらなければどうということはない！

ハヤト：じゃあ《ドッジムーブ》で回避。（ダイスを振る）うん、余裕で回避した。

ＧＭ：じゃあ、二体目。「兄あに者じや、何をやっている。この俺が手本を見せてやるぜ」と言って、斧を振ふり上あげる。

ハヤト：あ、兄弟だったのか。

ＧＭ：うむ、今そういうことになった（笑）。兄と同じくムーブはなし、マイナー［威圧］解除、メジャーアクションで普通にハヤトに攻撃する。（ダイスを振る）命中は20！

ハヤト：あ、ちょっと上がった（笑）。

ＧＭ：でも、ほぼ平へい均きんだ。これはダメだな。ハヤトのダイス目が悪いことに期待するしかない。

ハヤト：確かにダイス目が悪いと避けられないかも。《ドッジムーブ》を使って、さらに残りのフェイトを使って、ここは確かく実じつに避けるぜ！

プリム：おー、ハヤトくん、かっこいい！

ハヤト：フェイト１点使って（ダイスを振る）達成値27！

プリム＆キュリア：おおー（拍はく手しゆ）。

ＧＭ：また避けられたか。ブーンとトロウルウォーリアの斧が、ギリギリで回避したハヤトの頭の上で通つう過かし、宙ちゆうを薙なぐ。

ハヤト：じゃあ、ちらっと上を見ると、目の前を斧がヒュンと通とおり過すぎていく。余裕だぜ！

ＧＭ：そして、弟にいちゃもんをつけるトロウルウォーリア兄。「お前だって当たらないじゃないか、弟よ」「兄者にそれを言う資し格かくはない」

プリム：あ、兄弟ゲンカを始めた（笑）。

ＧＭ：「まったく役に立たない連中です」その様子にビルターグが頭を抱かかえる。「だが、私は違います。まずはあなたです。キュリアさん」

キュリア：わ、わたし!?

ＧＭ：ビルターグは、ゆっくりと左手をキュリアに向ける。ムーブアクションとマイナーアクションはなし。メジャーアクションで《アンデッドベイン》（＊）。「我われらが神々よ。この者に速やかなる死を与あたえたまえ！」

プリム：キュリアさん、死なないでぇー！

ＧＭ：アガートラームを使って弱ってる今が狙ねらい時！

キュリア：最悪、生き返らせてくださいね（すでにあきらめ顔）。

ジェイス：そうだね。今回初めて《レイズ》が役に立つかもしれん。

ハヤト：あ、《レイズ》持っているんだっけ。

ジェイス：ああ。今まで使う場面なかったけどな。

ＧＭ：命中いくよ。（ダイスを振る）出目が８で達成値23。

ジェイス：これは無理に避ける意味がないなー。

ハヤト：回避判定にマイナス１Ｄされてるから、どうしようもない。

キュリア：ですねー。でも、１Ｄしか振ふれなくても、絶対に避けられなくても振りますよ！（ダイスを振る）……４！

プリム：キュリアさんが、勇ましいよー（一同笑）。

ＧＭ：そして、ここで《パニッシャー》（＊）を使用。これでダメージは４Ｄ＋60。

ハヤト：……これはちょっとダメだね（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）ダイス目が12なので、72点の貫通ダメージだ！

ハヤト＆プリム：キュリアさーん。

キュリア：む、無理です。一撃でＨＰが０です！

ジェイス：ここは《アフェクション》でダメージを０にする！




　邪神の力を受け、ビルターグが命を蝕むしばむ黒き瘴気を放つ。

　その前にあらゆる防ぼう御ぎよは意味をなさず、キュリアは為なすす術すべなく倒れるかと思われた。が、どこからともなく降ふり注そそいだ光が、瘴気の塊かたまりを霧む散さんさせる。

　ジェイスの祈りが、邪神の力を打うち払はらったのだ。




ＧＭ：「さすがはジェイスさん。カスピエルを倒し、グランフェルデンを救った英えい雄ゆうです。一ひと筋すじ縄なわではいきませんか」

ジェイス：ふっ、お前に誉ほめられてもうれしくないが、私と共にカスピエルと戦った仲間たちのために、その賛さん辞じだけは受けておこう。

ＧＭ：「相変わらず素す直なおじゃありませんね」と、言ったところでビルターグの行動は終了。シャックスはもう倒されているので、次はハヤトの行動だ。

ハヤト：やっと回ってきた（笑）。じゃあ、兄弟ゲンカしているトロウルウォーリアとヒュドラをまとめて攻撃するぜ。ムーブなし、マイナーで《カメレオンスキン》、メジャーで《ワイドアタック》だ。（ダイスを振る）命中は21！

ＧＭ：（ダイスを振る）ヒュドラは回避失敗。トロウルウォーリアは……（ダイスを振る）敵を目の前にしてもまだ口こう論ろんしており、その隙すきに攻撃された。

ハヤト：ならここで《ピアシングストライク》。（ダイスを振る）38点の物理ダメージだ。

ＧＭ：くっ、あと３点ダメージが低ければ《粘ねん液えきの肌はだ》（＊）でダメージを無む効こう化かできたのに！

ハヤテ：危ねぇ[image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：まずトロウル（兄）が倒れる。その様子を見たトロウル（弟）が──「あ、兄者？どうした……（どさっ！）」口論に忙いそがしく、ハヤトに斬きられたことも分からずに、トロウルの兄弟は戦闘不能になった。

ジェイス：悲しい兄弟だ（一同笑）。

プリム：ハヤトくん、さすがです。

ＧＭ：だが、ヒュドラの方はまだまだ！　次はプリムだ。

ハヤト：目の前のオウガマーセナリを攻撃？

プリム：いえ、《フェザータップ》を使って、セシリーの所まで行きます！

ジェイス：なるほど。飛行状態ならばオウガマーセナリを飛とび越こえて、セシリーくんの所まで移動可か能のうか……。考えたな、プリミラくん。

ＧＭ：でも、プリムの位置からセシリーの場所までは一五メートル。《フェザータップ》では届とどかな……あっ！

プリム：はい！　《サマーソルト》も使います！

ＧＭ：くっ！　２ラウンド目までエンゲージされない予定がぁ[image: ][image: ]！（一同笑）

プリム：えへへ。

ハヤト：やったね、プリム姉ちゃん！

プリム：はいっ！　じゃあ、ムーブで《フェザータップ》と《サマーソルト》を使って、一気にセシリーの所まで移動します！

ジェイス：飛んだー！

プリム：みんなが下に見えるー。

ハヤト：ハヤトは上をこう見上げて、小学生男子的に「見えた！」とか（笑）。

プリム：スパッツを穿いているから大丈夫です！（一同笑）




　オウガマーセナリの目の前で跳ちよう躍やくするプリム。

　そのまま空中で一回転し、セシリーの許もとへと着地する。




ＧＭ：では、まずはビルターグの結んだリンクが見えるかの【感知】判定だ。これは特にアクションを消費しなくてもいい。

プリム：はいっ！

ＧＭ：難なん易い度どは12。これに成功すればプリムとセシリー、そしてセシリーとビルターグを結んでいるリンクを視し認にんすることができる。

ジェイス：難易度12か……。いけそうか、プリムくん？

プリム：ダイス目で８以上です。

キュリア：《ダンシングヒーロー》を使うか、フェイトを使うかですね。

プリム：（即座に）《ダンシングヒーロー》を使います！

ＧＭ：これで、３Ｄで８以上だ。

プリム：いきます。（ダイスを振る）４、４、５！　出目で13だから17！

一同：よし！　成功っ！

プリム：見えました！　そこですっ!!

ＧＭ：セシリーを経けい由ゆして、プリムとビルターグを繋つなぐ魔力の流れ──黒く濁った偽いつわりの絆がはっきりと見えた。その中心を斬きれば、両方へのリンクを一度に切せつ断だんすることができる。

プリム：そこを斬きるのに判定はあります？

ＧＭ：難易度15の命中判定に成功すればＯＫだ。

プリム：分かりました……紅炎剣プロミネンスさん、力を貸して！

ＧＭ：その願いに紅炎剣プロミネンスが応える。プリムの腕輪が赤く輝かがやいたかと思うと、手にした怪かい力りよく乱らん神しん剣けんが炎ほのおに包まれ、その姿が紅炎剣プロミネンスへと変化する！

プリム：すごーい。

ＧＭ：では、命中判定だ！

ハヤト：ここでファンブルするととても美味しいよ。

ジェイス：ファンブルすると小島さんになれるぞ！




　実は小島さん、別のリプレイで〝ファンブル侍ざむらい〟という異い名みようを持つＰＣをプレイしていたことがある。その名のとおり、ファンブルを出しまくり、他のＰＣ（プレイヤー）だけでなく、ＧＭまでも恐きよう怖ふのどん底へと陥おとしいれたことがあるのだ。




キュリア：ダメです！　上村さんは、そんな穢けがれちゃダメです！（一同爆ばく笑しよう）




　自分で言うか。




プリム：はい！　分かりました！

キュリア：あ、いやー、そこできっぱり言われると、わたしの立場が……（一同笑）。

プリム：いきます！（ダイスを振る）……18です！

一同：よしっ！




　プリムは紅炎剣プロミネンスと化した剣を、セシリーの中に見える魔力の流れを目め掛がけて振り下ろす！

　セシリーの身体を透とう過かしていく紅あかき炎！　と、風切り音と共にガラスの砕くだけるような音が辺りに響ひびく。

　それは、魔族ビルターグによって作られた偽りの絆が砕くだけ散ちる音だった。




ＧＭ：「何？　私のリンクが斬られた？」ゾハールの力を失ったことに気づいたビルターグが驚おどろきの声を上げる。

プリム：はい！　あたしとセシリーの絆は斬らせてもらいました！

ジェイス：ん？　絆っていうとなんか語ご弊へいがあるな。

プリム：え？

ハヤト：プリム姉ちゃんとセシリーの絆だと、姉妹の縁えんを切った感じになっちゃう（笑）。

ＧＭ：「お姉ちゃんとわたしはもう関係ないんだからね！」（一同爆笑）

プリム：本当だっ！

ＧＭ：偽りの絆だね（笑）。

プリム：（真面目な声で）偽りの絆は斬らせてもらいました！

ジェイス：うむ。そう言わないと、なんか面白くなってしまう（一同笑）。

ＧＭ：まぁ、ともかく、これでセシリーはゾハールの呪いから解かい放ほうされる。セシリーの手の甲こうにあった〝薔薇ばらの刻こく印いん〟もスーッと消えていく。

ジェイス：よし！　消えた！

プリム：（セシリーに微笑み）これでもう、大丈夫だね、セシリー。

ＧＭ：「プリムお姉ちゃん？」何が起こったのか分からず戸と惑まどうセシリー。だが、自分に笑いかけるプリム、そして刻印が消えたことから、姉がビルターグとの契約を断たち切きってくれたのだ、と彼かの女じよはすぐに気づき、もう一度姉の名を呼よぶ。「プリムお姉ちゃん！」

プリム：じゃあ、セシリーにひとつうなづいて、ビルターグの方に向き直る。あとはビルターグを倒たおすだけ。覚かく悟ごしてください！

ＧＭ：「紅炎剣プロミネンスですか……。なるほど、我わが契約が斬られるも道理」ビルターグはさして驚おどろく様子もなく、プリムの構えた剣を見る。

ジェイス：「これで貴き様さまの防御結界はなくなった。もう、あきらめたらどうだ？」

ＧＭ：「しかし、まだ私自身の力が残っている。それに、プリミラさんとセシリーさんのリンクがなくなってしまった以上、もうあなた方には用はありません。これであなた方を倒す十分な理由ができました。ここからは本気を出させてもらいますよ」

プリム：あたしたちは最初から本気だし、全力です！　ここで絶対にあなたを倒す！

ＧＭ：「まぁ、がんばってください。でも、その前に──」と、ビルターグは根性で生き残っているオウガマーセナリにキュリアを攻撃するように命じる。

キュリア：うわっ！

ＧＭ：ムーブでキュリアへエンゲージ。マイナーで［威圧］解除、メジャーで《連れん続ぞく攻こう撃げき》（＊）だ。一撃目は（ダイスを振る）18で命中。ちなみに《フェイス：マハディルグ》の効果が続いているので、回避判定のダイスは一個こしか振ふれない。

キュリア：う[image: ][image: ]、１Ｄしか振れないんじゃ、クリティカルも出ないから、絶対に回避できないですよ。




　邪神マハディルグの呪いにより、動きの鈍にぶくなったキュリアへとオウガの斧が迫せまる。

　かろうじてジェイスが《プロテクション》で守るも、オウガの攻撃は連撃。二度目の攻撃に《プロテクション》は間に合わない。

　妖魔の攻撃を受け、ついにキュリアが戦闘不能となってしまう。

　しかし……。




ジェイス：次は私の番だな。まだ寝ねるには早いぞ、キュリアくん。キミとターチュにはまだまだ活かつ躍やくしてもらわないとな。ムーブとマイナーはなし、メジャーで《レイズ》だ。（ダイスを振る）判定は成功だ。ＨＰは２Ｄ点まで回復するから……（ダイスを振る）５点。

キュリア：ありがとうございます、ジェイスさん。ＨＰ５点で復ふつ活かつ！

プリム：よかったね、キュリアさん。

ハヤト：これで全員が行動済ずみ。これで第１ラウンド終わり？

ＧＭ：いや、ビルターグが《二回行動》（＊）で行動する。「次の私の計画に、あなたはもう邪じや魔まです。ここで死んでください」

プリム：イヤです！（きっぱり）

ＧＭ：「そうですか。しかし、あきらめてください！」ビルターグはムーブでプリムにエンゲージ。マイナーで《サンクション》（＊）を使い、武ぶ器き攻こう撃げきを〈光〉属性の魔法ダメージに変えて、《ホーリーヒット》（＊）！　プリムをメイスで二回殴なぐる！

プリム：二回もっ!?

ジェイス：《ホーリーヒット》持っていたのか！

ハヤト：それなら、《ホーリーヒット》を《インタラプト》するね。

ジェイス：おおぉ!!

ハヤト：《アフェクション》使っちゃったし、《インタラプト》はここでしょ。プリム姉ちゃんに攻撃しようとするビルターグに、たくさんのハヤトの分身が「やめるんだ」「やめるんだ」と言いながらあちこちに掴つかまって、攻撃を妨ぼう害がいする。

ＧＭ：何じゃそりゃ!?

ハヤト：やめるんだ、やめるんだ（一同笑）。

ＧＭ：「くっ、何をするんですか！」と、ハヤトの分身を振ふりほどこうとする。

ハヤト：すると分身はあっさり振ふりほどかれて、空中にぱーっと消えていく。そして、ヒュドラの隣となりにいるオレが言う。それは全部残ざん像ぞうだぜ！（一同爆笑）。

ジェイス：イヤな演えん出しゆつの《インタラプト》だ（笑）。

キュリア：これはトラウマになりそうですよ。

ＧＭ：「よくもやってくれましたね」ビルターグはハヤトの方を振ふり向むいてにらみつける。というわけで《ホーリーヒット》が《インタラプト》された。

プリム：ハヤトくんが私を助けてくれている。しかも、すごい大人数で！（一同笑）

ＧＭ：これで全員行動終了。そして、クリンナッププロセスでヒュドラが《再さい生せい能のう力りよく》（＊）の効果でＨＰ20点回復。

ジェイス：なるほど。ヒュドラに移うつしたダメージは、《再生能力》で回復させるのか。

キュリア：ちょっと面倒ですね。

プリム：それでもがんばりましょう！

一同：おぉ──────っ!!

ハヤト：それと《フェイス：マハディルグ》の効果はここで終わりだね。やっと回避がまともにできる。

ＧＭ：ふっふふ。これで第１ラウンドは終了だ。





（＊）《アンデッドベイン》　アコライトのスキル。対象に魔法攻撃を行ない、貫通ダメージを与える。また対象が「分類：アンデッド、人造生物、機械」の場合、さらにバッドステータスの［ノックバック］も与える。

（＊）《パニッシャー》　パラディンのスキル。攻撃のダメージを＋【精神基本値】する。

（＊）《粘液の肌》　エネミースキル。受けたＨＰダメージが一定を越えないと、そのＨＰダメージを０にする。

（＊）《連続攻撃》　エネミースキル。武器攻撃を二回行なう。

（＊）《二回行動》　エネミースキル。登場しているキャラクター全員が行動済になった時に未行動になる。

（＊）《サンクション》　パラディンのスキル。「種別：打撃」による武器攻撃のダメージを〈光〉属性の魔法ダメージにする。さらに対象が「分類：アンデッド、妖魔、魔獣、魔族」の場合、ダメージが増加する。

（＊）《ホーリーヒット》　パラディンのスキル。「種別：打撃」の武器による白兵攻撃を二回行なう。

（＊）《再生能力》　エネミースキル。クリンナッププロセスにＨＰが回復する。






●第２ラウンド

▼行動値

　ヒュドラ　　　　　　　　15

　ビルターグ　　　　　　　14

　ハヤト　　　　　　　　　11

　プリム　　　　　　　　　９

　キュリア　　　　　　　　９

　オウガマーセナリＡ　　　８

　ジェイス　　　　　　　　６

[image: ]




ＧＭ：では、第２ラウンドのセットアップだ。ヒュドラは何もせず、そしてビルターグ！

ジェイス：（げんなりして）まだ何かあるのか？

ＧＭ：もちろん。ビルターグのセットアップ、第二弾だん！

ハヤト：おう。何をしてくるんだ？

ＧＭ：まずは《インペレイティブ》（＊）でスキルをふたつ使う。

プリム：ふたつもですか！

ＧＭ：ひとつめはオリジナルスキルの《同どう調ちよう吸きゆう収しゆう》。至し近きんのキャラクターひとりと【精神】で対決して、勝利すると対象に20点のＨＰロスを与え、その分だけ自分のＨＰを回復するというスキルだ。無理矢理に一時的なリンクを結ぶと思ってくれい。

ジェイス：で、ＨＰを20点、チューッと吸すうと。

ＧＭ：そう、20点、チューッと吸う（笑）。

ジェイス：よし、分かった。どんとこーい。

プリム：どんとこーい（笑）。

ＧＭ：いや、これ至近にしか届かないから、対象はプリムだけだよ。

プリム：えー、あたしだけ!?

ジェイス：いま、どんとこいと言っただろう（笑）。

プリム：だって、ジェイスさんが言ったから、私も言っておこうと……。

ＧＭ：「ほぅ、さっそく仲なか間ま割われですか？」

プリム：仲間割れじゃありません。ジェイスさんが悪いんです！（きっぱり）

ジェイス：人のせいにしてはいけないな、プリミラくん（一同笑）。

プリム：だってー。

ＧＭ：と、ともかく、プリムが対象だ（笑）。それでは【精神】で対決。（ダイスを振る）低いな、達成値17。

プリム：あたしの【精神】は４だから……（ダイスを振る）達成値９！　ダメです。負けてしまいました。

ＧＭ：では、プリムとビルターグの間に一時的に偽りの絆が結ばれ、キミは力が急きゆう激げきに抜ぬけていくのを感じる。20点のＨＰロスだ。

プリム：うぅ～、力が抜ける[image: ][image: ]。

ＧＭ：もっとも、ビルターグのＨＰは減っていないので、ＨＰの回復はしないけどね（笑）。

キュリア：これで終わり？

ＧＭ：いや、まだだ。ふたつ目のスキル《フェイス：モリーアン》を使用！

ジェイス：また《フェイス》か！

ＧＭ：エネミースキルの《フェイス》は取得に制せい限げんがないからね。




《フェイス：～～》は、神々を信しん仰こうしていることを表わすスキルである（～～には神様の名前が入る）。通つう常じよう、ＰＣたちは《フェイス》をひとつしか取得できない。つまり、一柱の神様しか信仰できないわけだ。

　しかしエネミースキルである邪神用の《フェイス》は、取得に制限がない。つまり、エネミーはいくつでもフェイスが取得できるのだ。




キュリア：それで、今度はどんな効果なんです？

ＧＭ：「対象：範はん囲い（選択）」「射程：シーン」に魔術を使用して、ラウンド中の武器攻撃の命中判定にマイナス１Ｄ。

一同：うわ、それはつらい！

ＧＭ：もちろん対象はプリム。（ダイスを振る）27！

ハヤト：高っ！　これはクリティカル以外は無理だな。

ジェイス：うむ。このラウンドはあきらめて、命中判定にフェイトを使った方が確実だな。

プリム：でも、ここでクリティカルを出せば……（ダイスを振る）ダメです！

ＧＭ：では、プリムに今度は〝嫉しつ妬との女神〟モリーアンの呪いが掛かかる。手にしている武器が急に重くなり、構えるのがやっという感じだ。

プリム：うーん、重いよー（一同笑）。

ＧＭ：「どうしたのかな？　私を倒すんじゃなかったのかな？」武器の重みに苦しむプリムを嘲あざ笑わらうビルターグ。そして、次はハヤト。

ハヤト：もちろん《イメージボディ》を使用するぜ！

ＧＭ：次はプリムとキュリア。

プリム：ありません！

キュリア：わたしもありません。

ジェイス：では、最後は私だな。《ヘイスト》……いや、ここは《ファイトソング》だな。さて、何の使用回数を増ふやすか……。

ハヤト：《アフェクション》にする？　《インタラプト》にする？　……あとは《アニマルパクト》もあるね（笑）。

キュリア：でも、わたしが攻こう撃げきするの、ビルターグのあとですよ。

ジェイス：それと防ぼう御ぎよに使えるスキルが《プロテクション》のみになる。

ハヤト：《蘇そ生せい》を残しているから大丈夫じゃない？

ジェイス：ああ、そういえばまだ残っていたな。だが、かなりの賭かけになるぞ。

ハヤト：でも、《インタラプト》で打ち消すよりも、《アニマルパクト》が面白いよね。

ジェイス：あぁ。それにリプレイ的にも盛もり上あがる！（一同笑）

プリム：確かにそうですね（笑）。

キュリア：ちょ、ちょっと待ってください。それって責せき任にん重大じゃないですか!?

ジェイス：うむ。責任重大だ（笑）。

ハヤト：ちなみに《アニマルパクト》すると何がいいかというと、ヒュドラとオウガマーセナリを一気に倒たおせる。怖こわいのは、ビルターグの《ホーリーヒット》なんだけど……。

プリム：ウィガールもあるから、大丈夫ですよ！

ジェイス：そうだな。《プロテクション》、ウィガール、《蘇生》で何とかなりそうだな。よし！　《ファイトソング》で《アニマルパクト》を復活させる。頼たのむぞ、ターチュ！

キュリア：って、ターチュの方ですかっ!?（一同爆笑）

ジェイス：『ヴァイス』はタコに始まり、タコに終わるのだ（笑）。




　つつしんでお断ことわりする。




プリム：がんばって、キュリアさん！　キュリアさんなら大丈夫ですよ。

キュリア：……分かりました。やれるだけやってみます（ちょっと不安げ）。

ＧＭ：では、これでセットアップは終了。まずはヒュドラの行動から。ハヤトには攻撃が当たりそうもないから、ジェイスの方へと向かうか……。

ジェイス：さあ、こい。《プロテクション》の餌え食じきにしてくれる（笑）。

ＧＭ：いや、ダメなんだよ。離り脱だつになるからマイナーが使えなくなる。やっぱりハヤトに攻撃だ。ムーブなし、マイナーで《バッドステータス付ふ与よ：毒》（＊）、メジャーは普通に攻撃！

ハヤト：やっぱり［毒］を持ってるし！

プリム：ドキドキ。

ジェイス：ここでクリティカルが出ると、さらばハヤトという感じになるな。

ハヤト：ジェイスさん、そんな不ふ吉きつなこと言うなよ。本当に出たらどうするんだよ（笑）。

ＧＭ：（ダイスを振る）……あ、ごめん！

一同：え？

ＧＭ：本当に出ちゃった、クリティカル。てへ！（笑）

一同：てへ、じゃないだろっ!!




　ごもっとも。




プリム：ど、どうするんですかっ!?

ＧＭ：どうするもこうするも出てしまったものは仕方ない（居い直なおり）。

ハヤト：さすが、ゆーらさんだ！　ここ一番のやばいところでのクリティカルは揺るがないなぁ～（笑）。

キュリア：笑いごとじゃないですよ！

ＧＭ：ちなみに［毒］の効果強度は４なので、毎ラウンド20点のＨＰロスだ。

ジェイス：20点か！

ハヤト：まぁ、［毒］の方は「毒消し」があるから大丈夫だけど……。回避にフェイト入れた方がいいかな？　いや、《プロテクション》もらえば今回は耐たえられるだろうし、フェイトは取っておこう。３Ｄでもクリティカルする時はする！

ジェイス：さらば、ハヤト！

プリム：ハヤトくーん。やだよー。

ハヤト：だから不吉なこと言わないでくれよ！（笑）。えーい（ダイスを振る）クリティカルはしなかった。さあ、ダメージをくれ！　［毒］ぐらいじゃくじけないぜ！

ＧＭ：ダメージはクリティカルで２Ｄ追加して、合計で７Ｄ＋45だ。

プリム：えー、強い！　きつい!!

ジェイス：これは厳しいな。

ハヤト：ヒュドラは強かった。さようなら、みんな。まあ、オレがいなくてもなんとかなる、大丈夫だよ（笑）。

プリム：あきらめないでください！

ＧＭ：よし。じゃあ、ダメージいくぞ。（ダイスを振る）72点の物理ダメージだ！

ハヤト：うん。それなら《プロテクション》で何とかなる。ちなみに21点軽けい減げんしてくれると、このラウンドに「毒消し」も使わずにすむ（笑）。

ジェイス：それはいくらなんでも……（ダイスを振る）14点軽減だ。

ハヤト：まぁ、そんなところだよね。これで残りＨＰ14点。

ＧＭ：では、ヒュドラの牙きばから毒がチューッと注入される。見る見る青くなっていく、ハヤト。とゆーわけで、［毒（４）］のバッドステータスを受けた。

ハヤト：これでこのラウンドに「毒消し」を使わないといけなくなった。みんな、あとは任まかせたよ！

ＧＭ：で、次はビルターグの行動。ビルターグはムーブなし、マイナーで《サンクション》、メジャーで《ホーリーヒット》。さっきと同じ攻撃で、プリムを殴る！

プリム：やだー！　回避させてください。

ＧＭ：それはダイス目次第だ（笑）。では一発目。（ダイスを振る）命中は29！

プリム：えっと、回避判定は２Ｄ＋９です。

ジェイス：ダイス目で20以上が必要だな。

ハヤト：２Ｄ振ってクリティカル出せば！

プリム：大丈夫、出ますよ！




　その自信はどこから来るのだ。




プリム：（ダイスを振る）やっぱり出ませんでした[image: ][image: ]（一同笑）。

ＧＭ：では、ダメージだ。（ダイスを振る）59点の〈光〉属性魔法ダメージだ！

ジェイス：そこへ《プロテクション》。（ダイスを振る）よし！　25点軽減したぞ。

一同：おぉっ！

ＧＭ：ちょ、ちょっと待てい!!（一同笑）

プリム：やったー、ジェイスさーん。これで26点のＨＰダメージです！

ＧＭ：うおー。半分以上も軽減された。だが、これだけ削ることができればよしとしておこう。そして、二発目。（ダイスを振る）今度は命中で28！

プリム：クリティカルだけですね、ほい。（ダイスを振る）出目８！　命中しました。

ＧＭ：よし！　ではダメージだ。（ダイスを振る）さっきと同じくらいだな。61点〈光〉属性の魔法ダメージ。

ハヤト：残りＨＰいくつ？

プリム：34点だから、ウィガールで……（計算している）20点減らさないとダメです。

ジェイス：５Ｄで20はちょっと厳しいか。

プリム：それじゃ、フェイトを２点消費して、ウィガールを使います。（ダイスを振る）24点軽減！　……残りＨＰ５点で立っています！

一同：よしっ!!

ＧＭ：くそー、倒たおせなかったか。で、次がハヤト。

ハヤト：待機！

ＧＭ：では、キュリアとプリムの番だ。

キュリア：それじゃ、わたしが最初に攻撃しますね。ムーブなし、マイナーで《アニマルパクト》、メジャーで《ファミリアコンビネーション》から《サモン・フェンリル》と《ファミリアアタック》！

ジェイス：行け、キュリアくん。全力ですべてをなぎ払はらえ。

プリム：キュリアさん、お願いします！

キュリア：まずは《ファミリアアタック》からいきます。命中にフェイトを１点使って……（ダイスを振る）22！

ＧＭ：さすがにそれは、全員クリティカルのみ！




　だが、都合よくクリティカルするなんてことが二回も起こるわけがなく、今回はすべてのエネミーが回避失敗となる！




ジェイス：ここで《ディスコード》を使っておこう。（ダイスを振る）ちょっと低いな。ダメージに＋10点だ。

キュリア：（ダイスを振る）合わせて52点の貫かん通つうダメージです！

ＧＭ：しかし、ここでビルターグが《負ふ傷しよう転てん写しや》を使用。自身が受けた52点のＨＰダメージをヒュドラへと移うつし替かえる。

プリム：配下に結んでいる絆きずなでダメージを移したんですね。

ＧＭ：そういうこと。

ジェイス：それでヒュドラは死し亡ぼう？

ＧＭ：いや、まだ倒たおれない。だが、残りのＨＰが20点だったオウガマーセナリは倒れる。

プリム：わーい。

キュリア：じゃあ、続けて《サモン・フェンリル》を使います。フェイト１点使って……（ダイスを振る）お、目が高い。達成値30です。

ＧＭ：30？　それもクリティカルしないと回避できない！（ダイスを振る）ビルターグもさヒュドラも回避失敗！

キュリア：ダメージは８Ｄ＋６……。

プリム：がんばってください、キュリアさん！

キュリア：は、はい！　ありがとうプリムちゃん！　じゃあ、いきます！（ダイスを振る）32点の〈無〉属性の魔法ダメージです！




　巨大化したターチュの一撃と、キュリアの召喚したフェンリルの咆哮。

　ふたつの攻撃が、ビルターグたちに襲いかかる。

　ここまでの攻撃を凌しのいできた彼かれらには、ここが限げん界かいだった。

　配下はひとり残らず床ゆかに叩たたき臥ふせられ、ビルターグ自身にも咆哮の衝しよう撃げきが突つき刺ささる。




ＧＭ：さすがにそれは耐えきれない。フェンリルの咆哮に身を震ふるわせ、ヒュドラはずうんと倒れる。同時に攻撃され、その攻撃で倒れる対象には《負傷転写》は使えないので、ビルターグもついにダメージを受けた。

プリム：やったー！

キュリア：よし。それじゃあ、次はプリムちゃんお願いしますね。

プリム：はい！　やっと行動が回ってきたよー。いっぱい使っていいですよね？

ハヤト：あぁ、全部使って攻撃だ！

プリム：はーい。ムーブがなしで、マイナーが《ソードダンス》、メジャーで《バッシュ》。さらに《ボルテクスアタック》！

ハヤト：それに怪力乱神剣の効果も使えるよ。

プリム：おお、じゃあそれも！　命中判定にフェイトを１点使います。（ダイスを振る）……20！　微び妙みようかな。

ＧＭ：それでも６ゾロのみ。

プリム：お願い、お願い。クリティカルしないで……。

ＧＭ：（ダイスを振る）おっ！

プリム：えぇ？

ＧＭ：くっ、ダメか！　さっきから６が１個は出るんだけど……。回避失敗！

プリム：ダメージは11Ｄ＋[image: ]です！

一同：ついに固こ定てい値ちで[image: ]越こえたっ！

プリム：おぉ[image: ][image: ]。なんか、すごく強くなった感じです！

ジェイス：いやいや、十分に強いから。

ハヤト：やっちゃえ！　プリム姉ちゃん！

キュリア：プリムちゃん、お願いします！

プリム：はい！　えいっ！（ダイスを振る）[image: ]点の物理ダメージです！




　ビルターグを前に、プリムが身を捻ひねって一いつ瞬しゆんだけ背を向ける。

　そして、その姿し勢せいから大きく一歩踏ふみ込こみながら、剣を横一文字に薙なぐ。

　全身の筋肉を生かした、大おお振ぶりの一撃。

　紅あかい炎ほのおの軌き跡せきが半円を描えがき、ビルターグを切きり裂さく！




ＧＭ：[image: ]から【物理防ぼう御ぎよ力りよく】を引いて……[image: ]点のＨＰダメージ。「やりますね、プリミラさん。だが、この程度ではまだまだです」

ジェイス：だが、このラウンドの攻撃はまだ終わらんよ。《ジョイフルジョイフル》をキュリアくんに！

キュリア：はーい！

ジェイス：キュリアくん、ターチュ、行け！

キュリア：行きますか！

ジェイス：……そして、呪歌判定に失敗するという画期的な結末が（笑）。

プリム：え─────っ！

ジェイス：いや、冗じよう談だんだ。フェイトもまだあるし問題ない。（ダイスを振る）うむ、呪歌判定は普通に成功した（笑）。

ＧＭ：では、キュリアが未行動になって、即そく座ざに行動できる。

キュリア：ムーブはなしで、マイナーは《ハイサモナー》、メジャーは《コンビネーションアタック》。最初に《サモン・フェンリル》《リゼントメント》！

ＧＭ：《ハイサモナー》を使われると、回避判定にマイナス１Ｄ。小島さんがファンブルしない限かぎり、絶対避けられない！

キュリア：それじゃ、フェイトは使わないでいいですね。（ダイスを振る）20で命中です！

ＧＭ：うん、もうそれは回避できない！

キュリア：じゃあ普通に。（ダイスを振る）ドーン。[image: ]点の〈無〉属性の魔法ダメージ！

ＧＭ：ぐわっ！　キュリアも[image: ]点越ごえか！　【魔法防御力】で10点引いて95点のＨＰダメージを受ける！

キュリア：じゃあ、次が《ファミリアアタック》で……（達成値）こっちも20で命中です。

ＧＭ：やっぱり《ハイサモナー》入っているんで、回避は無理！

キュリア：（ダイスを振る）ドーンドーン！　29点の貫通ダメージです！

ＧＭ：だが、ビルターグはまだ倒れない。しかし、漆黒の全身鎧のあちこちにはヒビが入り、肩などの可動部をおおっている装甲板のいくつかは外れている。

ハヤト：次はオレだな。ムーブで全力移動してプリム姉ちゃんとビルターグのエンゲージに突とつ入にゆう。メジャーは「毒消し」を飲んでおしまい。

ＧＭ：「毒消し」の効果でバッドステータスの［毒］が回復した。

ハヤト：ごくごくごく、ぷはー、助かった（一同笑）。

ＧＭ：さて、これで全員が行動済になったので、ビルターグが《二回行動》だ。

一同：きたーっ！

ジェイス：いや、ちょっと待て。ビルターグの行動前のイニシアチブプロセスで《クイックヒール》をプリミラくんに。（ダイスを振る）発動して、38点回復。

ハヤト：ジェイスさん、ナイス！　これなら耐たえられるかも。

プリム：はい！　残りＨＰが43点になりました！

ＧＭ：では、ビルターグの攻撃いくぞ。ハヤトを攻撃しても当たらなそうな気がするので、《サンクション》＋《ホーリーヒット》でプリムを攻撃する！

ハヤト：こっちを攻撃してもいいんだぜ。

ＧＭ：するかっ！（一同笑）

プリム：よし、こーい！

ＧＭ：一撃目。（ダイスを振る）……クリティカル！

ジェイス：ぶっは!?　ここでクリティカル出すか？　ゆーらさん、容よう赦しやなさすぎ。

ハヤト：すごい、すごい！　これはピンチ感があっていい!!（笑）

ＧＭ：文もん句くはダイスに言ってくれ（笑）。もう、こうなったら仕方ない。ここでＰＣ全ぜん滅めつもやむなし！　『シュヴァルツ』でなんとかしてもらおう。

ジェイス：できるかっ！（一同爆笑）

プリム：大丈夫です。今度こそクリティカルを出しますから！

キュリア：プリムちゃん、ファイト！

プリム：回避します……えい！（ダイスを振る）

一同：おおっ!?

プリム：……やった、６ゾロ!!

一同：おぉ──────────!!

プリム：やったー、６、６！　クリティカルで回避です!!

ＧＭ：な、何っ!?




　黒く輝くメイスが、漆しつ黒こくの軌き跡せきを曳ひきながら、吸すい込こまれるようにプリムの頭部目がけて振ふり下おろされる。

　それはあまりに素直な、基本に忠実な一撃。

　対するプリムは身体を半はん身みにずらし、たった半歩、左斜め前に進んだだけ。

　たったそれだけの動きで、黒い軌跡はプリムの眼がん前ぜんを通り過ぎていく。

　攻撃を完全に見切った、まさに回避のお手本のような動きだった。




ジェイス：まさか、この土ど壇たん場ばでクリティカルするとは。

キュリア：さすがです！　プリムちゃん！

プリム：ありがとうございます！　ありがとうございますっ!!

ＧＭ：だ、だが、まだ二回目の攻撃がある！（ダイスを振る）くっ！　クリティカルしないか。25で命中！

プリム：（ダイスを振る）回避失敗。ダメージをください！

ＧＭ：（ダイスを振る）62点の物理ダメージだ！

プリム：62点、このままじゃ倒れちゃいます！

ジェイス：安心したまえ、プリミラくん。フェイトを５点使っての《プロテクション》だ！

キュリア：ついにジェイスさんの本気が！（一同笑）

ジェイス：ふ、私はいつも本気だ。（ダイスを振る）お、目はいいな。37点軽減！

プリム：17点のＨＰダメージだから、残りＨＰは26点です！

ＧＭ：《蘇生》を使わせることができなかったか……。

ジェイス：さぁ、ここが正念場だぞ、プリミラくん。

プリム：はい、がんばります！





（＊）《インペレイティブ》　パラディンのスキル。セットアッププロセスに「タイミング：セットアッププロセス」のスキルをふたつ使用する。

（＊）《バッドステータス付与：毒》　エネミースキル。１点でもＨＰダメージを与えた場合、バッドステータスの［毒］を与える。






●第３ラウンド

▼行動値

　ビルターグ　　　　　　　14

　ハヤト　　　　　　　　　11

　プリム　　　　　　　　　９

　キュリア　　　　　　　　９

　ジェイス　　　　　　　　６

[image: ]




ＧＭ：では、第３ラウンドのセットアッププロセス。まずはビルターグが《同調吸収》を使用。対象はもちろんプリム。

プリム：【精神】判定ですね！

ＧＭ：イエス！（ダイスを振る）……こちらの達成値は15。

ハヤト：プリム姉ちゃん、残りのＨＰは大丈夫？

プリム：26点なので、ギリギリ耐えられます！

ジェイス：じゃ、気にせず振って大丈夫だ（笑）。

プリム：はい！　（ダイスを振る）……達成値11で負けました。ＨＰが20点減って、ＨＰの残りは６です。

ＧＭ：そして、こちらはＨＰが20点回復。これでビルターグは終わり。

ハヤト：んじゃ、オレの番だけど、そろそろＭＰがヤバイので、《祝しゆく福ふく》が欲しいな。

プリム：じゃあ《祝福》を使います！

ハヤト：ありがと。で《イメージボディ》。一応、分身しておくぜ！（笑）

ジェイス：キュリアとプリムは行動がないから次は私だな。もちろん《ヘイスト》を掛かけるのだが、問題は誰だれにかけるかだが……。

ハヤト：《スラッシュブロウ》を残してるし、プリム姉ちゃんがいいと思う。

キュリア：単体への攻こう撃げき力りよくはプリムちゃんの方が高いですしね。

ジェイス：うむ。では、プリムに《ヘイスト》。（ダイスを振る）……ファンブル（笑）。




　一瞬、空気が凍りつく。




プリム：ジ、ジェイスさんっ!?

ハヤト：ここでファンブルはないよ、ジェイスさん！

キュリア：まったくです！

ジェイス：だ、大丈夫だ。こんなこともあろうかと、フェイトを１点だけ残してある。えい！（ダイスを振る）ふー、判定は成功だ。危あぶない、危ない（笑）。

キュリア：ここにきてちょっとヒヤッとしましたね。

ジェイス：しかし、成功は成功だ。これで３Ｄ振って５以上で先せん制せいだな。まあ、出るだろう。（ダイスを振る）１、５、３で＋９！

プリム：これで【行動値】18です！

ジェイス：よし！

ＧＭ：セットアップは以上。一番最初の行動は【行動値】18になったプリムからだ。

ジェイス：さあ、行け！　プリミラくん。キミ自身の手で、この戦いを終わらせるのだ！

プリム：はいっ!!　ムーブはなし、マイナーは《ソードダンス》、メジャーは《バッシュ》！　命中判定にフェイトを１点使います。（ダイスを振る）……６、４、１、３。出目が14だから、命中は23です！

ＧＭ：こっちはクリティカルのみ。（ダイスを振る）惜しい、５ゾロ！

ジェイス：怖えーことするな！（一同笑）

プリム：じゃあ、ここで《スラッシュブロウ》を使います！　これで13Ｄ＋28。

キュリア：プリムちゃん、ここで決めてください！

プリム：はい！　いきますっ！　（ダイスを振る）76点物理ダメージですっ！




　真っ向正面から、炎をまとったプリムの剣が振り下ろされる。

　迎げい撃げきするのは漆しつ黒こくの光をまとったビルターグのメイス。

　激げき突とつする紅あかと黒。

　次の瞬しゆん間かん、紅い剣が黒いメイスを粉々に砕くだき、返す刀でビルターグをも切り裂く。

[image: ]




プリム：ど、どうですか？　倒たおせましたか？

ＧＭ：……ビルターグの累るい積せきダメージは[image: ]点。そして、今受けた76点から【物理防御力】を引いて56点のＨＰダメージ。これで[image: ]点ダメージ。ビルターグのＨＰは[image: ]点。

一同：おぉ──────!?

プリム：そ、それじゃあ……。

ＧＭ：（大きくうなずく）ビルターグの身体がぐらりと揺ゆれると、彼はそのまま倒たおれ込こむように膝ひざをついた。おめでとう！　キミたちの勝利だ！　では、ここから先はエンディングフェイズということで、ここでシーンを終了しよう。







ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆姉と妹




　先ほどまで響ひびいていた剣けん戟げきの音が嘘うそのように静まりかえっていた。

　ギルバート、いや魔ま族ぞくビルターグが倒たおれると共に、周囲に立たち込こめていた瘴しよう気きもいつのまにか消え去り、部屋の中は清せい浄じような空気で満たされていた。




ＧＭ：さて、それではエンディグフェイズへと移うつろうか。キミたちの前には、立つこともできずに膝ひざをついたままの魔族ビルターグ。すでにこの物ぶつ質しつ界に姿すがたを留とどめておくこもできないのか、身体のあちこちから黒い粒りゆう子しのような物が立ち上っている。

プリム：これで、あなたの陰いん謀ぼうも終わりです！

ＧＭ：「ふ、どうやらそのようですね。しかし……」

ジェイス：ん？

ＧＭ：「ゾハールの魂たましいは完全に邪じや悪あく化かしました」

ジェイス：なんだと！　ちょ、ちょっと待て！　そんなことは聞いてないぞ！

プリム：……ジェイスさん！　やっぱり、悪の手先だったんですね。

ジェイス：いや、違ちがう違う。今のは『シュヴァルツ』のＧＭとしてのセリフ！　なんて設せつ定ていをぶちまけてくれんだよ（一同笑）。

ハヤト：あれ？　でも邪悪化した魔族が倒たおれれば、元に戻もどるんじゃなかったっけ？

ＧＭ：「ゾハールを邪悪化させた瘴気は私わたしの物ではなく、黒影剣エクリプスに溜ためられていた物がほとんどですからね」

ジェイス：そういう理由かいっ！

ＧＭ：「ですから今回はまぁ、これでよしとしましょう。では、〝白き巫女みこ〟の少女よ」

プリム：……。

ＧＭ：「何年後、何十年後かは分かりませんが──」




「機会があればまたお会いしましょう。それまで、姉妹の仲が悪くならないことを祈いのってますよ」

　そんな皮肉な言葉を言い残すと、ビルターグの姿は完全に消え去った。




ジェイス：終わったな。

キュリア：終わりましたね。

ハヤト：うん、終わったね。

プリム：……ジェイスさん、今の言葉はどういう意味ですか？

ジェイス：魔族は〝真の死〟と呼よばれる方法で倒たおさない限かぎり、何度でも蘇よみがえるのだ。もっともすぐに蘇るわけではない。だから、今回はこれで終わりだ。よくやったな、プリミラくん。

プリム：ありがとうございます！

ジェイス：それよりも──。




　ジェイスはそう言うと、プリムの背はい後ごへ目を移うつす。

　その視し線せんを追って、プリムは振ふり返かえる。

　そこには申しわけなさそうな、だがうれしそうな顔をしたセシリーがいた。




ジェイス：さぁ、迎むかえに行ったらどうだ？　キミの大切な妹だろう？

プリム：……。

キュリア：さぁ、プリムちゃん。

ハヤト：うんうん！




　三人の言葉にプリムはゆっくりとセシリーの方へ歩いていく。

　その様子を見つめ、みずからも歩みだそうとするるセシリー。だが、まだ〝ためらい〟があるのか、足が前へと進まない。

　それでも〝ひたむき〟にプリミラは歩き、セシリーの目の前で歩みを止める。

　そして優やさしく声を掛かける。




プリム：……約束どおり、助けに来たよ。セシリー。

ＧＭ：「うん。プリムお姉ちゃんの声、聞こえてたよ」

プリム：……そっか。よかった、聞こえてたんだ。

ＧＭ：「……」

プリム：ん？　どうしたの？




　じっと見つめる姉に、妹は口を開き掛かけては閉とじてを二、三度繰くり返かえしたあと、ようやく意を決して口を開いた。

　そして紡つむぎ出された言葉は──。




「……ありがとう、プリムお姉ちゃん」

　その瞬しゆん間かん、今まで張はり詰つめていたプリムの緊きん張ちようの糸が切れた。涙るい腺せんが緩ゆるみ、泣くつもりはなかったのに涙なみだが止まらなかった。

　プリムは両りよう腕うでを大きく広げ、その腕にセシリーを抱だきしめる。

　腕の中に〝全力〟を尽つくして助け出した妹がいる。そんな込こみ上あげる気持ちに、また涙が流れ出す。いくら自分に言い聞かせても、涙は次から次へと溢あふれて出てきた。




　人目もはばからずに泣きじゃくる姉の様子に、妹は照れたように笑えみを浮うかべると抱きしめ返した。

　姉を抱きしめるその手にはもう、〝白き薔薇ばらの刻こく印いん〟はなかった。
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◆Ending02◆薔薇ばらの巫女みこ、薔薇の守しゆ護ご騎き士し




　魔族ビルターグを倒たおしたプリムたちは、クラン＝ベルの神しん殿でんへと事後処しよ理りを任まかせると急いでグランフェルデンへと戻る。

　そのまま神官長ソーンダイクの許もとへ向かった。




ＧＭ：では、『ヴァイス』シリーズ、最後のシーンを演えん出しゆつしよう。場所はグランフェルデン大神殿の神官長室。ソーンダイク神官長に報ほう告こくするシーンだ。

プリム：これで最後なんですね。

キュリア：はい。あっという間でしたね。

ジェイス：だが、セシリーくんを助けることができたからな。〝薔薇の刻印〟が消えたということは、プリミラくんとセシリーくんの間のリンクがなくなったということだからな。これで、セシリーくんの病弱な身体もよくなるだろう。

ＧＭ：「おそらくは。しかし、今回は本当にご苦労さまでした」

ジェイス：礼はいい。冒ぼう険けん者しやとして当然のことをしたまでだ。だが、当然のことには報ほう酬しゆうという二文字がつくと思うのだが、神官長。特に今回の事じ件けんは神殿側、というかディアスロンド側の失しつ態たいもあるしな。

ＧＭ：「ええ。ギルバートのことは、申しわけなく思っています。冒険者としての報酬もきちんとお支し払はらいするのでご安心下さい」

ジェイス：うむ、それならいい。

ハヤト：結局、ジェイスさんは最後まで金かよ（一同笑）。

ＧＭ：「それと、みなさんにご紹しよう介かいしたい人がいるんですが……」ソーンダイクはそう言うと、部屋の奥おくにある扉とびらが開き、四人の男女が姿を現あらわす。




　蒼あおい服のか弱そうなエルダナーンの少女。全身黒ずくめの無ぶ愛あい想そうな戦士。眼がん帯たいをしたフィルボルの女じよ性せい。そして、どことなくプリムやセシリーの面影がある女性。




プリム：もしかして…………お姉ちゃんっ!?

キュリア：え？　アメリアさんっ!?

ＧＭ：当たり（笑）。ふたりの驚おどろく声に、アメリアはばつが悪そうに指で頬ほおを掻かく。「ひ、ひさしぶり……かな」

プリム：ひさしぶりじゃないですっ！

キュリア：そうです！

ＧＭ：「勘かん弁べん、勘弁！　いやー、ちょっと記き憶おくを失っちゃってさぁ。あ、紹介しておこう。〝蒼あおき薔薇の巫女〟ミラ・アトラス、それから〝蒼の守しゆ護ご騎き士し〟ゼロ・ルシフェルドだ。それと、こっちの眼帯をしているちんまいのがイリアだ」

プリム：あ、えーっと。はじめまして、プリミラ・ヘッジホッグです（ぺこり）。

ＧＭ：「あ、はじめまして。ミラ・アトラスです」「ゼロだ」「あたいはイリアだ」プリムの挨あい拶さつにそれぞれ返事をする三人。

プリム：そ、そんなことよりも、今までどこに行ってたんですかっ!?

ＧＭ：「ブリギット村って場所で拾われて、そのあとはエリンディル中をイリアと一いつ緒しよにうろうろしてた」

プリム：ブリギット村って、シェフィルさんのいた村ですよね？

ＧＭ：「シェフィルのこと、知ってるのか。なら、話は早いな。もう知っていると思うが、ディアスロンドから〝薔薇の巫女〟とその守護騎士に招しよう集しゆう命令が来ている」

プリム：あ、はい。ソーンダイクさんから聞いてます。

ＧＭ：「どうやら、かなりやばい事じ態たいが起こっているらしい。で、ディアスロンドは今判はん明めいしている〝薔薇の巫女〟とその守護騎士を、全員召しよう集しゆうすることにした」

プリム：でも、シェフィルさんやミラさんと違ちがって、あたしには守護騎士はいないですよ？

ＧＭ：「あぁ、それは大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。守護騎士はもういるから」

プリム：え？

ＧＭ：プリムの問いに、アメリアは満面の笑みを向ける。

プリム：……。

ＧＭ：「……」

プリム：もしかして……。

ＧＭ：「うん、そのもしかして」

プリム：え─────っ！　お姉ちゃんが守護騎士なのっ!?

ＧＭ：「当たりっ！　さすが、我わが妹。以い心しん伝でん心しんとは、まさにこのことだな」うんうんと満足げにアメリアはうなずく。

プリム：で、でも、なんでお姉ちゃんが守護騎士なの？

ＧＭ：「どうやら家の血ち筋すじには守護騎士の血も流れていて、で、プリムに薔薇の巫女の力が発はつ現げんして、私に守護騎士の力が発現した──そういうことらしいんだよね」

プリム：ふぇ[image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：「で、ふたり以上の薔薇の巫女が蘇ることをギルバートから教えてもらった私は、プリムを助けるために、一足先に薔薇の武ぶ具ぐを探さがすことにしたわけ。もっとも、まさかそのギルバートが魔族だったとは……。さすがに私も気がつかなかったわ」

ジェイス：なんて軽い姉だ。だが、こんな性せい格かくだったか？

ＧＭ：ほら、記憶を取とり戻もどしたから。『ラヴィアンローズ』のリプレイでも、けっこう性格破は綻たんしてたし（笑）。

ジェイス：いや、まぁ、そうだけどな。

ＧＭ：はい！　とゆーわけで、プリムはセシリーを助け、姉のアメリアとも再さい会かいすることができた。これでひとまず『ヴァイス』は最終回となります！

プリム：でも、まだ〝薔薇の刻印〟の呪のろいは解かい決けつしてませんよ？

ジェイス：うむ。なぜかというとだな。『ヴァイス』で呪いが解決してしまうと、『シュヴァルツ』で困こまってしまうからだ！

キュリア：あ、そりゃそうですよね（笑）。

ＧＭ：はい！　とゆーことで、この続きは『シュヴァルツ』の四巻かんとなります！

プリム＆キュリア：えぇ─────っ！

ジェイス：あ、上村さんと小島さん──つまり、プリムとキュリアには、このまま『シュヴァルツ』四巻に出てもらうんでよろしく！

プリム＆キュリア：えぇ────────っ!?




　これにて〝白き薔薇の巫女〟プリミラ・ヘッジホッグが、妹セシリーを助け出す物語は幕まくを閉とじる。また、行方不明だった姉アメリア・ヘッジホッグとも再会し、彼かの女じよが〝薔薇の巫女〟を守る守護騎士であることを知った。

　また、姉と行動を共にしていた〝蒼き薔薇の巫女〟とも邂かい逅こうし、プリミラはふたりの巫女との出会いを果たしたこととなる。




　それは次なる物語の幕まく開あけ──。

　それは〝黒き薔薇の巫女〟や〝蒼き薔薇の巫女〟、そしてまだ見ぬ〝薔薇の巫女〟との物語であり、〝薔薇の刻印〟や〝薔薇の武具〟の物語の結末でもある。








アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス

みっしょん３「偽いつわりの絆きずな、本当の絆」

─ＦＩＮ─






　そして物語は『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』第四巻へ。







あとがき




〝ためらい少女〟→〝ひたむき少女〟→〝全力少女〟と、プリムが少しずつ成長していた『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』シリーズは、これで終了となります。

　とはいっても、本ほん編ぺんを読んでくださった方はもうご存じかと思いますが、プリミラの持つ〝薔薇ばらの刻こく印いん〟や神しん竜りゆうゾハールの呪のろいの件は解決していません。これらについては、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・シュヴァルツ』シリーズの最終巻へと持ち越しとなります。

〝薔薇の巫女みこ〟が複数存在していた場合、一年以内にその巫女たちは死んでしまうというのは、『ヴァイス』『シュヴァルツ』両シリーズに共通した仕掛けです。しかし『ヴァイス』でこの問題が解決してしまうと、自動的に『シュヴァルツ』でも解決してしまうというとんでもないネタでもあります。

　このため、先行して発売される『ヴァイス』シリーズは巫女の問題は解決せずに、物語を一いつ旦たん終わらせることが必要となり、セシリーというヒロインが誕たん生じようしたわけです。もっとも、本来この役は姉のアメリアだったのですが、プリムのプレイヤーである上村彩子さんの提案によって、急きゆう遽きよ変更になったりしているのですが（笑）。

　この他にプレイヤーの発言やＰＣの設定、『シュヴァルツ』のＧＭである菊池との相談や悪わる巧だくみの結果、想定していなかった設定や物語が次々と爆ばく誕たんしています。

　そこで、今回のあとがきではシナリオのネタバレだけではなく、本書の後に発売される『シュヴァルツ』シリーズに差し支えのない程度に、これらの裏話を書きたいと思います。

　とゆーことで、いつものようにここからはシナリオのネタバレとなります。まだ、本編をお読みになっていない方は、すみやかにページを閉じて、最初からお読みくださるようお願いいたします。

　では、準備はよろしいですか？

　はい！　それではネタバレです！




●みっしょん３「偽いつわりの絆きずな、本当の絆」

　さて、今回のシナリオはセシリーを助ける話です。

　この助けるにはふたつの意味があります。ひとつはビルターグの許もとから救出すること。そして、もうひとつが神竜ゾハールの呪いから解き放つことです。

　本編中でも菊池がぽろっと言っていますが、私のシナリオではよくヒロインがさらわれます（笑）。『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』では主人公のツヴァイとちょっぴりいい関係のミリアがさらわれていますし、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・セカンドウィンド』ではグランフェルデンの王女がさらわれています。

　そこで今回は、ヒロインがみずから敵てきにさらわれる、という感じにしてみました。実際にはさらわれるというよりは、敵についていくんですが（笑）。

　実はこのヒロインがさらわれるというシナリオ、ＴＲＰＧではなかなか難しかったりします。ＰＣたちの前でさらおうとするとプレイヤーはあの手この手で防ごうとします（まぁ、当たり前ですが）。

　しかし、ＰＣがいない所でヒロインをさらうと、ＰＣがまったく介かい入にゆうできないためにプレイヤーに不満が残ったりします。

　でも、やっぱり物語的にヒロインをさらいたいじゃないですか！

　そこで、ヒロインがさらわれるシーンよりも前に、「もしかしたら、ヒロインがさらわれるかも……」とプレイヤーが思うようなシーンをマスターシーンとして挿そう入にゆうします。これにより、ＰＣは知らないけれどプレイヤーは知っているという状じよう況きようになり、「まぁ、さらわれても仕方ないよね」的な気持ちにプレイヤーがなってくれたりします。これで、かなりプレイヤーの不満は軽減できる……はずです。一度お試しください（笑）。

　なお、エンディングで登場するミラたち。時系列的には『ラヴィアンローズ』『シュヴァルツ』二巻のあととなります。

　ミラたちがなぜグランフェルデンにいたのか、そして彼女たちは何をしていたのか。これらについては、現在進行中の某企画と関係しています。こちらについてはまだ発表できないのですが、八月に新横浜で開催されるイベント──ＪＧＣ２０１３では、詳細をお話しできればと思っています。お楽しみに！

　そして、二巻ではルードしか登場しませんでしたが、今巻では『セカンドウィンド』シリーズのＰＣが全員登場です。セプテンバーを助けるためにヴァンスターに行ってしまったバニィをどう出すかを決めかねていたのですが、最終巻でなんとか三人を登場させることができました。ちょっとほっとしています（笑）。

『ヴァイス』は『ルージュ』の設定を汲くんだシリーズでもありますが、『セカンドウィンド』シリーズの続ぞく編へんであることは一巻でも書いたとおり。今回の最大のギミックである〝紅炎剣プロミネンス〟の使用も、ジェイスがＰＣとして参加していてこそのネタです。ちなみに口絵のＰＣ紹介のイラストでは、プリムはすでに〝紅炎剣プロミネンス〟を腕輪モードで装備しています。本当はカバーでも装備しているという設定なのですが、イラスト担当のかぼちゃさんにお願いして、わざと右手首は見えないポーズにしていただきました。で、果たしてプリムはルードに剣を返したのか。それとも借りたままなのか。そちらについては『シュヴァルツ』四巻までに決めたいと思います（笑）。




●ギルバートのこと

　一巻から登場していた謎なぞの神官ギルバート（ビルターグ）ですが、実は彼の正体は最初から決まっていたわけではありません。ＰＣの味方、敵、どちらでも可能なようにと考えていましたが、『ラヴィアンローズ』と『シュヴァルツ』二巻のラスボスがどちらも神官ということもあって、敵にするかどうか悩なやんでいたのですが……結果は本編のとおりとなりました。

　いやー、まさか魔ま族ぞくだとは思いませんでした（笑）。

　しかも、雌し伏ふく八〇〇年の計画ですよ。まぁ、本来は八〇〇年前に〝薔薇の巫女〟の反乱が成功し、それによってビルターグの企たくらみは成じよう就じゆするはずだったんですが（笑）。もっとも、このビルターグの計画が、『ヴァイス』『シュヴァルツ』の物語の核かくになってしまったのですから、さらにびっくりです。どのようにからんでいるかというと、まだ秘ひ密みつ。『シュヴァルツ』シリーズで明かされることになるかと思います。

　ちなみにビルターグ（Bilterg）という名前は、ギルバート（Gilbert）のアナグラムになっています。ジルベールとかジルベルトとか、分かりやすいパターンも考えていたのですが、結局はこうなりました。まぁ、無難といえば無難なところですね。




●アメリアのこと

　二巻で幻げん影えいとして登場していたアメリアも、ようやく本人の登場です。もっとも『ラヴィアンローズ』にはＰＣとして参加していましたので、ようやくという感じではなかったりしますが。『ラヴィアンローズ』では、その正体をもうちょっと分かりにくくしようかという話もあったのですが、ＮＰＣがＰＣ化するパターンは、『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』のカテナ・アウレアが前例としてありましたので、今回は最初からネタということで、あからさまにしてしまいました（笑）。

　ただ、アメリアが守しゆ護ご騎き士しであったという設定は完全にあとづけです。まぁ、シェフィルにはイリスが、ミラにはゼロがいるのに、プリムに守護騎士がいないのは変だろうということもありますが、『ヴァイス』『シュヴァルツ』『ラヴィアンローズ』を書き進めていく上で、〝薔薇の巫女〟の設定を決めている時に決まった設定だったりします。これについても『シュヴァルツ』シリーズで明らかになる……はずです（笑）。

　ちなみに『ラヴィアンローズ』でアメリアが名乗っていたエイミーという名前は、アメリアの愛あい称しようです。エリザベスをベス、レベッカをベッキー、ドロレスをロリータと呼よぶのと同じですね。小さい頃ころは母親や友人にそう呼よばれていたという設定です。




●キュリアのこと

『ヴァイス』シリーズではプリムのよき先せん輩ぱい、いいお姉さんとして、そして最終回で大だい活かつ躍やくしたターチュのマスターであるキュリアですが、彼女についても今巻で重大な設定がつくことになりました。

　その設定はまだ明かされていませんが、その秘密の一いつ端たんが本編中にちょっとだけ書かれています。もちろんこれはあとづけではありますが、小島さんが考えたキュリアの設定を踏ふまえた上での設定です。

　とゆーことで、小島さんも『シュヴァルツ』四巻をお楽しみに！（笑）




　さて、そろそろページが少なくなってまいりました。

　最初に書いたとおり『ヴァイス』はこの三巻で終了しますが、『シュヴァルツ』はもうちょっとだけ続きます。

　また、『エネミーガイド』などのサプリメントも執筆は進んでいますし、他にもまだまだ企画が水面下で進行しています。

　それらについても、発表できるようになり次第、以下のサイトなどで順次お知らせしていきますので、よろしくお願いいたします！




富ふ士じ見み書しよ房ぼう（※）

　http://www.fujimishobo.co.jp/

富士見ＴＲＰＧポータル（※）

　http://www.fujimi-trpg.jp/




FEAR online

　http://www.fear.co.jp/




※富士見書房および富士見ＴＲＰＧポータルは、二〇二二年現在サービスの変更にともない次のサイトに移動しています。

https://fujimi-trpg-online.jp/




　そしていつものことではありますが、最後に謝しや辞じを述のべさせていただきます。

　プレイヤーとして参加していただいた上村彩子さん、小島めぐみさん。魅力的なキャラクターを演えんじていただきありがとうございました。『ヴァイス』はこれで終わりですが、引き続き『シュヴァルツ』へのご参加、お願いいたします（笑）。

　三巻にわたって素敵なイラストを描いてくださったかぼちゃさん。コミックの連載でお忙いそがしい中、ありがとうございました。また、収録、編集などに携わっている富士見書房やＦ．Ｅ．Ｒ．Ａ．のスタッフのみなさまにも、いろいろとお手数をお掛かけいたしました。

　そして、本書を手にとってくださっている読者のみなさまには特別な感謝を。この本がみなさまのセッション、シナリオ作成などのお役に立てば幸いです。

　それではまた、次の本でお会いできることを楽しみにしつつ、この辺で筆（キーボード？）を置きたいと思います。

　よきＴＲＰＧライフを！





二〇一三年六月　久保田悠羅
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